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　第四章






［祝］雑談スレＰａｒｔ34［第３陣］

５１２：名無しプレイヤー


　テメェら！　第３陣用のアイテムの準備はできたか！



５１３：名無しプレイヤー


　ポーション大量に用意してあるぜ！



５１４：名無しプレイヤー


　初心者用の防具作っておいたし大丈夫やろ



５１５：名無しプレイヤー


　一部有志も第３陣用の注意書きも作ってたし大丈夫だろ



５１６：名無しプレイヤー


　＞＞５１５そう思っていた時期が僕にもありました



５１７：名無しプレイヤー


　＞＞５１６無駄にフラグ立てんじゃねえよｗｗｗ



５１８：名無しプレイヤー


　まぁ実際掲示板見ないで一悶着あったしな……



５１９：名無しプレイヤー


　首狩り姫……人形姫……うっ……頭が……



５２０：名無しプレイヤー


　＞＞５１９今仲良しだからまぁいいんじゃね？



５２１：名無しプレイヤー


　ぼくもおともだちほしいです



５２２：名無しプレイヤー


　ぼくもおおきなおともだちほしいです



５２３：名無しプレイヤー


　＞＞５２１＞＞５２２お前らが言うと無駄に犯罪臭くなる不思議



５２４：名無しプレイヤー


　悲しいなぁ……



５２５：名無しプレイヤー


　これが日ごろの行いっていうやつか



５２６：名無しプレイヤー


　まぁ第３陣が来るってことはまた勧誘合戦もあるのか



５２７：名無しプレイヤー


　とりあえず喧嘩にならなきゃいいわ



５２８：名無しプレイヤー


　そんなことないやろー（フラグ



５２９：名無しプレイヤー


　＞＞５２８だからフラグ立てるなっつってんだろｗｗｗ



５３０：名無しプレイヤー


　まぁ第３陣も大体１万人だろ？　これで全体が３万人か ダンジョンが混みそうだな



５３１：名無しプレイヤー


　と言ってもある程度の人数でエリアが分かれてるとかうんとかかんとか



５３２：名無しプレイヤー


　あと問題はギルドの依頼数か



５３３：名無しプレイヤー


　よくもまぁあれだけポンポン依頼が出てくるもんだわ



５３４：名無しプレイヤー


　＞＞５３３まぁそういうのは運営がある程度出すようにしてるんだろ

　例えば実際は使わないけど回収して運営ショップとかそんなんで販売とか



５３５：名無しプレイヤー


　＞＞５３４通常の課金枠が運営ショップって感じか。となると、普通にＧでの交換かな？



５３６：名無しプレイヤー


　まぁ課金ありとしてもそこまで使えるようなものじゃなくてインテリア系だと思うけどな



５３７：名無しプレイヤー


　インテリアと言えば家持ち増えてきたよな



５３８：名無しプレイヤー


　まぁ時期も時期だしボチボチいるだろ



５３９：名無しプレイヤー


　問題は防衛戦イベントの時に被害が出たら修理負担の時とかが不安



５４０：名無しプレイヤー


　「守れなかったのは君たちのせいだよね？　修理の負担は自分でしてね？」って普通にありそうでこえぇよ



５４１：名無しプレイヤー


　ともかく次の小規模がどんな感じかだな



５４２：名無しプレイヤー


　そもそも小規模とはなんぞや（哲学



５４３：名無しプレイヤー


　今までのキャンプとか迷宮が大規模とすると、闘技イベントみたいなそこまで大きなイベントじゃないだろう



５４４：名無しプレイヤー


　闘技イベントならたぶん告知するし予約も取るだろうし、今回は違うだろうな



５４５：名無しプレイヤー


　ってなると何がくることやら……



５４６：名無しプレイヤー


　平和なイベントでお願いします　いやまじで



５４７：名無しプレイヤー


　そんな平和なイベントなんて期待するだけがっかりするからやめとけって



５４８：名無しプレイヤー


　運営の事だろうしきっとえげつねえことになりそうだなぁ……（白目



５４９：名無しプレイヤー


　ともかくある程度の準備をしといた方がいいな



５５０：名無しプレイヤー


　＞＞５４９せやな　今のうちに装備とか新しくしとくか



５５１：名無しプレイヤー


　今から間に合うかが問題だけどな



５５２：名無しプレイヤー


　うあああああああああ（絶望






［情報］街スレＰａｒｔ13［求む］

２６２：名無しプレイヤー


　誰か新しい街見つけたやつおらんかー？



２６３：名無しプレイヤー


　村なら王都と古都の間にある森の中に１つ見つけたけどなぁ……



２６４：名無しプレイヤー


　とりあえず王都から東と西かねぇ？



２６５：名無しプレイヤー


　雪山火山を越えると街がある可能性も……



２６６：名無しプレイヤー


　ボスっぽいの倒してもそういうルートなかったらしいんですけどそれは……



２６７：名無しプレイヤー


　＞＞２６６倒せたとかうっそだろｗｗｗ!?



２６８：名無しプレイヤー


　＞＞２６６火山の熱で禿げそう



２６９：名無しプレイヤー


　＞＞２６８髪の話はやめろと言われているだろ！



２７０：名無しプレイヤー


　＞＞２６９誰が禿げじゃ！



２７１：名無しプレイヤー


　＞＞２７０お前禿げなのかよｗｗｗ



２７２：名無しプレイヤー


　そういや誰か調和の森越えられたやついるか？



２７３：名無しプレイヤー


　＞＞２７２あの問答無用で吹っ飛ばされる謎マップ？



２７４：名無しプレイヤー


　＞＞２７３そうあの資格がどうとかいう謎マップ



２７５：名無しプレイヤー


　そもそも調和の森とかほとんど情報ねえからなぁ……



２７６：名無しプレイヤー


　そもそも資格って何の事だよという



２７７：名無しプレイヤー


　スキルレベルが一定以上にならないと入れないっていうのがありきたりだよな



２７８：名無しプレイヤー


　話によると派生が20ＬＶ超えてたらしいけどな



２７９：名無しプレイヤー


　それでいけないってなると30か？



２８０：名無しプレイヤー


　確か場所ってエアストからずっと西なんだよな？



２８１：名無しプレイヤー


　＞＞２８０そうそう 途中にクラー湖っていう湖があるからわかりやすいけどな



２８２：名無しプレイヤー


　ってことは首狩り姫のテリトリーってことか



２８３：名無しプレイヤー


　……（逸らし目



２８４：名無しプレイヤー


　おっ頑張れよ（他人事



２８５：名無しプレイヤー


　＞＞２８２に敬礼！　[image: ]



２８６：名無しプレイヤー
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２８７：名無しプレイヤー
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２８８：名無しプレイヤー


　おいｗｗｗなんで俺が聞きに行く流れになってんだよｗｗｗｗ



２８９：名無しプレイヤー


　＞＞２８８言い出しっぺの法則というのがあってだな……



２９０：名無しプレイヤー


　口は禍の門ともいうし……



２９１：名無しプレイヤー


　てめえらｗｗｗｗ



２９２：名無しプレイヤー


　今来たとこだけど、要約すると「ヤッホー首狩り姫ー。今から調和の森調べにあんたのテリトリー荒らしに行くけどー知ってることあったら教えてねーテヘペロー」ってことやろ？



２９３：名無しプレイヤー


　＞＞２９２何その自殺志願者的な発言



２９４：名無しプレイヤー


　＞＞２９２これは問答無用で首切られますわ……



２９５：名無しプレイヤー


　＞＞２９２なんだよその要約ｗｗｗｗ喧嘩売ってんにも程があんだろｗｗｗｗ



２９６：名無しプレイヤー


　＞＞２９２うむ、天晴れである



２９７：名無しプレイヤー


　＞＞２９６光栄の至り！



２９８：名無しプレイヤー


　＞＞２９６＞＞２９７お前ら他人事と思って好き放題言いやがってｗｗｗｗ！



２９９：名無しプレイヤー


　まぁ冗談はともかく、たぶんエアスト西の森なら首狩り姫が一番情報持ってると思うけどな



３００：名無しプレイヤー


　まぁ喧嘩とか売らなければ普通の女の子だしな



３０１：名無しプレイヤー


　ただし正妻戦争的な事が起こっている模様である（本人は気づいていない）



３０２：名無しプレイヤー


　＞＞３０１どこの聖杯を奪い合う戦争かな？



３０３：名無しプレイヤー


　聞くにしても気を付けろよ　下手こくと……



３０４：名無しプレイヤー


　＞＞３０３二つ名持ち集団に狙われたくねえからそこは気を付けるわｗｗｗ



３０５：名無しプレイヤー


　その後、＞＞３０４の姿を見たものは誰もいなかった



３０６：名無しプレイヤー


　Ｆｉｎ



３０７：名無しプレイヤー


　勝手に殺すんじゃねえよｗｗｗｗ







　試験期間も近づきつつあるので、少しゲームの時間を削る必要が出てきた。

　正悟はたぶん気にせずにログインするんだろうけどね。

　それで試験前に泣きついて来るのはもはやテンプレと化している。

　そうなる前に勉強しておけばいいのに……。

　とはいえ、丸一日ログインしないわけではなく、休憩でログインしてサイとリアの様子の確認と在庫とかの調整はしている。

　第３陣が来るということで、少し準備をする必要があるからだ。

　まぁ私のお店に第３陣が来るとは思えないけど、念のためということで準備する。

　第３陣が来るときに店主の私がいないのはちょっとあれなので、その日はログインできるように今の内に勉強しとかないと……。



　講義が早く終わったため、夜に勉強会ということで正悟と鈴の３人で集まった際に、鈴に銀翼とかは新しいメンバーを集めるのかを聞いてみた。

「そうね～……団長次第だと思うけど、気に入ったプレイヤーとかがいれば勧誘するんじゃないかしらね～？」

「団長さんが気に入りそうなプレイヤーかぁ……。どんなプレイヤーが当たるのかな？」

「アリサみたいな子とかかしらね～」

「私みたいなプレイヤー？」

　それって首切ったりするプレイヤーの事かな？

　そんなプレイヤーはそうそういないだろうし、探すのも大変だろうなぁ……。

「盛大に勘違いしているようだけど、何をどうしたら勘違いするんだ？」

「そこがアリサの可愛いところじゃない～」

「えっ？　何？」

「なんでもないわ～。それより正悟、そのプリントの内容覚えたかしら～？」

「うっ……」

　正悟は暗記科目が特に苦手だ。

　計算するような問題はある程度はできるが、微積やそういった文字式となると……。

　ちなみに私は苦手分野も特にあるわけでもないので、そこそこの点数は取れる。

　鈴は全体的にできるので、ほとんど高得点を取る。

　本当に羨ましいことだ。

「んにしてももう第３陣かぁ……狩場が混んじまうかもなぁ……」

「まぁ第１陣とかはもう古都から王都付近が活動範囲だし、そこらへんの心配は大丈夫よ～」

「私はちょっと人が混むのは嫌かもー……」

「アリサは人見知りだしなー……」

　私の活動範囲はエアスト周辺だしなぁ……。

　１万人も増えたら人混みに酔いそうだし……。

「それよりも、また新人に絡まれないように気を付けてね～？」

「最初の海花みたいなのは流石にないといいけどなぁ……」

　前回みたいな事が起きないように、今回はお店でじっとしているが吉かな？



　ゲームと試験勉強を並行していると時間が進むのが早い。

　いつの間にか第３陣が参加する日になっていた。

　私は第３陣がログインする前にログインし、お店で待機しておく。

　リアとサイにも今日の事については既に説明済みなので、たぶん大丈夫だろう。

　そして第３陣がログインし始める時間とともに、お店の外が少し騒がしくなってきたように感じた。

　中堅とかはきっと勧誘に必死なんだろうなぁ……。

　それにしてもギルドかぁ……。

　誘われたりはしたけど、特に考えていないんだよね。

　するとお店のドアが開き、誰かが入ってきたので挨拶をする。

「いらっしゃい……ってショーゴか」

「あからさまに残念そうな顔するなよ」

　お店に入ってきたのはショーゴといつもの４人だ。

「んで今日はどうしたの？」

「たんにポーション買いに来ただけだ。用っていうほどの事はないな。にしても全く新参来てないようだな」

「まだ始まったばっかりだし、そもそも私のお店知ってる第３陣っているの？」

　そんなのは第３陣次第だから知らん。とショーゴは軽く鼻で笑う。

　まったく。

　そんな態度取ると高くしちゃうぞー。

「アリス、やっほー」

　またお店のドアが開いたと思ったら、今度はルカが現れた。

　えっ？

　何これ私のお店に集まるよう打ち合わせでもしたの？

「ショーゴ？」

「おい冤罪だ。特に声は掛けてねぇよ」

「人が多いから避難しにきた」

　いや、私のお店は避難場所じゃないからね？

　でもこの流れ、きっとまだ誰か来るよね。

「お姉様ー！」

　ほら……やっぱり来た……。

　私はため息を吐いて頭を軽く手で掻く。

「何でそんなに残念そうにしてるんですか!?」

「一応聞くけど、何でお店に来たの？」

「はい！　お姉様に会いに来ました！」

「……」

　ほんと頭痛い……。

「海花、アリスが困ってる。焼きそばパンでも買ってきて」

「何であたしが買ってこないといけないのよ！」

「海花が一番年下」

「それを言うならあなたが一番背も小さいし、胸も小さいんだからあなたが買ってきなさいよ！」

「あ？」

　ちょっと……何２人熱くなってるの……。

　てかルカ……ちょっとキレてない……？

　仕方ない、この場を収めるためにあれを使おう。

　私はリアにケーキの乗ったお皿を持ってもらい、いがみ合っている２人に一緒に近づいてケーキをフォークで一口サイズに切り取り、２人の口に突っ込む。

「「ん～～!?」」

「落ち着いた？」

　私が聞くと、２人はロボットのようにゆっくりと顔をこちらに向けた。

「なんですか今のとっても美味しいケーキは!?」

「とっても甘くて美味しかった」

「んで頭冷えた？」

「「……はい……」」

「よろしい」

　先ほど２人に食べさせたケーキは、山王鳥の卵を使った試作ケーキだ。
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　山王鳥の卵は元々がとっても濃厚であり、ただ茹でて食べたとしてもそれだけでいけるほどだった。

　なので味の主張が大きい山王鳥の卵は、逆に調理するのが少し難しかった。

　色々と試行錯誤した結果、うまくいったのがこの試作ケーキだ。

「てか２人って仲悪かったっけ？」

「いっいえ……そんなことは……」

「むかつくけど、一応信用はできる」

「ちょっと！　あたしがお茶を濁したのに直球で言わないでよ！」

「でも事実」

　えっと……仲良いのかな……？

　なんだろう……無駄に疲れた……。

「ルカも海花もだけど、買い物しないなら他の人が来たら邪魔になっちゃうから、席に座るか手伝うかのどっちかにして」

「手伝うって……あれ着ないとダメ……？」

　あれとはメイド服の事を指しているのだろう。

　私は無言で頷くと、ルカは少し嫌そうな顔をする。

　海花は何のことだろうと首を傾げる。

「とりあえず３人とも、話してるところ悪いが客来てんぞ？」

「「「えっ？」」」

　ショーゴに呼ばれてそちらを向くと、サイより少し大きいぐらいの男の子がショーゴたちに囲まれていた。

「こっここが首狩り姫の店なのかっ!?」

「そうだけど……。それで私が一応その首狩り姫って呼ばれてるけど……」

　私が首狩り姫だと名乗ると、男の子は私の方に走って近づいてきた。

「頼むっ！　俺を弟子にしてくれっ！」

「……はい……？」

　突然の事で私の頭が追いついて来ない。

　弟子……？

　弟子ってあの弟子？

　教え子とかそういう感じの？

　って、そうじゃない。

　私は男の子に何で弟子になりたいのかを聞いた。

　話を聞いてみると、どうやら幼馴染の大人しい女の子が同級生のＰＴに無理矢理？　かよくわからないけど所属させられているらしい。

　男の子はその幼馴染を同級生のＰＴから抜けさせたいが、それには１つ条件があって、来週行われる小規模イベントでその同級生たちに勝てば抜けさせてやるっていう話らしい。

　よくわからない条件なことで。

　まぁ一種のいじめみたいなものなのかな？

「それでなんで私ってなったの？」

「その……困って下を向きながら歩いてたら、語尾ににゃんとか猫っぽい語尾の人に会って、説明したら首狩り姫にお願いしてみたらもしかしたら何とかなるかもよ、って言われてこの店の場所を案内されて……」

　……リーネさん！

　あなた厄介事持ち込んで！

　……まぁ私ならちゃんと話聞いてくれるだろうし、何か手助けしてくれると思って言ったんだろうけど……。

　せめてメッセージで一言欲しかったな……。

　また怒られても知らないよ……？

「でもＰＴ抜けさせるぐらい他の方法でもなんとかなるんじゃないの？」

「そいつらなんか第２陣に兄貴がいて、そのギルドがバックについてるとか言ってて……。しかもそのギルドに所属しているって兄貴も一緒にあいつらといたから……俺……」

　第２陣のギルドか……。

　ってことはそこまで大きくないと思うけど……。

　ふと顔を上げて周りを見ると、なんだか周りがやる気で燃えてるような……。

「ふふふふ……第２陣のギルドでよくそこまで威張れたものですね……」

「女の子を脅すやつに容赦はいらない」

「うふふ～お姉さんも協力するわよ～？」

「えぇ、もちろん手伝いますよ」

「寄ってたかって男１人を虐めるとは男らしくないな」

「何か皆やる気だし、俺もやる気出すかー！」

　えっ？

　なんで皆そんなやる気出してるの？

　今の話のどこにスイッチがあったの？

　確かに可哀想だとは思ったけど、そこまで反応するところあった!?

「しょっ……ショーゴ……」

「……お前ら落ち着け」

　ふぅ……。

　ショーゴは落ち着いてるっぽい。

「やるなら徹底的にやらねえとダメだろ。子供の喧嘩に関係ないやつが口出すことじゃねえ。だが、今回はその関係ないやつを巻き込んだ。ってことは、俺らが手を貸しても問題ねえよなぁ？」

　あっ……これダメなやつだ……。

　ショーゴに釣られて皆ゲスな笑み浮かべてるし……。

　男の子それ見て軽く涙目になってるじゃん。可哀想に……。

　てかほんと皆どこが琴線に触れたの……？

　周りがやる気で燃えている中、私は男の子に対して問いかける。

「さて、皆乗り気だけど、君はどうしたい？」

「えっ？」

「このまま皆と一緒に幼馴染の女の子を取り戻す？」

「それは……」

　きっとこの子は聡い子なんだろう。

　普通だったら最初に「助けてください」って言っただろう。

　でもこの子は「弟子にしてください」と言ってきた。

　リーネさんも、私にお願いしてみたらと言った。

　なら余計に助けを求めるだろう。

　しかしこの子はそうしなかった。

　その理由は、私の考えと同じだろう。

「君は私たちに助けを求めたらその同級生と同じだと思ったんでしょ？」

「っ！」

「当たってたようだね」

「うん……」

　確かに私たちが手を貸してその女の子を助けるのはたぶん容易い。

　ではその後どうだろう？

　その同級生は大人しくなる？

　きっとそんな事ないだろう。

　現実世界でいじめがエスカレートする可能性が高い。

　そして、私たちは現実世界で干渉できるわけではない。

　そこで助けられるのは両親や周りの人間なのだから。

　だが今回はＮＷＯの中で起こったことだ。

　ならばこの世界でこの子自身が解決するべき事なのだ。

　それをわかっているからこそ、この子は私に弟子入りを志願してきた。

「それで？　君はどうしたい？」

　私が再度問うと、彼は袖で目元を擦って私を見直す。

「俺に戦い方を教えてください！」

「うん、いいよ」

　私が了承すると、男の子は顔が先ほどまでの暗い雰囲気から明るくなった。

　どうやらほっとしたようだ。

「さてと、戦い方を教えると言っても２通りあると思うんだけどわかるかな？」

「２通り……？」

「時間制限は私があの人たちを落ち着かせるまでね？」

　男の子が考えている間に、私は熱くなっているショーゴたちに近づく。

「さてと……」

「イベント中にＰＶＰを仕掛けて徹底的に……いやそれだと逃げられるかもだから……」

「えいっ」

　ブツブツ独り言を呟いているショーゴの頭を軽くチョップする。

「いたっ！　ってアリスか、なんだ？」

「何ってこっちの話なんだけど？」

「えっ？」

「何勝手にショーゴたちが加勢する話になってるの？　あの子はショーゴたちにそんな事お願いしてた？」

「えっと……その……」

　私が腕を組んで仁王立ちしながらショーゴに向かって話していると、他のメンバーはそっとその場に正座をし始めた。

　ショーゴはショーゴで、たじろぎながら声を詰まらせている。

「あの子は、私たち第１陣が直接手伝うと事が大きくなりすぎるって考えたから、戦い方を教えてってきたんだけど？」

「そっ……そうなのか……？」

「そうなんだけど？」

「ごっ……ごめん……なさい……」

　ショーゴはそう言うと、その場に正座した。

　まったく、困ったもんだ。

　私は他のメンバーの方を向くと、全員びくっと反応した。

「皆も皆だよ。熱くなるのはいいけど、話をちゃんと聞かないとダメだよ。少し頭冷やそうね？」

「「「「「「「はい……」」」」」」」

　ふぅ、これでいいだろう。

　私は再度男の子の元に戻る。

「それでさっきの質問の答えはわかったかな？」

「たぶんだけど、モンスターとの戦い方とプレイヤーとの戦い方ってこと……？」

「そうだね」

　対モンスターと対人となると戦い方が多少変わってくる。

　私も闘技イベントでの経験から、少しは対人についてはわかってはいるつもりだ。

　なのである程度の事は教えられると思う。

「それで今回重要なのは対人技術ってことはわかるね？」

「はっはい！」

「対人で大事なのは、自分の得意なフィールドや戦闘スタイルで戦うことってのはいい？」

「自分の得意なフィールドやスタイル……」

　まぁこれは他の人から聞いたことなんだけどね。

「ということで、君の紹介をしてくれるかな？　名前や武器とかね」

「あっ俺はウィルって言います！　武器は剣を使います！」

「私はアリス。最初に名乗ったけど、他からは【首狩り姫】って呼ばれてるよ。呼ぶときはアリスの方でお願いね？」

「はいっ！」

　まぁ明らかな初期装備のウィル。

　一応簡易でも防具は調えたいよね。

　そこはリーネさんにお願いすればいいかな？

　持ち込んだ張本人だし。

「そういえば私の事知っていたっぽいけど、どこで知ったの？」

「一応前情報で色々調べてはいたから……」

　そこでなんで目を逸らすの。

「それで？　私はどういうプレイヤーって思ってたの？」

「その……ＰＫじゃないけど、森で一方的に敵の首を狩るプレイヤーって……」

「……」

　なんだろう……。

　間違ってないとは思うけどこの気持ち……。

「まっまぁそういうことで、私は森での戦闘が得意って事になっているんだけど、ウィルは魔法とかは使うのかな？」

「魔法は今のところ特に考えてはないかな……？」

「ってことは、ショーゴと同じスタイルって事になるのかな？　あそこで正座してる剣士っぽい男の人ね？」

　私はショーゴのいるところを指差して誰かを教える。

「ってことだし、正直ショーゴに戦い方を習った方が良いと思うけど、それでも私の弟子がいいの？」

「はいっ！　確かに師匠は俺とはスタイルが違うと思うけど、１週間しか猶予がない今っ！　普通の習い方じゃ間に合わないと思ったんだ……です！」

　確かにこれが１ヵ月とかあれば、ショーゴも結構戦闘技術を教え込めると思う。

　でも今回は期間が短すぎる。

　それに、初心者故にスキルも全く育っていないと言える。

　そうなると、かなり無茶な鍛え方をする必要がある。

　となると……。

　私はショーゴたちの方の前に立つ。

「そういえば皆はウィルを手伝いたいんだよね？」

「まぁそれはな……」

「手伝えるなら手伝う」

「あたしも構いません！」

「そっか」

　どうやら皆も手伝ってくれるそうだ。

　なら後は場所だけだね。

　まぁそこは憲兵さんとかにお願いすればいいかな？

「えっと……師匠はどんな特訓を……？」

「まぁ時間がないのは確かだし、少し厳しめで行こうかなって」

「きっ厳しめ……」

　ウィルは私より小さな身体をぶるっと震わせる。

　私はそんなウィルの頭に手を置いて撫でて落ち着かせる。

「そんなに怖がらなくても大丈夫だよ」

「師匠……」

「ポーション一杯持ってくから安心してね」

「えっ……？」

　さーって、ウィルの特訓の準備しないとね。

　ふふふっ。

「あぁ……お姉様のあの顔はきっとろくでもない事を考えてる時の顔だ……」



　そして特訓から数日が経ちイベント当日、最後にウィルの特訓の仕上げをし終え、訓練場から出ることにした。

「お世話になりました」

「おぅ。また使いたくなったら言えよ」

「はい、ありがとうございます」

　私は訓練場を貸してくれた憲兵さんにお礼を言い、施設の外に出た。

　その後ろをルカと海花、そしてウィルが続いた。

「ウィル、だいじょぶ？」

「心を強く持つのよ！」

「……」

　２人に励まされる形で、ウィルは目を虚ろにさせながら出てきた。

　まったく、最後の仕上げだからちょっとアリカにお願いしただけなのに。

　確かに、アリカに殺る気だけ本気でって注文したけどさ。

　それぐらいでああなっちゃうかな？

「……おっおぉ!?」

「あっ、意識戻った」

「あれ……？　俺は一体……。なんか師匠がめっちゃくちゃ豹変してからの記憶が……」

「あれはアリスが鬼だった」

「殺気全開でアリカお姉様が出てくるとは思わなかったですよ……」

　いや、だってもしかしたらその同級生はゲームだからって殺す気で来るかもしれないじゃん？

　だからその耐性を付けようと思ってやっただけなんだよ？

「やる気はともかく、殺る気満々な事をするのはお姉様ぐらいですよ？」

　なんか海花が少し辛辣な気がする……。

「アリカってのがよくわからないけど、師匠なんだよな？」

「まぁその説明は追々するとして、早いところイベントの集合地点に行かないと」

　イベント開始のタイムリミットまでもう30分を切っていた。

　とりあえずへろへろだったウィルを私が背負って移動した。

　その間に、ウィルに疲労回復しそうな食べ物を食べさせておく。

　アフターケアも忘れないこの素晴らしい気遣い。

　ショーゴだったら、きっとここまではしてくれないよ？

　とまぁ、時間前には集合地点に着けたので、ウィルを降ろして時間まで待つ。

「さて、ルカと海花も付き合ってくれてありがとね」

「こっちも結構楽しかった」

「そうですねー。あたしも色々練習になりましたし、結構有意義でしたよ」

「そっか。さて今回のイベントはどうするかなー」

「アリス、ＰＴ必要なら組もう」

「お姉様！　あたしと組みましょう！」

　２人が同時に私を誘うと、お互いに顔を見合って睨み合いを始めた。

　全く……何やってるんだか……。

「師匠。俺は１人で頑張るよ」

「うん、頑張ってね。くれぐれも注意するんだよ？」

「わかってるよ。じゃあまたな、師匠。ありがとうございました」

　ウィルはお礼を言ってその場から去っていった。

　おそらく同級生と話を付けに行ったのだろう。

　頑張ってね、ウィル。

　っと、私もこの２人を止めないと。

「ねぇ２人とも」

「アリス、何？」

「今譲れない戦いをしてるんですけど……」

「２人とも一緒じゃダメなの？」

「あっ……アリスが言うなら……」

「わかり……ました……」

　やれやれ。

　お世話が焼ける友達なことで。

　私は２人の気が変わらない内に、ＰＴ編成を行った。

　これであとはイベント開始を待つだけとなった。

　イベント開始時間が近づくにつれ、私はそわそわとしてしまう。

　その様子に気づいたルカが私に声を掛ける。

「ウィルが心配？」

「んー……まぁそれはねー……」

　心配じゃないと言えば嘘になる。

　どんなに万全の準備をしても、不測の事態というのは必ず起こるものだ。

　しかもイベント内容もわかっていないため、そういった事態が起こる確率は更に高くなるだろう。

　でも……。

「あとはウィル次第か……」

「うん。やれることはやった」

「まぁあれと同じことを他の初心者が体験できるわけありませんし、大丈夫だと思いますよ」

　うーん……。

　２人がそういうなら平気なのかな？

「ウィルのこともあるけど、イベント内容が気になる」

「小規模って言ってるしそこまで大掛かりな事じゃないと思うけど……」

　運営の言う大規模が広大なマップでのイベントだとすると、小規模は１日２日で終わる程度の事を指すのだろう。

　となると、闘技イベントのようなスムーズに進むものってのがあるんだけど……。

「全く読めない……」

「まぁ第３陣向けだろうし、そんな酷い内容じゃないと思う」

「となると簡単なダンジョンみたいな感じかな？」

「そういうのが無難だと思いますよ。でもそうするとまた急造ＰＴによるレイドでしょうか？」

　いきなり第３陣がレイドってできるのかな？

　それならまだ早くゴール的な方が平等だと思うけど。

　まぁそんなことしたら第１陣と第２陣が有利になるだろうし、ないと思うけどね。

　っと、もうそろそろ時間だ。

　そして時間になると、いつも通りに床が光りだした。

　私は範囲内にいることを確認して転移されるまでじっと待つ。

　10秒程経つと、転移時のあのふわっとした感じが来たため、咄嗟に目を閉じる。

　目を開けると、私たちは前方以外岩壁に囲まれた空間にいた。

　しかも前方は赤い鏡のような壁で出れないようになっていた。

「これは……本当にダンジョンなんですかね……？」

「流石に退路がないところで、急に襲い掛かってきたりはしないはず」

「それは流石にないと思いたいね……」

　そんな事が起これば、確実に自然災害時のパニックみたいになるからね。

　すると、前方の赤い鏡のような壁にモニターが現れ、放送で見た社長の顔が映った。

『さて、皆無事転移できたようだね。では早速今回のイベントについて説明しようと思う』

　社長の発言に参加者はテンションが上がったのか、叫び声を上げ始めた。

　おそらく今騒いでるのは第３陣だろう。

　第１陣と第２陣は迷宮イベントの時の影響か、警戒をしているように感じる。

『そこまで警戒しないでも大丈夫だ。今回は前回のような事はないから安心したまえ。さて、時間も押していることだし、説明に戻ろう。

　今回、君たちにはこの迷路のゴールを目指してもらいたい。そして、今回のイベント賞品を受け取れるのはゴールした先着１００組のチームまでとする』

　イベント報酬が先着順と聞いてブーイングが流れる。

　まぁイベントに参加すれば貰えるものと思っていたのだろう。

　気持ちはわかるけどね。

『１つ勘違いしないでほしいが、イベント賞品は超レアな装備やアイテムということではない。第１陣から第３陣まで幅広く使えるような、ある程度の性能を持った装備などだ。そもそも今回のイベントのコンセプトとしては、皆にあるギミックに慣れてもらうために開催したイベントだ』

　ギミック？

　一体なんだろう？

『えーっ……そこの一番前にいる剣士の君』

「えっ!?　俺っ!?」

『試しに地面に落ちている石を、このモニターの先に見える赤くしてある壁に当ててみてくれ』

　社長に言われた通りに、最前列にいたプレイヤーは、地面に落ちていた石を取って赤くなっている壁に投げた。

　石は赤い鏡のような壁をすり抜け、社長の指示した赤くなった壁に当たった。

　すると、投げた石は赤い壁に当たった瞬間、一瞬光って爆発を起こした。

「えっ……？」

　恐らく皆唖然としただろう。

　いきなり壁が爆発したのだ。

　びっくりしないわけがない。

『っと、このような形で迷路内に様々なトラップが仕掛けられている。皆気を付けてゴールを目指してくれたまえ。イベント期間は３日間で、大体１日あればゴールに着けるぐらいの距離だ。また、各設備は迷路内にあり、モンスターを倒すと食材を落とすようになっているため、それらを有効活用してくれ。そして、今回のイベントは復活ありにしており、死亡した際にスタート地点に戻るようになっている。そしてスタート地点から５キロ地点まではＰＫできない仕様になっている。これで説明は以上となる。皆、楽しんでくれたまえ』

　嘘でしょ……？

　まさか今回のイベント内容がトラップ回避イベントなんて……。

　これは第１陣２陣３陣関係なくやばいやつだ!?

　そして、私たちを閉じ込めていた赤い鏡のような壁が無くなり、プレイヤーたちは一斉に走り出した。

　他のプレイヤーに続いて海花も走りだそうとしてたので、襟を掴んで一旦止める。

「お姉様!?　早く行かないと遅れてしまいますよ!?」

「一旦落ち着いて。そんなすぐにゴールできるなら復活ありにするわけがないよ」

「その復活すらも罠？」

「罠というよりも、死に戻りが前提となってるかもしれない」

　例えば即死級の罠があったりとかね。

　だから急ごうが罠に掛かる確率は変わらないと思う。

　ならある程度ゆっくり行って罠を見つけて回避した方が早く進めると思うんだ。

　急がば回れってやつだね。

「ということで、落ち着いて行こうか」

「「おー！」」



「まさか本当にお姉様の言った通りになるとは……」

「ちゃんとした装備もちらほら見える。危ない」

　確かに死に戻りが前提かもとは言った。

　でもまさか開始10分経たずに、およそ１００人近くが最後尾っぽい私たちの後ろから走ってきているとは思わなかった。

　しかも初心者以外もってどういうこと……。

「なっ!?　さっきはこの場所にはトラップはなかっギャァァ!?」

「トラップの場所が変わってっウギャァァ!?」

　言った側から私たちを追い越して前を走っていたプレイヤーがトラップに掛かって死に戻っていた。

　いや、そこは同じ場所に常にあるとは限らないでしょ。

　例えば踏んだら別の場所に変わるとか……。

　てか鉄球とか爆破トラップとか定番なのが基本なのかな？

　しかも道が細かく分かれてるから結構難しいかも。

　こういう場合は左手を壁に付けて進めば大丈夫とかと思うけど……。

「ひっ！　落とし穴っ!?」

「下にも階層あるなんて聞いてねえぞ!?」

　こういった具合に下に落ちてしまう罠もあるっぽいので、そう言った手が使えなさそうだ。

　むしろ転移もあるでしょ、きっと。

「それにしてもルカはよく罠の場所わかるね」

「【発見】スキル持ってるから、わかる」

「あなた自身が罠張りますものね。こういうステージは得意でしょうね」

　あぁ、だから罠を踏まないように進めているのか。

　今後の事を考えると、私も【発見】スキルを取っといた方がいいのかもね。

　って、【解読】スキルの取得とレベル上げも忘れてた……。

　今度上げておかないと。

　ゆっくり進んでいると、逸れた道に『Rest』と書かれた看板が掛かっている木造のお店が見えた。

「Restって書かれているって事は、あそこは休憩所ですかね？」

「まだそんなに距離進んでないと思うけど……」

「たぶん第３陣用に、一定間隔で造ってると思う」

　なら私たちは特にダメージも受けてないし、そのまま進めばいいよね。

　この様子だと、生産施設も一定間隔でありそうだね。

　そこからしばらく進むと、看板が地面に刺さっており、『５㎞地点』と書かれてあった。

　ってことは、ここからＰＫ解禁ってことか。

　注意しないとね。

　……って、なんか前が騒がしいな。

　どうかしたのかな？

　私たちはその騒ぎのもとに近づいてみた。

　すると、目の前には大きな穴のような空間が開いており、その先へ続く１００ｍ程の長さの橋が架けられていた。

　一部の飛行可能なプレイヤーは、橋を避けて先に進んでいるが、どうしても橋を渡る必要のあるプレイヤーたちで橋は渋滞を起こしていた。

　一応橋は何本か架かっているが、どうしてもプレイヤーの割合からして足りていないようだった。

「これは移動するまでに時間掛かりそうだね」

「そうですねー……。お姉様のレヴィと蒼花が協力して氷の橋を作るという手もありますが、たぶん殺到してきて壊れて落ちるのが予想できます……」

　流石に落ちて死に戻るのは勘弁願いたい。

　とはいえ、どうするかなぁ……。

　苗を壁に植えて【急激成長】で行くという手もあるけど、下手すると周りを巻き込んで成長するからＰＫ扱いにされかねない……。

　どうするか考えていると、ルカがアレニアを召喚して何かを指示し始めた。

　指示を聞いたアレニアは、天井に向けてルカが軽く抛ほうると、お尻から糸を出してぶら下がった。

　そしてその糸を周囲の壁に貼りつけ始め、次第にアレニアが移動するための足場が完成した。

　すると今度はその足場から下に、太めの糸を張り始めた。

　私たちは何をしてるのかとアレニアの行動を見ていると、次第に足場のようなものが出来ていった。

　そして最後にアレニアは自分の足場と、支えている壁の部分の糸を補強して戻ってきた。

「完成したし、いこ」

「……えっ？」

「まさかアレニアで足場を作ったの……？」

「蜘蛛の糸は意外に丈夫。あと、私のＰＴだからアレニアの糸が、ちゃんと見えるから大丈夫。戦闘の時は見えないように、色を更に薄くしてる」

　確かに自分の召喚獣の糸に捕まったらどうしようもないからね。

　そういう補正が掛かってるんだ。

「じゃ、いこ」

「うっうん……」

「ぐぬぬっ……ここでポイントを取りに来るとは……」

　私たちは下に落ちないように気を付けながらアレニアの作った足場を歩く。

　ルカの言った通りに、結構丈夫に作られており、私たち３人が乗っても全く揺れなかった。

　この光景を外から見た人は、「空中を歩いている!?」「まさかあれは舞○術!?」「知っているのかお前！」といった具合に話していた。

　慎重に歩いていた私たちはようやく対岸に着いた。

　それを見ていたプレイヤーが、私たちの後ろから追いかけようとアレニアの糸を探すように色々と何かをしている。

　そして、見つけたプレイヤーは次の足場を探すようにゆっくりと歩いていたが、ぱっと見える様にする為か、【水魔法】か何かで糸に水を掛けた。

　それを見たルカが「あっ」と声を出した。

「どうしたの？」

「アレニアの糸、水掛けると粘弾性一気に上がる」

「それってつまり……」

「ああなる」

　ルカが指をさした方を見ると、先程まで張りつめていた糸が、急にたるみ始めて上に乗っていたプレイヤーが足を取られる形で転んでしまった。

　そしてもがけばもがくほど、糸が体に巻き付いてしまっていた。

「せっかく粘着性のないの作ってもらったのに」

「えーっと……あれはどうすれば……」

「乾くまで待つしかない」

「いっその事死に戻らせてあげた方がいいんじゃ……」

　見たところ１人では済まず、十数人ほどが動けずにいるようだった。

　自然に乾くのを待つと、かなりのタイムロスになるだろう。

　それならまだここで死に戻りして復帰した方が早いかもしれない。

「まぁ今なら水を掛けたことで強度が弱まったと言い訳できますし……」

「でも流石にアレニアが移動したら私たちがやったってバレると思うけど……」

「それならだいじょぶ。アリス、私を周りから見えないように抱きしめて」

「えっ？　いいけど……」

　私はルカに言われた通りに、周りからドレスで見えないように隠す。

　するとルカはアレニアを左腕に乗せ、その腕を噛ませた。

　びっくりして離れそうになったが、ルカの右手が私を抱きしめていたため離れられなかった。

　そしてルカの左腕から呪印のようなものが浮かび始め、ルカの半身に広がっていった。

「準備できた。アレニア、お願い」

　ルカが指示すると、アレニアから小さな白い蜘蛛が複数体召喚され、糸を伝って移動をし始めた。

　小さくて少し離れると見えなくなるが、しばらくすると糸がミシミシと音を鳴らし始めた。

　おそらくあの子蜘蛛が糸を切っているのだろう。

　そして薄くなったことで強度が下がったのか、糸に絡まっていたプレイヤーたちがそのまま落ちていった。

　えーっと……また最初から頑張って……？

「相変わらずアレニアの能力解放はえげつないわね……」

「海花はアレニアのこれ知ってたの？」

「一応知ってます。正直ドン引きでしたけどね」

「私としては黒花の方が恥ずかしくて死にたくなる」

　２人ともなんでお互いのペットの解放条件知ってるの……。

　私には教えてくれてないのに……。

「あっ！　お姉様に内緒にしてたわけではなくただ単に言うタイミングがなかっただけというかっ！」

「アリス、ごめんね。言ってなかった」

「うん……」

　いいもんいいもん……。

　って、ルカの呪印のような痣がいつの間にか消えてるけど、あれって痛くなかったのかな？

「ルカ、とりあえず今のがアレニアの能力解放だけど、あれってなんなの？」

「えっと、飼い主に病と毒の状態異常付加して解放」

「んっ……？」

「だから【病耐性】と【毒耐性】ないと死ぬ」

　解放したら死ぬの!?

　アレニア怖くない!?

「それって大丈夫なの……？」

「もう慣れた」

「慣れって……」

　そんな慣れるものなのかな……？

「とりあえず先いこ」

「そこ流していいところなのかな……？」

「お姉様……それについては本人が気にしてないので諦めましょう……」

「うっ……うん……」

　ルカは私から離れて先へと進むため、私たちは慌てて追いかける。

　てかルカって結構タフなんだね……。

　あんな状態で平然とできてたら、人見知りの方とか大丈夫だと思うんだけどなぁ……？

「はぁ……。やっぱり類は友を呼ぶってことなのですかねぇ……」

「海花ー、置いてくよー」

「あっ！　お姉様待ってくださいっ！」

「それにしても、ウィルだいじょぶかな？」

「さっきの橋のところでは見なかったし、死に戻りはまだしてないんじゃないかな？」

「勘だけはかなり鍛えられましたからね。なんだかんだ罠も回避しているんじゃないですか？」

　罠って勘だけで回避できるものなのかな？

　まぁそういう勘って無視できないこともあるし、実際回避してるんだろうね。

　それにしても……。

「結構道分かれてるねぇ……」

　先程から何回も道が分かれており、どの道が正解なのかは全くわからない。

　一応マッピングはされているようなので、今いる道があっているのか間違っているかの判断はできそうだ。

　流石にマッピングされなかったら中々の鬼仕様だと思うけどね。

「あちこちから悲鳴も反響してますけどね……」

　罠に引っかかったプレイヤーの悲鳴が次々に聞こえてくる。

　どこの絶叫施設だここは。

「でもここまで罠に掛かるとなると、第３陣は辛いんじゃないですかね？」

「たぶん第３陣とそれ以外で、補正が掛かってると思う」

「補正？」

　ルカ曰く、第３陣にはある程度罠が分かりやすいような仕様になっているのではないかということらしい。

　例えば最初の社長の時みたいに、罠の位置に色が出ていたりなどといった具合に。

　確かにそれならば、第３陣でも罠を回避することは可能だろう。

　それに一定間隔に休憩所もあるため、そこで空腹度などを回復させることも可能だ。

　つまり、罠に掛からなければ進めるようになっているのだ。

「でも、既に一部はゴール諦めて生産してるけど」

　ルカが指をさした方を見ると、生産設備の近くに採掘場があるのかわからないが、プレイヤーたちが一心不乱にピッケルで壁を掘っているのが見えた。

「ヒャッハー！　鉱石じゃ鉱石じゃぁ！」

「いつ掘るの？　今でしょ！」

「鉱石稼ぎじゃぁぁ！」

　どうやら一定時間毎に採掘ポイントが回復するようで、これ幸いにと生産者たちが採掘をしていた。

「採掘ポイントがあるってことは、採取ポイントもあるのかな？」

　それはそれで少し採取しておきたいかも。

「たぶんあっちの事だと思いますよ？」

　今度は海花が指差した方向を見ると、この風景に不釣り合いな草が生い茂った空間があった。

　そこでも採掘場と同じように、プレイヤーたちが群がっているのが見えた。

「ある意味正解な気がする」

「まぁ罠に掛かって心折れるよりは、こうやって楽しくやるのもありとは思いますが……」

　なんか……違くない？

　このイベントの趣旨としては。

　しばらく進んでいると、前の方で何やら争っているような声が聞こえてきた。

　ＰＴ内で喧嘩かな？　と思って近づいてみると、ここ最近聞いてきた声が聞こえた。

　どうやら六人程いて、その内の２人が口論しているようだ。

「約束通り、俺が勝ったらクオは解放してもらうぞ！」

「はっ！　お前が俺に勝てると思ってんのかよ！」

　おや、あそこにいるのはウィルじゃないか。

　ってことは、あのオドオドした子がクオって子かな？

　何かあの子を見ていると……。

「挙動不審の時のルカみたい……」

「!?」

　私が呟いた言葉にショックを受けたルカが、ショボーンと項垂れた。

　ごめん……。

「なんだテメェら！　見てんじゃねえよ！」

　私たちに気づいた男の子は、威嚇するように私たちを睨みつけてきた。

　それに反応してウィルがこちらを見た。

「しっ師匠！　なんでここに!?」

「んー……道なりに進んでたら着いた……みたいな？」

　まぁこういう説明しかできないよね。

　狙ってきたわけでもないし。

「はっ！　随分威勢がいいと思ったら、そいつらに手伝ってもらうからかよ！」

　一体あの子は何を言っているのだろうか。

　弟子の戦いに師匠は手を出さないというのに。

「師匠！　俺一人で大丈夫です！　手出ししないでください！」

「あー……うん……」

　元々手を出すつもりはなかったけど……。

　まぁ頑張って、ウィル。

「１人で大丈夫だと!?　吠え面かくんじゃねえぞ！」

「それはお前がだ！」

　お互い剣を抜いて斬り掛かった。

　おうおう、お熱い事で。

　私たちは２人が戦っている間に、クオと呼ばれた子に近づく。

「君がクオだね？」

「だっ誰……？」

「私はアリス。ウィルの師匠だよ」

「ウィル……の……？」

「うん、そうだよ」

　本当に臆病な子なんだね。

「なんで……？」

「ん？　ウィルが私に弟子入りしたってことが？」

　私が問うと、コクコクと首を縦に小さく動かす。

「ウィルが君をこのＰＴから解放したいからかな」

「えっ……」

「さっきもウィルが言ってたでしょ？　君を解放するって」

「うん……」

　クオはチラッと戦っているウィルの方を見る。

「ウィルから聞いたけど、君は脅されて今のＰＴにいるって言ってたけど、本当？」

「それは……」

　クオは顔を伏せて口を噤む。

「違うならウィルは私に嘘をついてたってことになるよね？」

「ウィルはそんなことしない！……っ！」

　彼女ははっと口を押さえた。

　その様子を見てふっと私は微笑んだ。

「もう一度聞くよ？　君は今のＰＴにいたい？」

　彼女は首を横に振る。

「じゃあ、君はどうしたい？」

「ウィルと……いたい……」

「なら、顔を上げてウィルの戦いを見なきゃね」

　私は彼女の頭に手を置いてゆっくりと摩る。

　どうやら決着がつきそうだ。

「テメェ！　なんでこんなにっ！」

「はぁぁ！」

　ウィルの薙ぎ払いの一撃で、相手の子は持っていた武器を吹き飛ばされてしまう。

　そしてウィルは剣を相手の喉元の前へと突き立てる。

「俺の勝ちだ！　クオは解放してもらうぞ！」

「くっそがぁっ！　お前ら！　やっちまえ！」

　相手の子の命令で、周りにいた３人の男の子たちがウィルに襲い掛かる。

「きゃっ！」

　クオは咄嗟に顔を手で覆って、これから起こるであろう事から目を背ける。

「なっ……!?」

　誰が呟いたかわからないが、ガキンっという音とともに辺りが静かになった。

　クオは恐る恐る目を開けて目の前の光景をゆっくりと見た。

　そこには、バックラーと剣で後ろから襲ってきた３人の攻撃をピンポイントで防いでいたウィルの姿があった。

「お前何で後ろからの攻撃にピンポイントで反応できんだよ！」

「別に大した事じゃない。後ろからの攻撃程度、何百回も受けてるからな」

「なっ!?」

　ふふふっ。

　驚いてる驚いてる。

「あぁ……。お姉様が悪い顔をしている……」

「でもあのスキルがなくても、後ろからの攻撃は一杯食らってたし。第３陣のＡＧＩぐらいなら、なおさら余裕」

「えっ……？　えっ……？」

　おっと、クオが困惑してる。

　仕方ないから説明してあげよう。

「ウィルが１週間前に私に弟子入りしてきたのはさっき説明したよね？」

「はい……」

「そこでウィルに教えた事として、特に特別な事は教えてないよ」

「でっでも！　特別な事を教えたからあんなことをっ！」

　うん、確かに特別な事は教えていないよ。

　特別な事はね。

「アリスがやったのは、ただひたすらに実戦をしてただけ」

「実戦……？」

「そう。第１陣と第２陣からの実戦演習。その中にはトップランカーもいた」

「えっ!?」

　まぁ私がお願いして銀翼やアルトさんたちにお願いしたんだけどね。

「武器だけ初期武器にしてあとは全力」

「あんな講座もうこりごりですよ……。何度ウィルが可哀想に思えたか……」

　時間がなかったんだから仕方ないじゃん。

「と、そんな感じで訓練してたらウィルがあるスキルを手に入れたんだよね」

「あるスキル？」

「そのスキル名は【制空】。要は空間把握のスキルだね」

　自身の腕の届く距離までの空間を確実に感知することができるっていう感知系スキル。

　いわゆる間合いを認識できるってことだね。

　そして元々ウィルが持っていた【察知】スキルにより、更に感知範囲は広がる。

【感知】スキルと効果が被るかもしれないけど、【制空】スキルはより近い範囲しか感知できない分確実性は増すし、より実戦向きのスキルだ。

　それに、ウィルが自分で手に入れたスキルだ。

　そういうのは今後もウィルを助けてくれるはずだ。

　そんなこんなで説明している間に、ウィルは他三人も制圧していた。

　まぁこれでウィルの力はわかっただろうし、もう大丈夫かな？

　そう思った時、私たちが来た道から声が響いた。

「おいリョータ、何遊んでんだよ」

「にっ兄ちゃん！」

　後ろから12人程のプレイヤーが現れた。

　その内の一番前の男がどうやらいじめっ子の兄のようだ。

「まったく、何１人相手に４人で負けてんだよ」

「だっだってこいつ！」

「あーもういいわ。あとは俺らがやるからさっさとどいてろ」

「うっうん！」

　リョータと呼ばれたいじめっ子たちは、兄の言う事を聞いてその場から逃げる。

「俺の弟が世話になったようだなぁ」

「くっ……！」

　男たちはゆっくりとウィルに近づいていく。

　ウィルは流石に無勢と感じたのか、ゆっくりと後退する。

　そんな２つの勢力の間に私たち３人が入った。

「おい【首狩り姫】。邪魔だ、どけ」

「弟子の戦いに師匠は手を出さないけど、あなたが手を出すなら私たちが手を出さない理由にはならない」

「テメェ……」

　男たちは武器を抜いて構える。

　私は後ろを向かずにウィルに声を掛ける。

「ウィル、危ないからクオの側にいてあげて」

「師匠……」

「大丈夫だよ。だからほら、早く」

　ウィルは私の言う通りにクオの側にいく。

　私はそれを確認して脇差を抜いてレヴィを呼ぶ。

　ルカと海花も各々のペットを呼ぶ。

　黒花、蒼花、藍花、白花、銀花、アレニア、レヴィ、そして私たち３人の10人が揃った。

　さて準備も整ったし、始めようか。

　そして教育してあげなきゃね。

　人の恋路を邪魔する奴は首を斬られて地獄に落ちろってね。

　いじめっ子の兄の仲間たちも威勢はいいが、どうにも口だけなのか少しビビっているように見える。

　その空気を感じたのか、いじめっ子の兄は仲間を鼓舞するように叫んだ。

「テメェら！　首狩り姫が怖ぇのは森だけだ！　ここならそこまでのやつじゃねぇ！」

　その鼓舞に仲間たちも「そっそうだ！　森以外の【首狩り姫】なら倒せる！」「【首狩り姫】を倒せれば俺たちの名も上がる！」などと言っており、弱腰だったのが直ってきた。

　あのいじめっ子兄の強気な発言って、ここが森じゃないからだったんだ。

　別に森じゃないとダメっていうわけじゃないんだけどなぁ……。

　まぁやるなら徹底的にやるけどね。

「じゃ、少し準備するからその間お願いね」

「任された」

「お任せを！」

　私は２人に少しの間時間稼ぎをお願いする。

　２人はそれを受け入れ、海花や黒花たちが前衛、ルカが後衛と言った形に分かれた。

「こっから先は」

「行かせません！」

「邪魔だテメェら！」

　いじめっ子兄が突っ込んで剣を振ってきたのを、海花が指先から何かを出して止めている。

　あれは……ワイヤーかな？

　細くて全く見えないけど、少し光ってるからたぶん金属関係だろう。

　さてと、さっさと始めますか。

「『彼らは最初に10人いた』」

　私が歌い始めると、彼らはびくっと反応した。

　中には咄嗟に耳を塞いでいる者もいる。

　確かに対処法として、耳を塞げっていうのがあったけど、今回に限ってはその行為は関係ない。

「『彼らの内のある者は喉を詰まらせ、ある者は寝過ごした』」

「誰かあいつを止めろっ！」

　後衛が魔法で私を攻撃しようとするが、蒼花や銀花が後衛を攪乱しているため、こちらには攻撃が届きそうにない。

　万が一届くようなことがあっても、私の護衛としてレヴィが肩に乗って待機している。

「『ある者は残り、ある者は半分となり、ある者は蜂に刺された』」

　やっぱり歌っぽくないやつは少し読むの難しい。

　歌なら流れで言えばいいけど、こういったのになると歌とは違ってくる。

　まぁ演劇と思えば問題ないと思うけどね。

「『彼らは１人ずついなくなり、次第に数は減っていった』」

　私の歌が進むにつれ、いじめっ子たちの焦りが顔に出ている。

　そして私はラストの一文を歌う。

「『４人、３人、２人。そして彼は１人となった』」

　私は怖がらせる意味も込めて、少し意地悪そうな笑みを浮かべてラストの歌を紡ぐ。

　ゆっくりと、恐怖を与えるように。

「『そして、誰もいなくなった』」

　その瞬間、私たち10人にあるバフ効果が付与される。

　さて、時間稼ぎももういいから２人を戻さなきゃ。

「ルカ、海花、もう時間稼ぎはいいよ」

　私の声がちゃんと聞こえたのか、２人はさっと私の元に戻ってきた。

「こんなもんでいい？」

「お姉様実はやる気出てますよね」

「まぁ弟子の前だからね。っと、２人とも必要な分以外のペット戻しちゃって」

　そう言って私は前に出る。

　２人は私の言う通りに、必要な分以外のペットを戻す。

　残っているのは私とレヴィ、そしてルカと海花と黒花と蒼花だけになった。

　男たちは自分たちの身に何も起こっていない事に対して、不思議に感じてるようだった。

　噂だけ聞いていれば、歌を聞けばデバフを食らうということがわかっている。

　だが、今回に至ってはそれがない。

　別に【童歌】や【詩人】スキルはデバフ効果限定ってわけじゃないんだけどね。

「そんなに怖がってどうしたの？　もしかして足がすくんで動けなくなっちゃった？」

「うっうるせぇ！　テメェらもいつまでビビってんだ！　さっさと突っ込め！」

　男たちは前に出て挑発した私に向かってくるが、なんだか相手の動きが少し遅く感じた。

　もしかして、ウィルの特訓で他の人の動きを見続けたせいか、そういった力が気づかない内に鍛えられたのかな？

　私は横に跳ぼうと足に力を入れる。

「あれっ？」

　ステータスが上昇した自分の動きを把握していなかったため、思わず声が出てしまった。

　それもそのはず。

　軽く横に跳んで避けようとしたら、通路の真ん中ぐらいにいたのに壁際まで跳んでいたのだから。

「なっ!?」

　男たちも驚いているが、正直私も驚いた。

　だって１・５倍でこんなに上昇するなんて調べてなかったからね。

　まぁいっか。

　とりあえず呆けている後衛の魔法使いから……っと。

　私は先ほどと同様に、足に力を入れて後衛の魔法使いが立っている場所まで跳ぶ。

　後衛の魔法使い２人は、私の動きに追いつけず背後を取られてしまう。

　そして私はそのまま間髪を容れずに２人の首を斬り落とす。

　んー、あっけない。

　こんなんでよく喧嘩売ってきたなぁ。

　あんまり対人してないんじゃないかな？

　すっと元いた場所を見てみると、やはりというか予想通りというか、男たちは固まっていた。

　って、よく見たらクオががっつり見てたのか、気絶するようにウィルに肩を抱えられていた。

　流石に中学生ぐらいの女の子にとっては、今のはショッキング過ぎたかもね……。

「てっテメェ！　今のはなんだ！」

　いや、なんだって言われてもなぁ……。

　まぁ強いて言うなら……。

「さっきの歌の効果」

「なんで歌でそんなにステ変わるんだよ！」

「そこまで答える必要ある？」

「ぐっ！」

　まぁさっきの歌を歌うと、ＰＴ所属のプレイヤーとペットに『喪失の加護』っていう特殊なバフが付くんだよね。

　そしてその効果は、効果中常時１・１倍のステータス上昇と、このバフが付いた味方がいなくなる毎に10％ずつ効果が加算されるといったもの。

　つまり一人になるとステータスが２倍になるといったスキルだ。

　だけどこの歌の効果を発揮させるには、プレイヤーとペット含めて10人ジャストじゃないといけない。

　つまり、味方がいないと効果が発動せず、味方がいなくなればなるほど効果が強くなるという、一部の矛盾が生じるスキルなのだ。

　だけど、私たち３人でとなれば話は別だ。

　私たちはそれぞれペットを所持している。

　そして偶然か必然か、私たちはペットを含めると丁度10人になるのだ。

　まぁネウラを入れると11人だけど、流石にあの子を出すわけにはいかないので仕方ない。

　そして召喚獣の特性上、召喚石に戻すとデバフは消えないがバフの効果は消えるというものがある。

　これを利用して歌の効果を高めることができるのだ。

　それを相手に教える義理はないから教えないけどね。

「で、なんだっけ？　森じゃないから倒せる？　大したやつじゃない？」

「ひっ!?」

　私はゆっくりと男たちに近づいていく。



「ねぇ……」

「……何」

「お姉様……実は怒ってる？」

「たぶん」

　あたしはお姉様の鏖おう殺さつシーンを見ながらルカに話しかける。

　それにしても……。

「お姉様の沸点がよくわかりませんね……。自分の事じゃ怒らないと思っていましたのに」

「たぶんあれ、自分の事でじゃない」

「ならなんですの？」

「たぶんだけど、ウィルの師匠の自分が弱いと思われたらウィルが可哀想だから、あんな感じでやってる。と思う」

「つまりウィルのためにああいう威圧をしながら虐殺をしてると？」

　ルカは静かに頷く。

　確かに、お姉様が自分の事で怒るのであれば、以前の事もああはならなかったですものね。

　とりあえず、今あたしたちがやることはただ１つ。

「あれは師匠あれは師匠あれは師匠あれは師匠あれは師匠ナマハゲじゃないナマハゲじゃないナマハゲじゃないナマハゲじゃないナマハゲじゃない……」

　呪詛のように呟いているウィルを落ち着かせてあげることよね。

　クオちゃんの方はルカが引き受けてくれましたし、あたしはウィルを抱きしめて落ち着かせてあげる。

　まぁ中学生ぐらいの子があんなの見たら。普通はトラウマになりますもの……。

　実際、いじめっ子たちは仲間たちと壁に寄って肩を組みあってガクガクと震えてますものね。

　この世界の場合、悪い子にしてるとお姉様が来るぞーの方が効くんじゃないかしら？

　直接こんなこと言ったら説教されると思いますけどね。

　って、気のせいですかね。

　レヴィが結構大きくなってるんですけど……。

　あれって……ドラゴンよね……？

　少し小型だけどあれ絶対ドラゴンよね？

「レヴィ、立派になって」

「いやそこじゃないでしょ!?」

「きっとレヴィも成体になった。めでたい」

「あれそれで片づけていいものなの!?　どう見てもあれ水龍とかそこら辺の系統じゃない！　ワイバーンじゃないのよ!?」

「わんぱくでもいい、たくましく」

「お姉様と一緒になって蹂躙してる様をわんぱくで済ませちゃダメでしょ！」

　なんであたしが突っ込み役に回らないといけないのよ！

　誰か突っ込み役手伝ってー！



「ふぅー……」

　私は作り立てのアップルジュースを飲んで一息つく。

　あのトラップ満載イベントが終了し、早２時間が経過しようとしていた。

　結果から言えば、私たちは入賞できなかった。

　いや、正確に言えば入賞できたがしなかったが正しい。

　いじめっ子兄たちをぶっころ……倒してから、色々あってウィルといじめっ子たちと一緒にゴールを目指す事になった。

　そして、私たちの引率もあったためか、無事に誰も死に戻りすることなくゴールへ辿り着けた。

　更に驚くことに、私たちがゴールする時には98組がゴールしていた。

　また、途中でクオをウィルのＰＴに編入させようとしたが、今回のイベントの関係上、途中でＰＴを編成させることができなかった。

　そのため、私たち３人がゴールすると、ウィルかクオのどちらかが入賞できない状況だった。

　そこで私たち３人は相談した結果、ウィルとクオの所属しているいじめっ子ＰＴを入賞させる事にした。

　どちらのＰＴも遠慮したが、そこは先行組の実力行使で無理矢理２組をゴールさせた。

　ゴールさせた後、ウィルが文句を言ってたが、そこは師匠命令という事で静かにさせた。

　まぁ今回の景品としては、私たちにとってはそこまで魅力ある物ではなかったのが大きかったのもあったけどね。

　そんなわけで、入賞できたはずの２人に私からしょぼいけどポーションや食べ物を渡そうと思っているわけだ。

　なので。２人が来るまで一息ついている最中である。

　カランっとお店のベルが鳴り、扉が開く。

　来たかなーと思ってそちらを見ると、そこにいたのは私の待ち人ではなかった。

「しっ師匠、こんにちは」

「こんにちは……」

「ウィルとクオ、どうしたの？」

　そこには弟子のウィルと、そのウィルの手を握っているクオがいた。

　一体どうしたのだろう？

「えっと……その……一言お礼が言いたくて来ました！」

「お礼？」

「はいっ！　今回の事、ありがとうございました！」

　ウィルは勢いよく頭を下げる。

　クオもウィルに続いて頭を下げる。

　私はというと、目をぱちくりとさせ、頭を下げている２人を見ている。

　数秒すると、ウィルは頭を上げてこちらを見る。

「今回、師匠のおかげでクオと一緒にいれるようになったし、あいつらともちゃんと和解できた。だから、ありがとうございました！」

　再度２人は頭を下げる。

　そこで私は、１つ気になったことを聞いてみる。

「和解したってことは、彼らとＰＴも一緒なの？」

「いえ！　別々のＰＴですけど、お互い蟠わだかまりなくこのゲームを楽しもうということになりました！」

「じゃあ２人は２人でＰＴ組んでるって事？」

「はいっ！」

　２人の部分にクオが反応し、少し顔を赤くしてウィルにしがみついて顔を隠す。

　おー、随分イチャイチャしちゃって。

「それで師匠……」

「なに？」

　今度はウィルが気まずそうに喋り始めた。

「あいつらも……店の前にいるんだけどさ……」

「うん」

「一言師匠に言いたいんだけどさ……店に入れてもいい……？」

「別にいいけど……」

　出禁にしているわけじゃないから、入ってきてもいいんだけどなぁ……。

　ウィルはお店の外に顔を出して声を掛けると、ぞろぞろと４人がお店の中に入ってきた。

　そしていじめっ子が代表として１人前へ出てきた。

　気のせいか、体が震えている気がするけど……。

　そして次の瞬間、４人は一斉に頭を下げた。

「姐さん！　今回の件、申し訳ありませんでした！」

「「「申し訳ありませんでした！」」」

「えっ？」

　突然の事に私の頭が追いつかない。

　そんな私の状態など気にせず、いじめっ子たちの謝罪は続いた。

「この度は姐さんたちにご迷惑をおかけして、大変申し訳ありませんでした！」

「「「すいませんでした！」」」

「ウィルのやつ……ウィルとはちゃんと話し合って謝罪して、お互い蟠りがなくなりました！　だから……勘弁してください！」

「「「許してください！」」」

　頭を下げていたはずのいじめっ子たちが、いつの間にか土下座をしていた。

　何を言っているかわからないが、私も何を言っているのかわからない。

　えーっととりあえず、いじめっ子たちは反省したので、私のところにも謝罪をしにきたって感じ？

　とりあえずこんなところをルカと海花に見られたら何を言われるかわからないので、私は急いで４人に土下座をやめるように言う。

　何度か説得して、なんとか土下座はやめてくれた。

　その間、ウィルは苦笑いをしながらこっちを見てた。

　くそぅ……。

　そんなウィルも、１回咳払いをして再度私に頭を下げる。

「師匠、今後もお世話になると思うけど、よろしくお願いします」

「まったく、ウィルは仕方ない弟子だなぁ」

「俺、師匠が師匠でよかったよ」

　おっ、嬉しい事言うね。

「まぁ特訓方法の選択とかは少しおかしかったけど……」

「えっ？」

　その発言に、クオもいじめっ子たちも頷く。

「でもそのおかげで強くなれたし、感謝してるよ。師匠」

「お、おう？」

　感謝……されているの……だろうか……？

「じゃあ俺ら狩りに行ってくるから、またな師匠」

「う、うん……」

　そういってウィルたちはお店から出て行った。

「……なんだろうこのやるせない気持ちは……」

「何が？」

「いや、ウィルのあのお礼……ってうわぁっ!?」

　尋ねられたので答えようと声がする方を向くと、ちょこんとしゃがんでいたルカがいた。

「そんなに驚かれると傷つく」

「ごめん……」

「じゃあこれで許す」

　そう言うとルカは立ち上がり、私に抱き着いてきた。

「こんなのでいいの？」

「むしろこれがいい。入賞の代わりの景品もこれで」

「ルカがいいならいいけど……」

　抱き着くのが景品って……。

　まぁルカもまんざらでもないからいいのかな？

「でも、どうせならベッドで寝っ転がっての方がいいかも」

「確かにゴロゴロできた方がいいかもね」

　さすがにお店の床で寝っ転がるなんてことはしたくないからね。

「そんな勘違いするアリスも可愛い」

「なにか言った？」

「言ってない」

「そう？　それで海花はどうする？」

「来たらポーションとかあげればいい。来るまで部屋にいよう」

　そう言ってルカは私の服を掴んで催促する。

　すると、お店の扉が勢いよく開き、大きな声が聞こえてきた。

「ルカっ！　抜け駆けは許しませんよ！」

「っち……」

　えっ？

　今ルカ舌打ちした？

　気のせいだよね？

「何あからさまに嫌そうな顔してるのよ！」

「いいところだったのに、海花が来たから」

「いいところってどういう事よ！」

「いいからポーション貰って帰って」

「あたしだってお姉様とイチャイチャできるなら、ポーションなんていらないわよ！」

「っち……」

「貴女また舌打ちしたわね！　聞こえてないとでも思った!?」

　なんか……急にやかましくなったなぁ……。

「……女にモテる女と、女にモテる男の違いってなんだろうな……」

「サイ？　何か言った？」

「別に、何も言ってないよご主人様」

「そう……？」

　すっと後ろを通り過ぎたサイが何かを呟いた気がするけど、何も言っていないっていうなら追及はしないでおこう。

　それにしても……。

「やっぱり２人って仲悪いのかな……？」

　２人の相性が悪いようならベッドでゴロゴロとかまとめてできそうにないしなぁ……。

「やっぱり無しにした方がいいかなぁ……」

　軽く呟いただけなのだが、その言葉に２人が反応した。

「なっ仲良くしますからどうかお慈悲をっ！」

「喧嘩しないから、お願い」

「わっわかったから……。でも喧嘩したら本当に無しにするからね？」

「はい……」

「わかった、仲良くする」

　ふー……。

　何か戦闘より疲れた気がするなぁ……。

　この後、部屋で二人が満足するまで抱き着かれ、抱き枕の気分になったのはまた別のお話。



「彼……その道て……行かんとす……？」

　ふしゅー……。

　ダメだ……まったくわからない……。

　今私は【解読】スキルのレベル上げのために、王都レヒトの国立図書館で従業員のお姉さんにお願いして古い書物などを読んでいる。

　だが、これがさっぱり意味が分からないのだ。

　所謂漢文や古文が交ざったような書き方をしているものだから、そもそもの言葉の意味があっているのかどうかが全くわからない。

　事前情報で【解読】のレベル上げは苦行とあったが、今その理由が分かった気がする。

　これでもお姉さんが比較的簡単な部類を持ってきてくれているので、多少はマシなのだが……。

「少し休憩ー……」

　私は机に倒れこむように手を伸ばす。

　側ではレヴィとネウラがすやすやと寝ている。

　最初の方ではネウラが絵本を器用に持ってレヴィと一緒に読んでたっぽいけど、途中で飽きたのか眠ってしまった。

　なので私は１人で黙々とやるしかなかったのだ。

　しかし……。

「言語が難しいんだよねぇ……」

　流石古代文字というかなんというか……。

　世の中の考古学者とかが頭を抱えてやってるわけだ。

　まぁゲームの世界だからそこまでじゃないんだろうけどね。

　私は机に伏せながら適当に１冊取り、横になりながらそれを読んでみる。

「んっ……？」
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　これ文字が分かる……？

　私は体を起こしてその書物のタイトルを読んでみる。

「大海魔叙事録……」

　大海魔ってもしかしてレヴィの事？

　間違えてお姉さんが持ってきたのかな？

　私は近くの従業員のお姉さんに声を掛ける。

「すいませーん」

「はい、なんでしょうか？」

「これって間違って持ってきた本ですか？」

「いえ、お客様の要望の【解読】スキルが必要なものですよ」

「えっ？　でもこれ……」

「えーっと……。すいません、私には読めないようです。でもこれ結構難しいやつじゃないかな……？」

　どうやら私には読めるようだ。

　違う物と取り換えるかどうか聞かれたが、せっかく読めるのでそのまま読ませていただくことにした。

　さらっと読んでみたところ、レヴィ──つまりリヴァイアサンの生態や起こした事件などが書き連ねられていた。

　しかし不思議なものだ。

　普通読める代物ではないはずの書物を、何故か読めている。

　これは仮説だけど、所持しているペットに関連する内容は読めるような仕様になっているのかもしれない。

　なので、私はリヴァイアサンとアルラウネについての内容は把握できるのだろう。

　まぁアルラウネの資料って言っても、逆に一般的すぎて古いのはないかもしれないから、この仮説が正しいかは確認できないかもなぁ……。

「と言っても、目ぼしい内容は見つからないなぁ」

　書かれてあることの大半は被害や能力についてで、その生息地などについてはほとんど記述がなかった。

　だが、ほんの少しは生息地について書かれていた。

　どうやらリヴァイアサンは南方にいるらしい。

　そしてリヴァイアサンと対を成すベヒモスという幻獣は、逆に北方に生息しているらしい。

　南方北方と言っても、今私たちがいる大陸から遥か離れた場所らしいので、実質的な被害は今のところ気にしないでいいっぽい。

　一説にはこの大陸にいた勇者やそういった者たちが、この大陸から追い出したとかあるけど……。

　少なくとも能力解放したレヴィを追い出すってよっぽどだよねぇ……？

　しかもそれと同格の幻獣をもう１体……。

　昔の人たち何なの？

　プレイヤーより化け物ってどういうこと？

　しかもこの本にリヴァイアサンと戦った勇者の取材内容載ってるし……。

「倒せない化け物……ねぇ……」

　おそらくだけど、【自動回復＋】スキルの仕様からしてＨＰの総量の割合で回復量が変わるから、そこら辺の影響なんだろうね。

　つまり、ＨＰが多ければ多いほど回復量は多くなる。

　その回復量を超えなければ、いくらダメージを与えても実質ノーダメージになってしまう。

　おそらくその勇者も、その事を言っているのだろう。

　でもそうすると、今後そういった伝説的な幻獣が出てきたら、そういったスキル持ってるんだよね？

　……詰みそう……。

　まっまぁそん時はそん時になったら考えよう！

　っと、いつの間にか【解読】スキルが10Ｌｖ超えてる。

　どうやら今の私みたいに読める書物を読んでいても、ちゃんとスキルレベルは上がるようだ。

　とは言っても、ちゃんと一つ一つ解読しているものよりは上りは渋いっぽい。

　先程お姉さんも言っていたが、難しめの書物にも拘わらず、急激にスキルレベルが上がっていない。

　比率的には恐らく……。

　難しい書物＞簡単な書物＞読める難しい書物＞読める簡単な書物

　という形になっているのだろう。

　つまり楽はできないということだろうね。

　さてと、レヴィについての本も読み終わったし、次の本に移ろうかな。

　次の本を選んでいる時、お姉さんが新しい本を持ってきてくれた。

「つい先ほど新たに届いた古い書物ですけど、よかったらどうぞ」

「あっ、ありがとうございます」

　私はお礼を言ってその書物を受け取る。

　ついでに私は気になったことを聞いてみる。

「新しい書物って定期的に届くのですか？」

「いえ、不定期なのではっきりとは言えないですが、創造主様たちが何か催しを行う前などにはよく届きますね」

　という事は、次のイベントの情報が載っているということなのだろう。

　私はお姉さんにお礼を言ってその書物を解読し始める。



「と思っていた時期が私にもありました」

　誰に対して言ったかは置いといて、少しだけ解読できたけど、これタウロス君の時のイベント関連の書物っぽい。

　恐らく出したイベントについてを書物にして、【解読】スキル上げの素材にしているのだろう。

　まぁ確かに次イベントの情報がわかったりしたらフェアじゃないもんね。

　でも結構読んでたからなんとなく読める部分は増えてきた。

　今日のところはあと１冊ぐらいにしようかな。

　そう思って私は適当な書物を手に取って読み始める。

「これは……逸話かな……？」

【解読】スキルのレベルが上がっているのか、普通に読めるようだ。







　昔、血を食らう鬼の一族がいました。

　鬼の一族は、魔物で困っていた国を助けました。

　助けた見返りとして、鬼の一族はうら若き乙女を求めました。

　そしてそのうら若き乙女に選ばれたのは、当時の王族の姫君でした。

　しかし、王族は約束を反故にし、騙して鬼の一族を襲いました。

　鬼の一族は、そのほとんどが討ち取られました。

　この事件をもとに、反乱が起こりました。

　鬼を騙し、裏切り、死に追いやった王族は、自らの民たちによって滅ぼされました。

　そして、新たな王は先代の行った所業を恥じ、亡くなった鬼の一族たちを弔いました。

　しかし、鬼の一族は滅びたわけではありませんでした。

　逃げ延びたものたちは、今でもその国を恨んでいることだろう。







「ふむぅ……」

　ちょっと暗い話だなぁ……。

　自分たちを助けてくれた鬼を騙して殺しちゃうなんてなぁ……。

　でも、逃げ延びた鬼たちは新しくなった国が、自分たちを弔ってることを知らないんだよね？

　つまり、行き違いになってるってことなんだよね。

　できれば誤解は解いてあげたいけど、昔の話だし、その国の名前まで書いてないからわからないんだよね。

「って、もうこんな時間だ」

　私はこの書物をそっと閉じる。

　そして寝ているレヴィとネウラを起こしてあげる。

　２人とも寝起きのせいか、凄く眠たそうなため、召喚石に戻す。

　その後、後片付けのためお姉さんに声を掛ける。

「今日はありがとうございました」

「いえいえ、また御用がありましたらおっしゃってください」

「はい、失礼します」

　さて、この後は何しようかなぁ？

　イベントの準備のためにポーションでも作っておこうかな？

　そうして私は図書館を出た。



「さて、これで全部……って……あれ？」

　従業員は先ほどアリスが読んでいた書物を手に取る。

　そして不思議そうな顔をする。

「こんな【解読】スキルがいらない本って……出したっけ……？　そもそもこんな本なんてあったっけ……？」




　─ＩＮＦＯ─

　プレイヤー：アリスは血を食らう鬼に魅入られました。また同族以外は感知できません。

　※条件をクリアするまでこのお知らせは確認できず解除されません。



「避暑？」

　お店でまったり清算作業をしていた私のところに、突然リンが押し掛けてきた。

「銀翼のメンバーもぼちぼち泳げる防具を手に入れたから、クラー湖で泳ごうか～っていうことよ～。それとアリスについてきてもらえるならエルフの里の観光もしてみたいっていうのもあるのだけど……ダメかしら？」

「別にそれはいいけど……まぁ確かにエルフの里ってクラー湖の先だけど……」

　大勢で行ったらイカグモさんたち怒らないかな……？

「ちなみにメンバーは？」

「銀翼で行けるメンバーほぼ全員ね。大体60人ぐらいかしら？」

「流石最精鋭ギルド……」

　60人ってレイド人数超えてるじゃん。

　まぁ、その中には生産職も含まれてるから多少は余裕あるのかもね。

「ちなみにルカと海花も含まれてるわ～」

「やっほー」

「えへっ……？」

　なんとまぁ用意周到なことで……。

　って、あれ？

「ショーゴたちは？」

「聞いたんだけど、今ちょうど火山に行ってて来れないんだって」

「また何とも暑いところに……」

　いくらこの世界がもう９月の中旬だとしても、この地方は比較的暖かいため、真夏とは言わなくてもポカポカとしている。

　その中であえて火山を選ぶあたり、素材とかが欲しいんだろうね。

「てか海花、ファンの人たちは？」

「セルトたちなら、今度のイベントのために色々と準備したいから、今回は遠慮させていただきます。海花様は楽しんできてください、って言ってました」

　いいのか……それでいいんですかセルトさんっ！

「まぁイベントも結構続いてるし、元々はここらで一つリフレッシュしといた方がいいかなっていう事なんだけどね～」

　確かに、このところイベントもあるし、次が大規模と予想されるため、少し気持ちのリフレッシュは必要だろう。

　おそらくこの案はエクレールさんだろう。

　てか銀翼ほぼ全員って事は団長さんもいるんだよね？

　団長さんって結構装備重そうだよね？

　ってことは、もし防具外す前に滑って湖に落ちたら……。

「ぶふっ！」

「アリス!?」

　つい団長さんが慌てる姿を想像して笑ってしまった。

　いけないいけない。

　こんなところ団長さんに見られたら変に思われちゃう。

「ちょっと思い出し笑いしちゃっただけ。んで、もう出発するの？」

「違うわよ～。アリスの事だからすぐ追いつけるだろうって先に出発してるわよ～」

「えっ？　じゃあなんでＡＧＩが高くないリンが……って、まさか……」

「アリスに抱っこしてもらうなんて初めてだから楽しみだわ～」

　あぁ、やっぱりそうなるのね。

　ついでに私は海花の方を見てみる。

　すると、海花もモジモジしながら両手の人差し指をツンツンと当てている。

　連れてってってことなのね。

　はぁ……。



「流石に重かった……」

「私はそんなに重くないと思うわよ～？」

「あっあたしもそこまで……」

　いや、背負ってる海花を落とさないように少し中腰になるのって結構辛いんだよ？

「ルカは大丈夫？」

「アリスが速度落としてくれたから、だいじょうぶ」

　確かに２人抱えてたから速度落としたけどね。

　ルカも意外にＡＧＩ高いよね。

　私は２人を降ろして団長さんたちと合流する。

「リン、来たか。それに君も来てくれたのか」

「あっ団長さん、お久しぶりです」

「あぁ。だが急な頼み事で悪かったな」

「いえ、特に用事はなかったので大丈夫です」

　てか久々に団長さん見たけど、なんか随分装備がゴツくなってるような……。

　まさに重装備という具合に鎧は首と四肢以外はガッチリ守られており、そこらの攻撃ではびくともしなさそうだ。

　そして団長さんの隣に佇むエクレールさん。

　相変わらず大人のお姉さんっぽいオーラが出ている。

　防具だったローブも新調されており、他の人も見ると覚えている限りほぼ全員の防具が新調されている。

　やっぱり攻略組となると、そういったところにも敏感なんだね。

　しばらく森を進むと、クラー湖に着いた。

　ほとんどの人たちは初見なのか、皆珍しがって湖の中を覗く。

「ではここで小休憩を取る！　各自休憩を取ってくれ！」

　団長さんの一言で、皆耐水性の服装になって思い思いの行動を取る。

「さて私もっと」

「ん」

「こっちで泳ぐなんて久々ですわ」

　私たちも耐水性の服装になって湖に近づく。

　しかし、さすがに人が多いのかイカグモさんたちは出てこないようだ。

　でもそうすると、せっかくのお土産のお刺身が渡せないので、一回潜って渡してきた方がよいだろう。

「じゃあちょっと私泳いでくるね」

「私も行く」

「あっあたしもっ！」

「ルカはちょっと海花見といてくれる？　そんなにスキルレベル育ってないだろうし、こんなところで溺れて死に戻られても回収がめんどくさいし……」

「そっそんなぁー……」

　海花はがっかりするように両手を地面に付ける。

　ごめんね、海花。

　流石に人多くなると、イカグモさんたちも出てこれなくなりそうだから……。

　私はレヴィとネウラを出した後、４人を置いて湖の底に潜っていく。

　半分ぐらいの深さまで潜ると、イカグモさんも徐々に数を増やしてきた。

　ある程度増えてきたので、私はお土産の刺身が飛ばないようにゆっくりと出す。

　水の動きで刺身が流れていかないように注意しながら、イカグモさんたちはゆっくりと刺身を取って食べていく。

　さすがに水の中ではお礼の糸は編めないのか、気持ちしょんぼりしているように感じた。

　私は気にしないでいいよと言うように、イカグモさんの足を軽く撫でる。

　あまり潜ってても怪しまれるだろうし、そろそろ上にもどるとしよう。

「ぷはぁ」

「アリスアリス！」

「どうしたの、ルカ？」

　珍しくルカが興奮して話しかけてきた。

「ネウラが！」

「えっ？」

　ネウラにはレヴィもついてるだろうし、溺れるとかはないと思うんだけど……。

　不思議に思って私は湖から上がる。

　するとそこには……。

「お母さん？」

「ネウ……ラ……？」

　私があがった側には、薄い緑色の肌に足から腰ぐらいにかけてが薔薇のような赤い花で包まれており、その花の周りには何本も太い蔓が生えて、頭には綺麗に咲いた花が付いている全長１３０㎝程の中学生ぐらいの少女がいた。

　近くにはレヴィもおり、嬉しそうに鳴いている姿があった。

「うん、ネウラだよ。お母さん」

「成長……したの……？」

「うん。お母さんがここまで育ててくれたから、ちゃんと成体になれたよ」

　私は無意識に大きく成長したネウラに抱きついていた。

　ネウラも成長して大きくなった手で私を優しく抱き締める。

「おめでと、ネウラ」

「ありがと、お母さん。これで、やっとお母さんの役に立てるよ」

「そんな事、気にしないでいいのに……」
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　ふと周りを見てみると、海花や銀翼のメンバーが号泣しているのが見えた。

　ちょっと、既に泣きそうなのに釣られちゃうからやめてよ……。

　そんな私の背後からルカが抱き締めてきた。

「ルカ？」

「ネウラ、成長おめでと」

「うん……ありがと、ルカ」

　帰ったらサイやリアにも報告しないとね。

　あとご馳走も用意しないと。

　しばらく感動に浸ったため、少し落ち着いてネウラのステータスを見ようと思う。

　という事で、【鑑定士】スキルでネウラを見る。







　名前：ネウラ【成体】

　─ステータス─

【大地魔法Ｌｖ１】【植物魔法Ｌｖ２】【毒魔法Ｌｖ１】【吸収Ｌｖ１】【ＭＰ上昇Ｌｖ１】【ＩＮＴ上昇Ｌｖ１】【感知Ｌｖ１】【状態異常耐性Ｌｖ１】【誘惑Ｌｖ１】【光合成Ｌｖ１】

　特殊スキル

【体形変化】




【吸収】：相手から養分を吸い取り、ＨＰとＭＰを回復する。

【誘惑】：相手を誘い込む。本能に従う敵に対して効果的。

【光合成】：光と水を取り込んでＨＰとＭＰを回復する。







　説明を見る限り、ネウラは遠距離魔法型のようだ。

　でも１つ気になるのは【誘惑】のスキルだ。

　まぁせっかくなので、ネウラに聞いてみることにした。

「ネウラ、【誘惑】スキルってどんなの？」

「えっと、こんな感じだよ」

　すると、ネウラの腰を包んでいる花から何かいい香りがしてきた。

　近くにいた銀翼のプレイヤーが、その香りに引き寄せられるようにネウラに近づいてきた。

　そんなプレイヤーを、花から生えている蔓が捕まえた。

「うわぁぁっ!?」

「ネウラっ!?」

「こんな風に、花の香りに釣られた相手を捕まえたりして、養分吸うの」

　そう言うと、ネウラは捕まえたプレイヤーをゆっくりと地面に降ろす。

　えぇ……。

　何その怖い連携……。

　つまり、【誘惑】→蔓で捕まえる→【吸収】→回復、っていうコンボがあるのか……。

　しかもネウラから生えている蔓は、たぶん身体の一つだからＭＰを使わないだろう。

　そうだとしても、【光合成】によって自分で回復もできる、と。

　回復も攻撃も支援もできるなんて……。

　ネウラ！　なんて恐ろしい子！

　そして更にネウラは恐ろしい事を発言する。

「あと、これで獲物を食べて養分を取り込むこともできるよ」

　その瞬間、ネウラから生えている蔓の先端が口を開いた。

　口にはギザギザの歯が生えており、完全にどこぞのボスモンスターかと思わせるようだった。

　その様子を見た銀翼のメンバーも、顔を歪め後ろに後ずさった。

　うん、気持ちはわかる。

　あんな可愛い子にあんな怖い武装（？）が備わってるんだもん……。

　って、あれ？　ということはネウラは口で食事をしないでいいのかな？

「ううん、別にどっちでも食べれるよ。蔓の方は結局は栄養だけを取り込む感じだから、正直食べてる気はしないかも」

「へー。ってことは、蔓の場合は消化器官というよりもろ過装置みたいな感じなの？」

「お母さんの考え通りかな？　味とかはしないからそれであってると思う。味わいたいなら口からかな？」

「でもネウラ、その足だと椅子とかに座れないんじゃない？」

「そこは大丈夫だよ、お母さん」

　そう言うと、ネウラの腰を包んでいる花が小さくなり、スカートのようになった。

　足は以前のような根っこが捻じれたものではなく、人の足のようになっていた。

　足のようにと言っても、肌の色は木の根のような茶色っぽいため、人の足を模しているのだろう。

「これも【体形変化】の影響？」

「そうだよ、お母さん」

【体形変化】も身体の大きさを変えるだけじゃなくて、ネウラのように身体の形を変えるのも含まれるんだね。

「ペットが成長して嬉しいのはわかるが、そろそろ出発してもよいだろうか？」

　ネウラと話し込んでいると、気まずそうに団長さんが話しかけてきた。

　私とネウラも、迷惑を掛けるわけにはいかないので一旦話を終える。

　そして移動ということなので、ネウラは再度腰を花で包む体形に変化した。

　他の人も、湖から上がったりして着替えている。

「それにしても、団長さんたちって誰も【植物魔法】を持ってないんですね」

「仮に取ったとしても今のところ使い方が思いつかないというのがほとんどでな。ただエルフの里に行くために何人かは手に入れようかとは考えてはいるようだが、如何せんスキル上げの時間が足らなくてな……」

　そういうことなら仕方ないね。

　確かにスキルを一から育てるにも時間掛かるもんね。

「でももし私が来れなかったらどうしていたんです？」

「それならそれでクラー湖でリフレッシュして戻っていたさ」

「団長さんたちって大変そうですもんね」

「まぁ私よりエクレールやリンの方が大変だとは思うがな」

　確かに２人とも忙しそうだしねぇ。

　でも私からすれば団長さんも十分大変そうだけどね。

「あら～団長だって大変なのにアリスにそんな事言ってたら鵜呑みにされちゃうわよ～？」

「リン？」

　団長さんの発言をフォローするように、リンが近づいてきた。

「ウィルの事もあったし、団長もアリスに気を使ったのよ～。別にアリスが来れないなら来れないで、このクラー湖でリフレッシュするのは本当だったもの」

「って言っても、そこまで忙しかったわけじゃないし、事情を説明してくれればそれぐらいするよ？」

「そこについてはごめんね、アリス。ただ、銀翼に所属しているわけでもないアリスを当てにするのも団長は気にしてたのよ？」

「団長さんもそんなに気を使わなくて良かったんですよ？」

「そうは言われてもな……」

　まぁ団長さんの言いたい事はリンのおかげでわかったし、そこまで気にしないでいいよね。

「それで、エルフの里に行くにはこのまま進めばいいのかしら？」

「そうだね、このまま進めば着くはずだよ。それにネウラも大きくなったし、里帰り的な事もしといた方がいいもんね」

「うん、ネウラもお母さんと里帰りしてみたいな」

　何この子可愛い。

　やっぱりうちの子ってとっても可愛い。

「アリス、ネウラが苦しそうにしてるから離してあげた方が……」

「お母さんっ苦しいっ！」

「あっごめん！」

　私はいつの間にか抱きしめていたネウラを離して移動の準備をする。

　レヴィはいつも通り私の肩に乗り、ネウラは私の横で一緒に歩いている。

　しばらく森を進むと、また例の声が聞こえてきた。

『また』

『貴女か』

「うん、入れてもらっていいかな？」

『だが』

『他の者もいる』

　やっぱり私以外に対して反応しているようだ。

「この人たちは私の知り合いなんだけど、里に入れてもらっちゃダメかな？」

『しかし』

『資格持っていない』

「なら、私が責任を持つからダメ……かな？」

　シルフたちはどうするべきか、相談している。

『どうする？』

『どうする？』

『だが』

『眷族もいる』

『それに』

『善き心を持っている』

『ならば』

『信用できる』

「じゃあ！」

『だが』

『約束は守れ』

「うん、ありがと」

　次の瞬間、突風が吹き荒れる。

　皆急な突風に目を閉じるが、私は２度目なので目を開けたままでいられた。

　そして突風が止むと、以前私が来たエルフの里が目の前に広がっていた。

「これが……エルフの里……」

「本当にあったのね～……」

　銀翼の人たちはエルフの里に驚いているようだ。

　そしてルカと海花も、唖然としてエルフの里を見ている。

「エルフ、弓の名手、色々教えてもらいたい」

「やっぱりファンタジーと言ったらエルフですよね！」

　どうやら二人とも興奮しているようだ。

「では皆さん、アリスさんのおかげでエルフの里に来ることが出来ました。ですので、アリスさんのご迷惑にならないよう気を付けて行動してください」

　気が逸る皆を制止するように、エクレールさんが注意事項を説明する。

　その後、皆自由行動を取る事となった。

　さて、今回は私はどこに行こうかな？

　一同解散し、各自自由行動を取る中、私とレヴィとネウラはのんびりと里を回る事にした。

　と思ったんだけど……。

「これはこれはご立派な眷族様で」

「育て方が良かったのでしょうね」

「ありがたやありがたや」

　何故かネウラが凄い人気を博していた。

　道を歩いていると、通りすがりのエルフの人たちから握手を求められたりされ、ネウラも少し困惑していた。

「お母さん……」

「悪気があってやってるわけじゃないし……少しだけ我慢して……？」

「うん……」

　後でネウラのケアをしてあげないと……。

　それにしても、ネウラってエルフたちにこんなに人気あるんだね。

　むしろネウラっていうより、眷族が、ってのが正解かな？

　エルフは大樹と共にって言ってたし、そういうのが関係あるんだろうね。




　しばらくしてエルフの人たちも満足したのか、ネウラは解放してもらえた。

　そのネウラ本人はぐったりしてるけどね。

「少し休憩しよっか」

「うん……」

　ネウラは【体形変化】で出会った時と同じ大きさになり、私の胸元に収まる。

　一応成体になったという事で、特に喋り方は昔のように舌足らずのようにはなっていないようだ。

　この辺はレヴィと少し違う感じだね。

　レヴィの場合は、大きくなると怪獣っぽい鳴き声になるもんね。

　ともかく、エルフの里ではネウラは小さい方がよさそうだね。

「お母さん、それで今どこに向かっているの？」

「この里にある大樹のところだよ」

　前回行った時にも、子供の時のネウラが懐かしいって言ってたもんね。

　大人になった今だとどう感じるのか少し気になるのもあるけどね。

　しばらく歩き、以前訪れた大樹の元へ辿り着く。

　てっきり人は少ないものと思っていたが、銀翼のメンバーが何人か見えた。

　だが、銀翼のメンバーと言っても団長さんやリンはいないようだ。

「どうネウラ？　今度は何か感じる？」

「えーっと……たぶんだけど、ネウラこの木じゃない木から生まれたと思うよ？」

「ってことは、この大樹は親戚って感じかな？」

「うん。でもどこか懐かしい感じはするから、この木と近い時期に生まれた木だと思う」

「じゃあネウラが生まれた大樹も探さないとね」

　世界樹から分かれた種の一つがこの大樹だもんね。

　やっぱり元が同じだとそういうのも感じるんだろうね。

　でもこの他の大樹の情報が全くないし、そこら辺の情報も集めないとね。

　大樹の元を去る前に、大樹にＭＰを注いであげる。

　だが、今回は何もプレゼントは貰えなかった。

　どうやら大樹は恥ずかしがり屋で、他のプレイヤーがいるとくれないようだ。

　と、勝手に思いつつその場を去る。

　さて次はどこに行こうかということになるが、私としては長年生きているエルフに聞きたいことがあった。

　なので情報が行きかうであろうエルフの溜まり場のような場所に行く。

　溜まり場には何人ものエルフがおり、少し年老いたエルフや若いエルフの男性が何人もいた。

「おっ、今日は人の子が随分多いな」

「人の子が来るなんて、この前１人女の子が来たぐらいだな」

　あっ、すいませんそれたぶん私です。

「あのー……少し聞きたいことがあるんですけど……」

「ん？　どうした？」

「今村とか街を探しているんですけど、この里から東以外の村か街って知りませんか？」

「こっから東以外の村か街かー」

　エルフたちは腕を組み、色々と思いだしているようだ。

「正直俺は里を出たことないからあんまりわかんねえなぁ」

「俺もだ。わりぃなお嬢ちゃん」

「そうですか……」

　んー……残念……。

　そう思った時、１人の若いエルフの男性が手を挙げた。

「俺の爺ちゃんが１つ外の村知ってたな」

「それってどの辺ですか？」

「確か……この里から北西ぐらいか？　確か北に古都とかあったよな？」

「はい、あります」

「正確な場所はわかんねえけど、その古都から西に行くと森に囲まれた村があるんだとよ。でも……」

「でも……？」




　エルフの男性は息を整えて話を続ける。

「その村、もうないらしいんだ」

「ない……っていうのはどういう……？」

「そのまんまの意味さ。もう村として存在してないらしい。そもそも俺の爺ちゃんがその村を知ったのが１００年ぐらい前だったかで、懐かしさで何となく50年程前に行ったら廃村になってて誰もいなかったんだとよ」

「モンスター……魔物に襲われたんですかね……？」

　男性は首を横に振る。

「村自体にそういった欠損は見られなかったらしい。ただ、その村は少し変わっていたらしくてな」

「変わっていた……？」

「……人柱を立てていたんだとよ」

「人柱……」

　災いを防ぐために、神に生贄として生きた人間を生き埋めにしたりする風習……。

　この世界でもそういったのがあるんだ……。

　私の表情が暗くなったのを気にしたのか、周りのエルフの男性たちがフォローを入れる。

「人柱っつっても、ただの噂話だろ？　実際にお前の爺さんも見たわけじゃねえんだろ？」

「おっおう！　エルフを追い出すための方便だったかもしれないしな！」

「だから嬢ちゃん元気出せって！　ホントかわからないんだしな！」

「はい……」

　でも気になる部分はある。

　魔物に襲われていないのに誰もいなくなった。

　古都は元々あったのに、50年間の間に一体何があったのか……。

　何か事件があったのならば、国が何か動いているはず。

　戻ったら王都……いや、古都の方で調べた方がいいかもね。

　古都に近いならば、古都の方で調査した可能性がある。

　それにしても、私が古都で周りを見た限り、西に続くような道はなかった気がするけど……。

　私はお礼を言って溜まり場から移動する。

　移動前に、エルフの人たちから心配されたが、大丈夫だと伝えた。

　エルフは高慢で人を軽んじて見ているっていうけど、全くそんなことはない。

　むしろこちらの事をよく見てくれている。



　帰り道、リンやルカたちが見知らぬ小さな四角い木彫りのアクセサリーを持っていたので、何なのか聞いてみたところ、エルフの里に入れるための割符みたいなものらしい。

　私は貰ってないよと言ったところ、【植物魔法】や眷族を持っていないプレイヤー用に用意されているらしい。

　どうやら信用されたプレイヤーに対して配っているアイテムとのことだ。

　勿論重要アイテムのためトレード出来ず、何かしらの裏技で誰かに渡したとしても、いつの間にか自動でアイテムボックスに戻ってきてしまうらしい。

　何という無駄にハイテクな機能を……。

　運営さんも種族間の交流については、気を使ってるってことなのかな？

　だからこそ気になってしまうのだ。

　エルフのお爺さんを村の外にやるために使った人柱という方便。

　それは本当に方便だったのだろうか……？

　その村は何か隠したい事があったんじゃないだろうかと……。

　そして私は思う。

　この世界は、本当に唯のゲームなのだろうか……と。








［今回も］イベント予想スレＰａｒｔ３［掛かってこいや！］




42：名無しプレイヤー


　よろしい ならば戦争だ



43：名無しプレイヤー


　一先ず小規模が罠祭りだったことから大規模でも罠祭りの可能性が微レ存



44：名無しプレイヤー


　小規模イベントで大量死に戻りしたわい　大人しく【発見】スキルを取る



45：名無しプレイヤー


　小規模イベントでずっと採掘してたわい　高みの見物



46：名無しプレイヤー


　＞＞45お前イベントで何してんだよｗｗ



47：名無しプレイヤー


　そういや小規模イベントで首狩り姫に対して文句言ってるやつらいたな



48：名無しプレイヤー


　何があったんだ？



49：名無しプレイヤー


　聞いた限りだと首狩り姫にやられたって



50：名無しプレイヤー


　なんでやられることになるんですかねぇ……



51：名無しプレイヤー


　喧嘩でも売ったんですかねぇ……



52：名無しプレイヤー


　ＨＡＨＡＨＡ ご冗談を ジョークにも程がありますぞ



53：名無しプレイヤー


　ジョークじゃないらしいぞ

　http：//******************



54：名無しプレイヤー


　＞＞53こいつらの自業自得じゃねえかｗｗｗｗ



55：名無しプレイヤー


　弟の喧嘩に口出した結果やられたっておいおいｗｗ



56：名無しプレイヤー


　しかも弟の喧嘩相手が首狩り姫の弟子ってうっそだろｗｗｗ



57：名無しプレイヤー


　アリスちゃんが弟子を取ったと聞いて（ガタッ



58：名無しプレイヤー


　＞＞57湧いてくんじゃねえよファンクラブｗｗｗ



59：名無しプレイヤー


　首狩り姫の話題に反応するファンの鑑



60：名無しプレイヤー


　ストーカーかなんかなんですかねぇ……



61：名無しプレイヤー


　こわっ……とづまりすとこ……



62：名無しプレイヤー


　ちなみにその喧嘩後、弟と弟子は和解した模様

　http：//******************



63：名無しプレイヤー


　＞＞62くっそワロタｗｗｗｗ



64：名無しプレイヤー


　＞＞62兄貴だけ損害被ってるじゃねえかｗｗｗ



65：名無しプレイヤー


　やっぱり人の喧嘩に口出ししちゃいけないんやな（戒め



66：名無しプレイヤー


　さて、イベントの話に戻るが相変わらず日時だけだな



67：名無しプレイヤー


　＞＞66ここの運営ですしおすし



68：名無しプレイヤー


　個人的にはハロウィンだと思います　きっとアイテム集めで道中に罠が一杯あるんや



69：名無しプレイヤー


　trick or treat　お菓子くれないと悪戯しちゃうぞ　ってことか



70：名無しプレイヤー


　お兄さんに悪戯してくれるの？　大歓迎やで



71：名無しプレイヤー


　＞＞70これは通報ですわ



72：名無しプレイヤー


　＞＞70事案発生



73：名無しプレイヤー


　＞＞70ＹＯＵ ＢＡＮ



74：名無しプレイヤー


　ホントこいつらのＨＥＮＴＡＩ発言すこ



75：名無しプレイヤー


　やっぱりＮＷＯには変人や変態が多いってはっきりわかんだね



76：名無しプレイヤー


　うん万掛けて変態行為をやるお前ら　そこにしびれない憧れない！



77：名無しプレイヤー


　＞＞76普通に18歳未満いるんだから気を付けろよお前ら



78：名無しプレイヤー


　＞＞77そういうのには信じられない程気を付けるのがこいつらなんだよなぁ……



79：名無しプレイヤー


　こいつらの生態解析したらいい研究になるんじゃないかと思えてきたぞ



80：名無しプレイヤー


　＞＞79論文名「変態紳士の生態」

　うん、書きたくねえわ









［荒らしと］【首狩り姫】アリスちゃんに関するスレＰａｒｔ４［転用禁止］




１：名無しプレイヤー





　http：//******************←アリスちゃんまとめ




　次スレ作成　＞＞９８０






２１５：名無しプレイヤー


　アリスちゃん成分が足りない



２１６：名無しプレイヤー


　中毒者がいますねぇ……



２１７：名無しプレイヤー


　だが確かに足りないのはある



２１８：名無しプレイヤー


　誰かアリスちゃんネタぼ



２１９：名無しプレイヤー


　【速報】アリスちゃん弟子を取る



２２０：名無しプレイヤー


　ガタッ



２２１：名無しプレイヤー


　ガタッ



２２２：名無しプレイヤー


　ガタガタガコンッ



２２３：名無しプレイヤー


　＞＞２２２こけんなｗｗｗ



２２４：名無しプレイヤー


　それよりもアリスちゃんに弟子だと!?



２２５：名無しプレイヤー


　＞＞２１９まずその弟子の性別情報はよ



２２６：名無しプレイヤー


　弟子は第３陣のショタっ子だ　たぶん中学生ぐらい



２２７：名無しプレイヤー


　おねショタ……だと……!?



２２８：名無しプレイヤー


　もちろんアリスちゃんが攻めで



２２９：名無しプレイヤー


　総受けのショタっ子



２３０：名無しプレイヤー


　＞＞２２７＞＞２２８＞＞２２９歪みねえなぁ……



２３１：名無しプレイヤー


　んで？　なんで弟子取ったんだ？



２３２：名無しプレイヤー


　そこまでは知らん　本人に聞いてこい



２３３：名無しプレイヤー


　＞＞２３２嫌です（きっぱり



２３４：名無しプレイヤー


　でもアリスちゃんの弟子かぁ……



２３５：名無しプレイヤー


　今頃首狩り教お祭り騒ぎになんじゃねえか？



２３６：名無しプレイヤー


　＞＞２３５あそこはあそこですげえからなぁ……



２３７：名無しプレイヤー


　【速報】アリスちゃん弟子を連れて訓練場に入る　なおルカちゃんや海花ちゃん、幼馴染（男）ＰＴも一緒の模様



２３８：名無しプレイヤー


　ヒエッ!?



２３９：名無しプレイヤー


　Ｏｈ……



２４０：名無しプレイヤー


　哀れな弟子の魂よ　安らかに眠るがいい



２４１：名無しプレイヤー


　森どころかいきなり訓練場ですか……



２４２：名無しプレイヤー


　ぼこぼこにされるのかな？（白目




　～～～～～～～～～






２８９：名無しプレイヤー


　【悲報】アリスちゃんがいる訓練場に銀翼や【高速剣】が入る



２９０：名無しプレイヤー


　[image: ]



２９１：名無しプレイヤー


　[image: ]



２９２：名無しプレイヤー


　[image: ]



２９３：名無しプレイヤー


　＞＞２９０＞＞２９１＞＞２９２こっち見んなｗｗ



２９４：名無しプレイヤー


　銀翼に【高速剣】にルカちゃんたちか……



２９５：名無しプレイヤー


　[image: ]ＳＡＮ値！　[image: ]ピンチ！



２９６：名無しプレイヤー


　訓練場は旧支配者たちの集いかな？（すっとぼけ



２９７：名無しプレイヤー


　羨ましい部分もあるが……初心者がいきなりその面子相手にされるとか地獄以外の何物でもねえぞ



２９８：名無しプレイヤー


　精神崩壊待ったなし



２９９：名無しプレイヤー


　アリスちゃん特別メニュー：二つ名集団＋大手ギルドによる個別指導



３００：名無しプレイヤー


　＞＞２９９地獄しか見えないんですけどそれは……



３０１：名無しプレイヤー


　可哀想に……



３０２：名無しプレイヤー


　でもよく考えろ



３０３：名無しプレイヤー


　ん？



３０４：名無しプレイヤー


　その日の訓練終了毎にアリスちゃんに介抱してもらえる可能性が！



３０５：名無しプレイヤー


　つまり膝枕や抱きしめてもらえたり……する……だと……!?



３０６：名無しプレイヤー


　しかもアリスちゃん以外にもルカちゃんや海花ちゃんもいる　あとはわかるな



３０７：名無しプレイヤー


　地獄に仏とはこの事か……



３０８：名無しプレイヤー


　むしろ飴と鞭をうまく使い分けている典型例なのでは？



３０９：名無しプレイヤー


　アリスちゃんは天才だった可能性が！



３１０：名無しプレイヤー


　地獄の後に天国が待ってるならその特訓受けてえぜ！



３１１：名無しプレイヤー


　※ただしショタに限る



３１２：名無しプレイヤー


　悲しいなぁ……（諸行無常



３１３：名無しプレイヤー


　うあああああああああああ



３１４：名無しプレイヤー


　う～～ううう　あんまりだ……ＨＥＥＥＥＹＹＹＹ あァァァんまりだァァアァ！



３１５：名無しプレイヤー


　＞＞３１４柱の男はかえって　どうぞ



３１６：名無しプレイヤー


　＞＞３１４怪○王の流法使って腕きられて　どうぞ



３１７：名無しプレイヤー


　そして友情が生まれる可能性が微レ存……



３１８：名無しプレイヤー


　＞＞３１７ないです







　イベント当日、集合時間が近くなってきたので、庭でサイの手伝いをしているネウラを呼びに行く。

「ネウラー、そろそろ行くよー」

「うん、わかったお母さん」

　成体になり、サイの手伝いをよりできるようになったネウラは、サイと一緒に栽培している植物や食べ物の管理をしている。

　当初エルフの里から帰ってきて、成長したネウラを２人に見せたところ、最初は驚いていたがすぐに慣れたようだった。

　まぁネウラも成体になってから少し大人っぽくなったし、気を遣ったことをしたんだろう。

　私の元に戻ってきたネウラは、幼体の時のように小さくなり私の胸元に収まり、レヴィは定位置の肩に乗っかっている。

「じゃ、行こうか」

　お店の方をサイとリアに任せ、私はイベント集合地点に向かう。

　集合地点に着くと、大規模ということがわかっているせいか、かなりの人数が見られた。

　なんか黒塗り装備の集団が見えるけど……なんか怖い……。

　周りをキョロキョロしていると、袖を誰かにクイっと少し引っ張られる。

　誰だと思って振り向くと、そこにはルカがいた。

「アリス」

「ルカ、どうしたの？」

「ＰＴ、組も」

「まぁ誰とも組んでないからいいけど……」

「じゃ、ＰＴ送る」

　そう言うとルカはＰＴ申請を送ってきたので、それを受け取りルカのＰＴに入る。

「そういえば海花はいいの？」

「海花は今回、親衛隊と組む」

　まぁファンを毎回放置するのもなんだしね。

「こういう時、ソロでよかったと思う」

「なんで？」

「アリスとＰＴ組める」

「そっそう……？」

「うん」

　やっぱりルカって少しわからないところがあるよね……。

　でも今回のイベントは何が来るんだろう？

　小規模でトラップイベントだったから、そういうのがあると仮定すると、アトラクション系のイベントなのかな？

　イベントについて考えていると時間になり、いつも通りに私たち参加者は転移された。

　だが今回飛ばされた場所は、イベントマップの集合地点ではなく、迷宮イベントの報酬を貰った時のような空間だった。

「ん、説明がここかな」

「たぶん……」

　するとモニターが現れ、社長の顔が映る。

『さぁ皆、前回のイベントは楽しんでもらえたかな？』

　社長の発言に、罠に嵌ったであろうプレイヤーたちがブーイングを行っている。

　それを社長は笑って受け流しているのだから更にイラっとしているだろう。

『では早速今回のイベントについて説明しよう。なお、今回もイベント内での時間は現実での１時間になるように調整してある。まぁこれについては君たちはもう予想していたと思うが一応伝えておこう』

　イベント内の時間の説明後に社長の横にモニターが現れ、画面上に菱形状のそれぞれの頂点に国のような名前が書き連なっていた。

『今回、君たちにはこの４つの小国にそれぞれ所属してもらう』

　所属？

　どういう意味なんだろう。

　戦争でもするのかな？

　そんな私の思考を先読みしたのか、社長が追加で説明を行う。

『ちなみに国で分かれて争うということではないから、心配しないでくれたまえ。この小国はそれぞれ同盟関係にある。そこでだ、今この四国は吸血鬼たちによる襲撃に晒されようとしている。それを君たちの手でこの小国を守ってもらいたい』

　つまり防衛イベントってことかな？

『吸血鬼についての細かい情報は君たちの手で調べたまえ。なお、今回は前回のイベント同様、死亡しても所属している国で復活することができる。ただし、一定時間デスペナルティによるステータスダウンがあるため注意してくれたまえ。また、もしイベントから離脱したい場合はメニューにイベントリタイアというのが追加されているため、それを選べばエアストの集合地点に飛ばされる。では次に各国について説明しよう』

　先程の小国を映していたモニターの北から時計回りで説明が始まった。

『まず北に位置する、他国に金銭で兵を貸し出す傭兵国家ハスカル。次に東に位置する、物を作る事に特化した工業国家アルテス。南に位置する、交易により財を成す交易国家メルカトーラ。最後に西に位置する、古くから吸血鬼について曰く付きの話がある君主国家フェアラート。この四つの国から選んでくれたまえ』

　んーどの国にしようかなぁ……。

　そう悩んでいると、社長から一つ注意事項が説明された。

『なお、これら小国は君たちが今後行ける場所となっており、もし小国が吸血鬼によって滅ぼされた場合、その小国は廃墟となり滅びてしまうためくれぐれも注意してくれたまえ』

　社長が説明すると、各国の名前とその下に人と書かれた画面に変わった。

　そして各プレイヤーにどの国を選ぶかの選択肢が表示された。

　社長の説明でさっと決めるプレイヤーが次々に国家を選択する。

　すると各国の名前の下の人数が次々に増えていった。

　おそらくあれは各国の所属プレイヤーの数なのだろう。

　しかし最後の注意事項が気になった。

　もしこのイベントで防衛に失敗すると、その小国が滅びるということになるのだ。

　つまり、１つの国に一極集中したりして他国に所属するプレイヤーが少ないと、そのような事が起こってしまうかもしれない。

　となると、各国に所属する人数をバランスよくする必要があるだろう。

　その事に気づいたプレイヤーたちが、周囲と相談している様子が見えた。

「ルカ、どうしよっか？」

「アリスに任せる」

　いや、任せるって言われても……。

　私は冷静に国の特性を考える。

　ハスカルは軍事、アルテスは生産、メルカトーラは交易、フェアラートは……ちょっとわからない。

　私たちの特性を考えるとハスカルかアルテスだけど、私はどうしてもフェアラートが気になってしまう。

　考えている内に、周りのプレイヤーも減っていき、各国の人数に少しだが差が出来てきていた。

　やはりというかなんというか、プレイヤーの所属人数としてはハスカル、アルテス、メルカトーラ。フェアラートの順となっていた。

　差が出来ていると言っても、ハスカルとフェアラートで千人ちょいぐらいしか差はなかったので、そこまで集中しているというわけではなかった。

「アリス、どうする？」

「んー……。ルカ、フェアラートでもいい？」

「ん、いいよ。アリス、昔の事気になってるんでしょ？」

　流石ルカ、私がフェアラートを選んだ理由に気づいてたんだね。

　正直今回のイベントがただの防衛イベントとは思えない。

　迷宮イベントの時と同様、きっと何らかの謎があるのだろう。

　それを調べる意味では、フェアラートが１番だと思ったのだ。

　私はフェアラートと押すと、ルカに同意かどうかのお知らせが届いた。

　ＰＴで相談して決めろということなんだろう。

　ルカが同意を押すと、私たちも他のプレイヤー同様転移した。

　転移させられた私とルカは、気が付くとエアストの街と同様に石やレンガで造られた家や造形物が見られる広場のような場所にいた。

　一瞬エアストに飛ばされたのかなとも思ったが、顔を上げると山の上に立っているようなお城が見えた。

　所謂山城というお城なのだろう。

　周りの風景に見とれていると、ルカが私の袖を引っ張る。

「アリス、情報収集しよ」

「あっ、そうだね」

　いけないいけない。

　今はイベント中だった。

　そういえば今回は期間とか言ってなかったけど、それも含めて調べろってことかな？

　さて、情報と言えば酒場だけど……。

「酒場には先に行ってる人もいるだろうし、私たちは街の人に話聞こうか」

「確かに、意外に街の人の方が知ってるかもしれない」

　私たちの方針は決まった。

　ではどの人に聞くとなる。

　酒場以外で情報が集まる場所と言えば……。

「それでここ？」

「うん」

　私たちは市場に移動した。

　市場は人が多く賑わっており、人の熱気と多さで私とルカは少し酔いそうになる。

　だが、ここで疲れていては情報など集められない。

　私は気合を入れて、お店を開いている中でお客さんが丁度いなく、手持ち無沙汰なガタイのいいおじさんに声を掛ける。

「すいません」

「おっ、可愛いお嬢ちゃん。何が欲しいんだい？　この野菜なんてどうだい？　採れたてで美味しいよ！」

「確かに美味しそうですね。でも私たちおじさんにすこーし聞きたいことがあるんですよ」

「おっなんだい？」

「……吸血鬼について何か話は聞いたことありませんか？」

「おや、お嬢ちゃんたちそっち側か」

　どうやら今の一言で、私たちが一般市民ではなく冒険者という事がわかったらしい。

「まぁその手の話を聞いたことがないわけではないな。でも……」

「話を聞きたいなら何か買ってけってことですよね？　ではお薦めの物をお願いします」

「察しがいいねぇお嬢ちゃん。じゃあこれでどうだい？」

「とっても美味しそうですね。後で食べさせていただきます」

　おじさんは私に人参の束を渡す。

　私は書かれていた値段の分お金をおじさんに渡す。

　これで交渉成立だ。

「さて、情報だな？　お嬢ちゃんが言った通りに、この国は今吸血鬼の襲撃が予見されてる」

　うん、これについては社長も言ってたからわかっている。

「でも、この国が吸血鬼に襲われてるってのは、今に始まったことじゃないんだよ。と言っても、ここ１００年ぐらい前かららしいがな」

「えっ？」

　意外な情報に私とルカはキョトンとした表情になる。

「この国に住んでるやつなら知ってる話なんだが、昔この国は吸血鬼に助けてもらったんだよ」

　ん？　どこかで聞いたことのある話だなぁ……。

「助けた礼にお姫様を要求したんだが、それを昔の王族は拒否して吸血鬼を襲っちまったんだよ。そのせいで１度この国は反乱が起こったんだよ。まぁ、結果的にその王族は倒れて新しい王族が出来たんだけどな」

「それ、ホント？　都合のいいように変えられてない？」

　今まで黙っていたルカが、おじさんに疑問を問いかける。

　確かにルカの言う通りに、話がねつ造されていないとも言い切れない。

　だがおじさんはルカの言葉を否定する。

「確かにその話は嘘だと言うやつもいた。でも証拠が出てきたんだよ」

「証拠？」

「昔の魔法か魔道具かなんかに、映像を記録するやつがあってな。その映像に当時の王族と吸血鬼が契約を交わすところが映ってたんだよ。しかも別のやつには吸血鬼を奇襲で襲うところまでな」

「酷い……」

　私は思わず言葉を漏らしていた。

　ルカも眉を顰めて悲しそうな顔をしている。

　そんな証拠があったのならば、反乱が起きてしまったのも納得できる。

「でも新たな王族は吸血鬼を弔ったんだけどなぁー……。それがなんで今になってってところだな」

　逃げ延びた吸血鬼が成長したか、力を取り戻したかで戻ってきたのだろう。

　それでこの国に復讐を……というところかな？

「それで吸血鬼に襲われてるって、どういうこと？」

「それがな、２～30年単位か？　その度にこの国の女王様が代わってるんだよ」

「そんなにコロコロ代わるんですか？」

　女王なんてそうそうコロコロ代わる事じゃないし、何かが起こっていることは確かだろう。

「でも女王様が代わったからって、吸血鬼に襲われたことになるの？」

「まぁ噂っていうのは結構広まるもんでな。最初は何か事情があると思われたんだが、何回も起こるとな……」

「それで吸血鬼ということですか」

「まぁな。どっかの誰かが口を滑らせたか知らんが、血を吸われた痕が吸血鬼っぽいだったとか、人間とは思えない力で女王様が殺されたとか、そんな感じの噂が立ってな」

　少なくともこのイベント前からプレイヤーがいるわけでもないし、そうなるとプレイヤー以外で力が強い人型と言うと、鬼とかになる。

　そして血を吸った痕といったこともあることから、犯人は吸血鬼であろうという予想だろう。

　更にこの国は吸血鬼と縁が深い面もある。

　そういう思考に行くのも自然な流れだったのだろう。

「貴重な情報ありがとうございます」

「どもです」

「参考になったのならよかったよ。まぁ色々調べるだろうが、気を付けろよ」

「はい」

　私とルカはおじさんにお辞儀をして市場を去っていく。

　そして私たちは人通りの少ない路地に入り、相談する。

「ルカ、今の話どう思った？」

「嘘は言ってないと思う。矛盾はなかったと思う」

「だよねぇ……」

　聞いた限りでは違和感はなかった。

　となると、少なくとも伝わっている話は真実味がある。

「じゃあ次どうしよっか」

「アリスの考えている通りにする」

「なんで私が考えてるって思ったの？」

「アリスの事だから、話を聞いたら何かしら考えてそうかなって」

　ホントこの子は変なところ勘が良いなぁ……。

　確かに、おじさんの話を聞いて次の行き先は考えていた。

「じゃあ行こうか」

「うん」

　私たちは路地から出て王城へと向かった。

「山道……辛い……」

「普段は平地ばっかりだからねぇ……」

　整備されているとはいえ、お城が山城だけあって傾斜もあり、更に少し歩くため平地を歩くよりも移動しづらい。

　そのため、私と同様に平地での活動が多いルカは少しだるそうにしていた。

「ルカ、もう少しだから頑張ろ？」

「ん……」

　ルカのペースに合わせて歩いていると、突然お知らせの音が鳴り響いた。

　私とルカはその場に立ち止まって確認する。







　─ＩＮＦＯ─

　プレイヤーが吸血鬼のアジトを見つけました。

　アジトの撃破率によって襲撃時の吸血鬼の戦力が変化します。

　襲撃までの残り時間１４２：21：43

　北のアジト：０％

　東のアジト：０％

　南のアジト：０％

　西のアジト：０％







　撃破率ってことは……ダンジョンか何かなのかな？

　あと時間が１４２：21：43の内、43の数字が変化してるから、あれが１秒単位ということだから……。




「大体６日？」

「ってことは、６日までに撃破率を上げていけってことかな？」

「たぶん」

　となるとお知らせの通り、６日経ったら吸血鬼が侵攻してくるってことだろう。

　でもあれだとどこから襲撃してくるかまでは知らされてないけど……。

　まぁたぶん各方角のアジトから攻めてくるってことだろう、たぶん。

「それにしても絶景だねぇ」

「うん。湖も綺麗」

「えっ？　どこ？」

「あっち」

　ルカが指差した方を見ると、確かに湖があった。

　そしてその湖の中心には小さなお城があった。

「って、あれ湖なの？」

「なんか川っぽい」

　遠くから見ているため確かではないが、微妙に水が動いているように見えた。

　そもそも湖の端が上流と下流っぽくなってる気がしないわけでもないような……。

「あそこに城を建てた意味がわからない」

「えっと……攻めにくくするため……とか……？」

「兵站等が壊滅的。籠城にしても水攻めで終わる」

「うっ……」

　ルカの辛辣な言い方に私は頑張ってフォローする。

　きっとなんか理由があるはずなんだよ！

　世の中には自滅するような城だってあるはずだし！

　そんな事を話して歩いていると、いつの間にかお城の城門に辿り着いていた。

　城門前には兵士が何人もおり、厳重に見張りをしている。

「これ……近づいていいものなのかな……？」

「何かピリピリしてる気がする」

　やっぱり吸血鬼が来るってことで警備が厳しいんだろうね。

　お城に入れる雰囲気ではないため、諦めて来た道を帰ろうとすると城門前の兵士に声を掛けられた。

「おいそこの２人」

「はいっ！」

「お前たち見ない顔だが……異邦人か？」

「そっそうです！」

　急に声を掛けられたので少し声が裏返ってしまう。

　ルカなんて完全に固まって私の腕にしがみついてるし。

　兵士の方も、こちらが緊張したり怖がっているのが見てわかるため、少し対応に困っているようだ。

「怖がらせてしまったのならすまない。こちらも仕事なのでな」

「はっはい！　大丈夫です！」

「それで話というのは、お前たちが異邦人なら陛下からお連れするように命を受けていてな。予定は大丈夫か？」

　えっ？　陛下？

　陛下ってあの陛下？

　王様とかいう意味での陛下？

　この国で言うと女王様だよね？

　なんで!?

「えっと……女王さ……陛下は何で私たち異邦人を……？」

「詳しくは陛下から伺ってほしいところだが……理由ぐらいは説明すべきだろう。端的に言えば吸血鬼に関することで陛下からお願いがあるとのことだ」

　まぁ兵士よりも自由に動けるプレイヤーの方が情報収集はできるかもしれないもんね。

　そういう意味でお願いするのだろう。

「ルカ、別にいいよね？」

「ん、問題ない」

「では案内する。ついてきてくれ」

　兵士が合図すると城門が開き、私たちは案内の兵士について城内に入った。

　城内には兵士がより多くおり、戦の準備も行っているように見えた。

「アリス、アリス。本物のメイドさん」

　ルカが表面上は無表情だが、興奮した声を出して私の服の裾を引っ張る。

　案内の兵士もルカの様子に困惑するが、平静を保って私たちを女王様の部屋まで案内する。

　女王様の部屋の前には、近衛兵であろう他の兵士に比べて身なりが整った人たちが両脇に待機していた。

　案内の兵士はその人たちに歩みを止めさせられる。

　そして、その場で要件の旨を発した。

「異邦人の御２人をお連れ致しました！」

「了解した。後は我々が受け持つ。下がっていい」

「はっ！　失礼いたします！」

　そう言って案内の兵士は下がっていった。

　私たちは近衛兵の２人に観察される形でまじまじと見つめられた。

「……では陛下にお目通りをしてもらう前に武器を預かる」

「はっはいっ！」

　私たちは近衛兵に武器を渡す。

　そして私たちのボディーチェックをいつの間にか近くにいたメイドたちが行い、私たちは入室を許可された。

　部屋に入ると、所謂謁見の間という空間なのだろう。

　漫画等で見るような広い空間に、入口から一直線に玉座まで絨毯が敷いてあり、その絨毯を避けるように等間隔で左右に近衛兵が一列に規則正しく立っていた。

　やばい、なんかすっごく緊張してきた。

　だからルカ、そんなにしがみつかないで私も今一杯一杯だから！

「ではどうぞ」

「はひっ！」

　先程私たちの対応をした近衛兵が、私たちを連れて女王様の座る玉座の前まで歩く。

　そして近すぎず遠すぎずの距離で止まり、左膝を立て右膝右拳を床に付けて下を向き、左拳を腰に付けて跪いた。

　私とルカも急いで目の前の近衛兵の真似をして跪く。

「陛下、異邦人をお連れ致しました」

「ご苦労様。貴方は元の持ち場に戻りなさい」

「はっ！」

　そう言って近衛兵は立ち上がり、元の持ち場へと戻っていった。

　だが、私たちはこの後どうすればいいのかわからず、跪いたまま固まっていた。

「顔を上げなさい」

　女王様の言われるままに私たちは顔を上げる。

　そこには金色の長い髪をした綺麗な女性がいた。

　ぱっと見だが、見た目は30代前半ぐらいのお姉さんで、白を基調とした豪華なドレスを着ており、その着こなしがまさに女王様という感じだった。

　でも目がちょっとキリっとしてて、インテリ教師っぽくて怖いかも……。

「っ!?　貴女……」

「えっ？」

「いえ、何でもないわ」

「はぁ……？」

　今私を見て驚いた？

　気のせいかな？

　一瞬驚いたような表情をしてた気がしたけど……。

「今日貴女たち異邦人を呼んだ理わ由けは聞いてるかしら？」

「はい……。簡単ですが吸血鬼について話があると……」

「えぇ、その通りよ。それで私からのお願いというのは、この国を襲う吸血鬼を見つけて退治してほしいということよ」

「えっと……少しよろしいでしょうか？」

「何かしら」

「吸血鬼のアジトがこの国を含めた周辺四ヶ国で見つかった、っていうのがあるんですが、そういうことではないのですか？」

　女王は私の話を聞いた後、一息ついて話を続ける。

「えぇ、違うわ。確かにその吸血鬼のアジトもそうだけど、私がお願いしたいのはその吸血鬼たちの頭よ」

「頭……ですか？」

「この国で情報収集してたのなら聞いたかもしれないけど、昔この国は吸血鬼を排斥した。そして、その生き残りが復讐しにきているのよ。その生き残りを退治してほしいのよ」

「陛下っ！　そのような事まで話してもよろしいのですか!?」

「構わん。遅かれ早かれ知られる事だ」

　過去の話を話した事に驚いた重臣であろうおじさんが女王様に問いかけた。

　それより今の話が本当だとすると、各国にあるアジトは囮で、この国を襲うのが本命ってこと？

「それで、その吸血鬼の数はわかるのですか？」

「……１人だ」

「えっ……？」

「そのたった１人の吸血鬼に母上も祖母も殺められた……。しかも顔も変えているらしく、手がかりが全くないのが現状だ……」

　女王様は右手で顔を押さえて辛そうな表情をする。

　親の仇の足取りすら掴めていないのだ。

　無理もないだろう。

「……すまない、話が逸れたな」

「いえ……」

「重ね重ねになるが、貴方たち異邦人にはその吸血鬼を退治してほしい」

「はっはい！」

「……我が国と関係ない者に頼むことをすまないと思っている……。だが私の代でやらねばあの子が……」

「あの子……？」

「なんでもない。話は以上だ。頼んだぞ」

「はい……」

　女王様が洋鈴を軽く鳴らすと、先程の近衛兵が側に来て私たちを部屋の外まで案内した。

　退室した私たちはそのまま城門まで案内され、城の外に出た。

「アリス、どうする？」

「どうするって言われてもねぇ……」

　少なくとも、兵士じゃ相手にならないぐらいの強さの吸血鬼ってことでしょ？

　ということは、スキルレベルとかが高いってことだから、地道に街の人に【鑑定】掛けて捜すとかしかないかなぁ……？

「６日で捜しきれるかなぁ……？」

「手分けして捜す？」

「ルカも【鑑定】あるんだっけ？」

「ある。ってことは鑑定しまくり？」

「たぶん正体隠してるだろうし、そういうのをやるしかないかなぁ？」

「問題は【偽称】系使われてたら、どうしようもない」

「【偽称】？」

　ルカ曰く、名前やステータスを偽るスキルらしい。

　恐らくレヴィの【偽りの仮面】と似たようなスキルなんだろう。

　まぁそうだったらそうと諦めるしか……。

「でも怪しい人の候補としてはできるかもしれないし、逆に普通の人ならスキルも少ないからそういうので判断できるかもよ」

「ん、頑張ろ。でも２人して街の中捜すのも非効率かも」

「じゃあ……ルカは街中で、私は郊外捜してみようかな」

「え……」

　ルカがあからさまに嫌そうな顔をする。

　人混み嫌いだもんね……ルカ……。

「じゃあ昼間は私が街中で、夜は郊外っていう風に交換する？」

「ん、それなら大丈夫」

「その前に宿とか決めておかないとね」

「２人一緒の部屋になるところがいい」

「はいはい、じゃあそこ探さないとね」

　宿……そこまで高くないといいなぁ……。

　２人一緒の部屋に泊まれる宿を見つけた私とルカは、ベッドの上で軽くゴロゴロしながら予定を話す。

「えーっと、今が午後２時頃だから、５時ぐらいまでは私が街中かな？」

「ん。３時間交代ぐらいでいいと思う」

「じゃあ夜８時には宿に合流しよっか」

「わかった」

　さて、お互いの行動時間も決まった事だし早速行動に移ろう。

　ルカと別れた私は、まず日中あまり出歩かないような人がいるかの聞き込みをしてみた。

　吸血鬼だとすると、日中での活動はあまりしないのではという考えの下だ。

　流石に街の人全員を鑑定してたらいくら時間があっても足りない。

　だが、聞き込みを続けてもそういった怪しい人物についての情報が全く上がってこない。

　普通ならスラム街やそう言った黒い部分があるものなのだが、この国は善政を敷いているのか、そういったのがないようだ。

　まったくもって感心する。

　しかしそうなると、潜伏している吸血鬼を捜すのが困難となってしまう。

　そこで次に歳をとっても容姿があまり変わらないような人がいないかどうかを尋ねてみた。

　潜伏して住んでるにしても、数年前から顔も変えずにいたら誰かしら不審に思うはずだ。

　だが、それならそれで先程の聞き込みで情報が出てくるはずなのだが……。

　まぁ結果からして何も情報は得られなかったわけである。

　仕方なく、すれ違う人たちを片っ端から【鑑定】してみているが、全くと言っていいほど怪しい部分がない。

「流石に森とかに潜まれてたらどうしようもないんだけどなぁ……」

　とはいえ、女王様のあの口振りからすると城下にいると思うんだけどなぁ……。

　いや、ある程度怪しまれずに行動できる職業がある。

　商人や吟遊詩人などならある程度の自由は保障されてるし、商人にいたっては発行書みたいなのがあれば国の中に自由に入れる。

　となれば、そういう発行履歴とかが女王様のところにあるかもしれない。

　善は急げということで、私はもう一度お城へと向かった。

「ん？　どうした。何か忘れ物か？」

　お城に着くと、私を案内した兵士が声を掛けてきた。

「いえ、女王様にちょっと他から来た商人とかの履歴が見れるようなものがないかなーって……」

「履歴……？　ちょっと待ってろ。どうするか聞いて来る」

「あっありがとうございます」

　そう言って兵士は城内へと入っていった。

　十数分後、先程の兵士が戻ってきた。

「流石に人伝で見せられるような物ではないので、直接女王様にお話ししてみろ。話はできるように通してある」

「わかりました。ありがとうございます」

　私はお礼を言って、城内に入る。

　道は先程来たばかりというのもあるので覚えているため、迷わずに謁見の間に辿り着けた。

　途中他のプレイヤーに出会ったが、お互い特に話しかける事はなく、そのまま進んだ。

　そこで部屋の前の近衛兵に声を掛けられる。

「話は既に伺っている。入れ」

「はっはい！　失礼します！」

　私は言われたまま謁見の間に入った。

　先程会った時と同様に、女王様は玉座に座っていた。

　私は先程と同様の距離まで近づいて頭を下げて跪いた。

「顔を上げなさい」

「はい」

「それで話は兵士から聞きましたが、商人の入国履歴が見たいと？」

「えぇそうです」

「理由を聞かせてもらってもいいかしら？」

「はい。先程まで聞き込みを続けてましたが、特に怪しい人物についての情報は得られませんでした」

「そうね。もしいたら私たちが先に目を付けてますもの」

「はい。そう思って別の観点から考えてみました」

「別の観点？」

「はい。もしかすると吸血鬼は襲撃前にこの国に入っているんじゃないかなと思いまして」

「それで商人が怪しい……ということね」

「はい。商人ならば、商売許可証などがあれば国に入る事は可能じゃないかなと思ったので、その入国履歴が見たいと思いまして再度こちらに伺いました」

「なるほど。面白い考えね」

　そう言うと女王様は少し考え、話を続けた。

「いいわ。閲覧を許可しましょう」

「ありがとうございます」

「それと、どの日を基準とすればよいかわからないだろうし、王族の死亡日を記載した物を特別に見せてあげましょう」

「いいんですか？」

「問題を解決するためには何だって利用するつもりよ。勿論異邦人さえもね。……軽蔑したかしら？」

「いえ……。私も経験ありますから……」

　私は自分の胸に手を当てて少し目を瞑る。

「そう……。では保管庫の案内を付けるわ」

　女王様は近くにいた近衛兵に、私の案内をするように指示をする。

　指示を受けた近衛兵が私の側に近づいてきて、保管庫へ案内する。

　保管庫に案内されて中に入ると、そこには司書さんらしき人がおり、近衛兵が目的の資料を出すように指示をする。

　指示を受けた司書さんが私の目的である商人の入国履歴の資料と、王族の死亡日を記載した物を持ってきた。

　この情報を悪用しないか、近衛兵と司書さんが私を見張っている。

　おそらく紙とかの記録媒体などに残させないようにするのだろう。

　少し見られて緊張するが、気合を入れて資料に目を通す。

「えーっとまずは王族の死亡日からっと……」

　見る場所は女王様が言っていた祖母とお母さんの死亡日だ。

　吸血鬼に殺されたということなので、その日を基準として考えるべきだろう。

　えーっと、この最後の記録が女王様のお母さんだから……これとこれか。

「ふむふむ……」

　年と日はわかったから、今度は商人の方の情報と照らし合わせる。

　照らし合わせてみたところ、女王様のお母さんと祖母の死亡日と商人の入国日が近い人が何人かいた。

　でも、女王様のお母さんも祖母も結構若い頃に殺されてるんだなぁ……。

　２人とも30代前半で鬼籍に入ってるしなぁ……。

　そういえば女王様も30代っぽかったけど、何かこの年齢に関係があるのかな……？

「っと、危ない危ない」

　脱線しそうになったため、改めて資料を見る。

　えーっと、祖母の方で被ってるのはこれで、お母さんの方はこれ……と。

　それで両方に被ってる名前は……この人か。

「あの、容疑者……とまでは言えないんですけど、怪しいかもっていう商人の名前を書いて女王様に見せたいんですけど、紙とか書くものって……もらえたりは……」

　近くで見張っている司書さんに声を掛けて、紙とか書くものがあるかを聞いてみる。

　司書さんは近衛兵に相談し、許可が出たため紙と筆を持ってきてもらった。

　その持ってきてもらった紙に、先程挙げられた名前と情報を書き連ねる。



「ということで、候補みたいなのを挙げてみました。参考になれば……と……」

　私は名前を書き連ねた紙を近衛兵を通じて女王様に渡した。

　それを女王様はじっと見つめている。

「ふむ。短時間でよくまとめられている。それで、貴方の考えでは誰が怪しいと思っているのかしら？」

「やはりどちらにも名前がある商人ではないかなと思いますが、調べた限りでは一定の期間毎に来ているのでなんとも言えません。ですが、そこに書かれた商人を調べるのはありじゃないかなとは思います」

「そうね。一方的に疑うのも良くないわ。参考にさせていただくわ」

　そう言って女王様は見ていた紙を近衛兵に一度渡して私に返す。

　私は返された紙を手に持ってぽかーんとしてしまった。

「内容はもう覚えたからいらないわ。あとは貴女が使いなさい」

「はっはい！」

「これで調べたい事は全部かしら？」

「はい。でももしまた別の事で気づいた点があったら伺ってもよろしいですか？」

「構わないわ。でも内容によっては許可できない事もあるのは承知なさい」

「それはもちろんです」

　流石に国宝を貸してくれとかそんな事は無理だしね。

「では私からも１ついいかしら」

「えっえぇ……」

「貴女って腕は立つのかしら？」

「腕ですか……？」

　んー……腕が立つの基準がどの程度のものなのかがわからないから何とも言えないけど……。

「そこそこ立つんじゃないかなとは思いますが……」

「なら明日お城の方に来なさい。模擬戦で判断しますから。よろしいですね？」

「はっはい……」

　さすがに近衛兵に囲まれているこの状況でＮｏとは言えず、私は止むを得ず了承した。

　私がお城から出た時には、既にルカとの交代時間を過ぎて夜８時を越えており、ルカが心配してＰＴ情報の座標を基にお城まで迎えに来ていた。

　ルカも私の事で城に入るわけにもいかなかったようで、じっと城門の横で体育座りをして待っていた。

　ルカと一緒に宿に戻った私は、少し不貞腐れたルカをなだめて１日目を越すこととなった。



　で、何でこんな事に……。

「うぉぉぉぉ！」

「ふっ！」

　私は正面から斬りこんできた兵士の攻撃を避け、胴に１撃入れる。

　１撃と言っても、木刀だからそこまでダメージはないはず……。

「参りました」

　兵士は片足を突いて降参する。

　それを見た周りがわぁっと歓声を上げる。

　私は手に持っている木刀を腰に差して元いた立ち位置に戻る。

「よし！　次！」

「はっ！」

　何で私が兵士の訓練相手をする事に……。



　時は少し前に遡る。

　前日、お城に来いと言われた私は、ルカに街の捜索をお願いしてお城へと向かった。

　話は通っていたようで、私が城門に来ると門を開けてもらい、城内へと案内された。

　そして案内された先は訓練場であった。

　しばらく経つと、女王様が現れ、用意されていた椅子に座る。

「さて、昨日も言いましたが、貴女の実力を模擬戦で試させてもらいます」

「はぁ……」

「では騎士団長。人選は貴方に任せます」

「了解いたしました！」

　騎士団長と呼ばれた少し渋めのおじさんは、近くに控えていた騎士に指示を出す。

　指示を出された騎士は、鎧を脱いで軽装になり、鋼の剣の代わりに木製の剣を手に持った。

「ではこちらから好きな武器をお選びください」

　騎士団長とは違う騎士が私の側に木箱を持ってきた。

　その木箱を開けると、中には様々な木製の武器が詰まっていた。

　武器の種類を調べていると、まさかの刀に似た形状の物がいくつかあったので、できるだけ普段使ってる物に近いものを探した。

　そして、奥の方にあった私の使っている脇差の長さとほぼ同じのを取り出す。

「ではルールは相手に１本入れた方を勝ちとする！」

　って、ルールも決められてる!?

　てか１本か……。

　なら素早く懐に入って一閃って方がいいよね。

「よろしくお願いする」

「あっこちらこそお願いします……」

　私たちはお互い武器を構える。

　お互いの距離はおよそ５ｍ。

　後は騎士団長の始めの合図を待つだけだ。

「……始めっ！」

「はぁっ！」

「なっ!?」

　開始の合図と同時に、私は思いっきり踏み込んで相手の胴目掛けて武器を振るう。

　相手はいきなりの事で動けなかったが、さすがは鍛えられている騎士なのだろう。

　咄嗟に胴を武器で守ろうとした。

　だが、私の方がＳＴＲが高いのもあるせいか、または勢いのせいかはわからないが、相手のガードを吹き飛ばし、続けて胴に１本入れる。

　その瞬間、周りが静寂に包まれた。

「……あれ……？」

　何かやっちゃった……？

　あまりの静かさに、私はオロオロして周りをキョロキョロする。

「すっ……すげぇぇぇ！」

「っ!?」

　突然の歓声に私はびくっと反応する。

「ほう、小柄で素早そうとは思っていたが、不十分とはいえダレンの防御を抜くとはな。意外に膂力があるのだな」

「まっまぁその……」

　一応ＳＴＲ上げてるから多少は……。

「ふむ……」

「？」

　チラッと女王様の方を見ると、何か考えるような仕草をしていた。

「では次の者、前へ」

「はっ！」

「って、次!?」

　何故か連戦し始めた私は、先程の女王様の仕草などすぐに意識の外に追いやられた。



「はぁ……はぁ……」

「異邦人の少女よ、兵たちの訓練相手をしてくれてありがとう」

「疲れました……」

「ハッハッハ。だが全て完勝ではなかったか。その年でよくやるものだ」

「そうは言われても……」

　もう50人くらいとやってから数えるのがばからしくなって、私は考えるのをやめたよ。

　そしてただひたすら１本を取るマシーンと化してたよ……。

「それで、女王様は私の腕をどう評価したんですか？」

　私の実力を判断するためにお城に呼んだんだからせめて結果ぐらいは知りたいよね。

「その事か。特には言っていなかったが、満足そうな顔をなされていたぞ？」

「満足ってことならよかったのかな……？」

　でも、何で私の実力が知りたかったんだろう？

「さて、もうすぐ日が沈む。また兵の稽古をしてくれるなら歓迎だぞ」

「もう結構です！」

　あんなのを数日させられたら発狂しちゃうよ……。

　知り合いでもなんでもないから気を使うし……。

　まぁ残りの数時間、少し探索してから宿に戻ろうかな。

　一応ルカに８時には宿に戻るって連絡してっと。

「では、失礼します」

「あぁ、気をつけてな」

　さて、街の方はルカが見たって言ってたし、どこ探索しようかなぁ……。

　ふと周りを見て、謎の川の中にあるお城がどうしてか気になった。

「そういえばルカもお城は見てないって言ってたし、ちょっと探索してみようかな」

　少しかっ飛ばせば日が沈む前に到着しそうだしね。



　さて到着っと。

　予想通り日が沈む前に湖？　川？　のお城の周辺に着くことができた。

　まずは周辺探索だね。

　私はぐるっと一周回って変なところがないかを見る。

　どうやらお城の中へと入る道は一本のようで、上流と下流の間には橋が架かっていなかった。

　おかげでわざわざ川の中に入って向こう岸まで移動する羽目になった。

　しかも２回。

　夕暮れだから冷たいんだよ!?

「入口はここぐらいかな？　でも変な足場だなぁ」

　２ｍの石の足場が等間隔にお城まで延びているのだが、その足場の間は水が流れており、足を滑らせたら水の中へ落ちてしまうような作りになっていた。

　もしかしたら水の中に何かあるのではないかと思い、水の中に潜ってみるが、特に何かおかしな点は見つからず、仕方なく陸地に戻った。

　陸地に戻った頃にはもうすっかり日も暮れており、辺り一面真っ暗となっていた。

「そろそろルカも心配するだろうし、戻ろうかなー」

　宿に戻ろうと足を進ませようとしてふと足を止める。

「今のは……明かり……？」

　今お城から明かりが見えたような……。

　もしかしてあそこには誰かいる？

　そして私は考える。

　あのお城の場所……。

　そこに建てる意味……。

　敵に攻められにくくするため……？

　いや、それなら堀が深い城にすればいい。

　では何か。

　私は１つの仮説を立てる。

　あのお城は吸血鬼を封じ込めるための城ではないかと。

　となるとこの川のような地形の説明も付く。

　吸血鬼は流れる水を渡ることはできない。

　だからこそこの地形なのだ。

　ということは……まさか……！

　私は血の気が一気に引く。

　確かに街の中にはそれらしき人物は見つからなかった。

　でもこの国で捜していない場所が１つあった。

「この事を急いでルカに……!?」

　立ち上がろうとした瞬間、何かに背後から身体を締め付けられた。

　そして次の瞬間には左の首筋に痛みを感じた。

　身体がしびれてきて意識も朦朧としてくる。

　私は必死に顔を横に向けて相手の顔を見ようとする。

　だが、ちらりと見えた顔に私は驚愕する。

「っ!?　なん……で……あな……た……が……」

　そして私の意識は闇へと沈んだ。



　アリスがいつになっても帰ってこない。

　もう既に８時を回っているのに。

　私はベッドの上でゴロゴロしながらアリスの帰宅を待つ。

　こっちは情報何も手に入らなかったし、アリスと相談しないといけない。

「アリスぅ……」

　２人部屋なのに１人でいるのは寂しいよ。

　すると突然ＩＮＦＯの音が鳴った。

　てっきりアリスからのメッセージかと思った私はその内容を見て驚く。

「何……これ……」




　─ＩＮＦＯ─

　プレイヤー：アリスとのＰＴリンクが切れました。

　条件を満たすまで、プレイヤー：アリスはＰＴから外れます。

　※他のプレイヤーとＰＴを組む場合、最大人数が６名までとなります。

　※条件を満たした場合、ＰＴにプレイヤー：アリスが再編入します。



「ここは……どこ……？」

　気が付くと私は何もない真っ暗な空間にいた。

　適当な方向に歩いてみるが、何にも当たらずただ空間が広がっているような感覚だ。

　すると奥の方に薄っすらと火の明かりと人影が見えた。

　私は奥へと走って近づく。

　近づくにつれてその人影が誰かわかった。

「ショーゴ……？」

　だがショーゴは返事もせず、こちらを振り向こうとしない。

　私はショーゴの肩に手を掛ける。

　するとショーゴはそのまま前のめりで倒れる。

「えっ……？」

　倒れたショーゴの顔を見ると、口から血を流しているのがわかった。

「ショーゴ！　ショーゴ！」

　私は必死にショーゴの身体を揺らすが、反応が全くない。

　そして身体の方をよく見ると、ショーゴの身体は血まみれになっていた。

「何……これ……」

　すると今度は後ろに誰かが立っている気配を感じ、後ろを振り向く。

「リン……？」

　顔は見えなかったが、装備しているのがリンの物と一致していたためリンの名前を呼ぶ。

　だがリンもショーゴと同様反応はせず、次の瞬間にはこちらに倒れてきた。

　咄嗟にリンを抱き抱えるが、水が垂れる音が辺りに響く。

　私は恐る恐るリンの顔を見る。

「リン……嘘でしょ……？」

　リンもショーゴと同様に口から血を流し、身体中からも血を流していた。

　そんな状態のリンを抱えていた私の身体も、徐々に血に染まっていく。

　そして一気に私の周りに何人もの気配が現れ、顔を上げた瞬間、それらの人々は水飛沫の音を鳴らして倒れていった。

　その倒れた人の顔を見て私は驚愕する。

「ルカ……海花……それにアルトさんに団長さんまで……」

　一体何が起こってるのかわからない。

　まるで悪夢を見せられているようだった。

　そして気が付くと私の目の前に鏡が現れた。

　そこに映っていたのは……。

「そんな……」

　牙を生やし、その牙から血を垂らしている私の姿が映っていた。

「違う……私じゃない……私じゃない！」



「はっ!?」

　目を開けると先程の風景とはガラリと変わり、血だまりの空間ではなく、少し暗めだがランプの明かりが灯っている部屋の中で、天蓋の付いたベッドの上に私は横たわっていた。
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「はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……」

　服が冷や汗で濡れてて少し服が気持ち悪い……。

　ホント……嫌な夢見た……。

　あんな夢……冗談でも見たくなかった……。

　それにしても……。

「ここは一体……」

　起き上がり部屋の中を見てみるが、最低限の鏡や机などの装飾品しか置いておらず、部屋の中には私しか見えなかった。

　とはいえ、この天蓋付きのベッドは高そうだし、結構お金のある人の家なのだろう。

　そうだ、まずはルカに連絡しないと。

　そう思いルカにメッセージを送ろうとするとエラーが発生し、お知らせが表示された。




　─ＩＮＦＯ─

　現在、システムとステータス、スキルやアイテムの一部を制限しています。

　※条件を満たした場合、制限は解除されます。




　システムやスキルだけじゃなくてアイテムも制限？

　ということは……。

「おいで、レヴィ」

　だが、レヴィは出てこず、何も反応はなかった。

　となると、召喚系のアイテムやスキルは使えないってことだろう。

　スキルも戦闘系は軒並みダメで、使えたとしてもサブスキル系の内、戦闘には役に立たなさそうなのばかりが使用可能となっていた。

　さてどうするべきか。

　一先ず部屋を出てみよう。

　私はベッドから出て扉のドアノブを握る。

　ドアノブを回して手前に引くと、鍵は掛かっておらず、引っかかる事無くドアを開ける事が出来た。

　ドアの隙間から外を覗き見てみるが、外には誰もおらず、ただ明かりが灯されている通路が見えただけであった。

　左右を確認して部屋を出てみたが、特に何かいるわけでもなかったため、少し通路を歩いてみることにした。

　通路の壁には、肖像画や綺麗な絵がいくつも飾ってあり、裕福な家である事は天蓋付きのベッドの事とあわせて判断できた。

「それにしても誰とも会わないなんてね……」

　正直誰かしらには出会うと思っていたのだが、当てが外れたようだ。

　道中部屋がいくつかあったが、どれも鍵が掛かっていたり、中には誰もいない部屋しかなかった。

　しばらく歩くと階段がある場所に辿り着いた。

「んー……」

　出口があるであろう下に行くのが無難そうだけど、今回に至っては条件をクリアしないと制限が解除されないとなると、すんなり脱出はできないだろう。

　となると、上を目指して親玉とかその条件の対象に出会う必要があると思う。

　なので私は階段を下りずに上へと上がった。

　階段を上がると、先程のような通路が広がっていた。

　先程から感じていたが、やはり外の様子を見られるような窓が全く見られない。

　完全に外部からの情報を得られないようにした造りの屋敷のようだ。

「って……あれ？」

「っ!?」

　歩いている私の目の前に、金髪の小学生ぐらいの女の子が現れた。

　だが、私を見ると同時に逃げ出してしまった。

　私も女の子を追いかけるが、ステータスが制限されてるため、うまく追いつけない。

　だが彼女はちょうど行き止まり近くの部屋に逃げ込んだようだ。

　私はゆっくりとドアノブに手を掛け、一呼吸ついてから部屋の中に入った。

　少女はベッドに隠れ、こちらを窺っているように見えた。

「貴女……誰……？」

「えっと……」

　誰と言われても……場所もわからないんだけどなぁ……。

「私はアリス。でもここはどこなの？　私気づいたらここにいて……」

「気づいたら……？　ここは湖畔のお城だよ？　許可がないと立ち入りは禁止されてる場所だよ？」

「湖畔……ってことはあの川みたいな湖みたいなところの中心にあるお城？」

「そうだけど……。お姉ちゃんどうやってここに入り込んだの？」

「どうやってって言われてもな……」

「それは私がここに運んだからですよ」

「っ!?」

　背後で声がしたため、咄嗟に前に跳んで後ろを向く。

「お母様！」

「あなたは……！」

　私の背後にいた人物、それはこの国の女王様であった。

　少女は女王様に駆け寄り、抱き着く。

　女王様は少女の頭を撫でつつ、こちらを向く。

「まず初めに、手荒な真似をした事を謝罪します。ですが、この城について知ってしまった貴女を帰すわけにはいきませんでしたから。それに、血を食らう鬼に魅入られし貴女は私にとっても都合がよかった」

「血を食らう鬼に魅入られ……？　どういう事ですか？」

「自覚がない……というよりは、気づかない内にそうなっていたということですか。何か吸血鬼に血を吸われたり彼らの書物を読んだとかはありませんか？」

「書物……あっ！」

　書物と言われれば１つ思い当たる節がある。

　おそらくあれを読んだため、女王様の言う血を食らう鬼に魅入られたのだろう。

「ですが、貴女がその呪いを受けていたおかげで、居場所がわかったのですから結果的には良かったのでしょう」

「呪い……ですか？」

「えぇ。しかし、立ち話も何ですし、私の部屋で話しましょう。メアリもついてきなさい」

「はい、お母様」

　一体、何がどうなっているんだろう……。

　これは気合を入れないといけないかもしれないね。

　女王様の部屋に案内された私は、そのまま指示に従って椅子に座る。

　すると私の席の前に、執事さん……と言っても結構なお年のおじいさんが入れた紅茶が置かれた。

「別に毒など盛っていないから安心して飲みなさい」

「はぁ……」

　私は言われるまま、頂いた紅茶を飲む。

「っ！」

　この紅茶美味しい！

　やっぱり茶葉とかが違うのかな？

　っと、いけないいけない。

　紅茶の美味しさに騙されるところだった。

　私は紅茶のカップをテーブルに置いて女王様を見つめる。

「さて、ではどこから話しましょうかね」

「えーっと……そこの執事さんは……」

「大丈夫ですよ。彼は祖母の代から我が家に仕えている者です。勿論事情は知っています。ですが気になるようなら一度出ていってもらいましょう」

　女王様が紹介すると、執事さんは私に対して一礼し、部屋から出て行った。

「じゃあ、先程言ってた呪いの事について教えてください」

「いいですよ。ですが１つ訂正しておきましょう。血を食らう鬼に魅入られたというのは、正確には呪いと言うよりはマーキングといった方がいいかもしれませんね」

「マーキング？」

「えぇ。魅入られたという事は、吸血鬼から獲物にされるということなのです。そして、その獲物の位置がわかるようになってしまうのです」

「ということはあの湖で私が襲われたのは……」

　女王様はコクンと頷いた。

「貴女も吸血鬼に魅入られていた事は一目見たときからわかりました。そして一度見つけたからには、貴女の居場所を私は全て把握していたのです。ですが把握と言ってもある程度といったところですけどね」

「そういう意味で逃げられないということですか」

「えぇ。そして最も厄介なのは、血を吸われてしまうとその吸血鬼にぼんやりしていた居場所すらはっきりとわかってしまうのです。なので私はもう逃げられないのです」

　ってことは、私は女王様に血を吸われたから居場所がバレバレになってしまったのか。

　だから私がメアリちゃんを追いかけても迷う事なく捜せたのか。

「ですが１つ気になる点があります」

「何でしょうか？」

「吸血鬼がマーキングを付けた事はわかりました。ですが、女王様の言い方だとまるで自分が吸血鬼に狙われているように感じましたが……。女王様が件の吸血鬼ではないのですか？」

「いえ、違います。私は吸血鬼からマーキングと、血を吸いたくなる欲求、そして女の子しか産めなくなる呪いを与えられたのです。また、眷族をつくることなどはできません」

　与えられた？

　なんか話がわからなくなってきたぞ？

「少し混乱させてしまいましたね。簡単に言えば、私たち歴代女王は吸血鬼に呪いを掛けられ、狙われているということです」

「歴代……ですか？」

「えぇ。今はメアリはまだ呪いに掛かっていません。ですが、私が襲われて殺された後、メアリに呪いが掛けられるはずです。私もそうでしたから……」

「末代まで祟るっていうのとは少し違う感じですね……」

　王族を根絶やしにするつもりなら、わざわざ女の子だけにしても産ませなくすればいい。

　でも吸血鬼はわざわざ子供を産ませるようにしている。

　ここがよくわからない。

「少し話を戻します。吸血鬼は女王が子を産み、娘がおよそ六歳程になるまでは手を出しません。ようは見た事や聞いた事を理解できるまで待っているということです。そして理解できるようになった頃を見計らって母である女王を襲います。その女王を殺した後に、娘に牙を立てて呪いを与えます。これが吸血鬼の行動の一連の流れとなっています」

「でもそうしたら子供を産まなかったら襲われないということではないんですか？」

「いいえ。吸血鬼はタイムリミットを突き出すんです。そのタイムリミットは、女王が30歳を過ぎるまでに子を産むこと、です。もしそのタイムリミットまでに達成できなかった場合は……」

　女王様は一呼吸置き、その内容を話した。

「我が国の国民全てを皆殺しにする……と……」

「なっ……!?」

　つまり自分を犠牲にするか、国ごと亡びるかを選べって事なのか……。

　確かにそれは私たちにも助けを求めたくもなるはずだ。

「そこで、今回異邦人である貴女方が大勢来てくれました。これは最初で最後のチャンスと私は考えました。ですが、下手に多くの異邦人を護衛に付けるのも吸血鬼を刺激するだけではないかと考えてしまいました。そこで、貴女のように限られた人数を護衛に付けようと思ったのです」

「それで私が選ばれたということですか？」

「貴女は腕も立つ。そして、呪いを受けている事を理由に保護していたという言い訳もできます。あちらからしたら呪いを受けている事は一目見ればわかりますからね」

　なるほど。

　だからさっき女王様は都合がいいって言っていたのか。

「そこで改めてお願いします。どうか、力を貸していただけないでしょうか？　勝手に誘拐してこんな事を言えたものではありませんが、せめて娘のメアリだけでも守っていただけないでしょうか……」

　女王様が私に頭を下げる。

　それを見たメアリちゃんも私に頭を下げる。

「えっと！　頭を上げてください！　女王様たちが大変な事に巻き込まれているというのはわかりました。それにこの国が滅ぼされてしまうとあっては私たち異邦人にとっても由々しき問題です。ですから、どこまでお力になれるかわかりませんが、私でよければお手伝いさせてください」

　いくら切羽詰まってるといっても、いつまでも国のトップに頭を下げさせてはまずいもんね。

　それにしても王族を滅ぼすわけでもなく、国を滅ぼすわけでもなく、ただ当代の女王様だけを狙うってのは少し引っかかるなぁ……。

　一族の復讐……だったら王族滅ぼすもんなぁ……。

　実は当時の王族の末路は知ってるが、納得できない部分があるからあのような条件を出している……ってのも変だし……。

　んーやっぱり情報が少なすぎるんだよね……。

「せめて女王様のお母さんとかおばあさんの遺体が綺麗なままで残ってたら、少しは手がかりがあるとは思うんだけどなぁ……」

「母と祖母のですか？　氷漬け状態でありますよ？」

「あるんですか!?」

　まさかの情報に逆にこっちが驚いてしまった。

　ふと思いついた事でも言ってみるもんなんだね……。

「でもなんで氷漬けに？」

「仮にも吸血鬼に殺されましたからね。アンデッドとして蘇ったりでもしたら大変ですからね」

　そういう理由で氷漬けにしていたのか。

　ってことは今回もし失敗したら、女王様も氷漬けに……？

　そんな事になったらメアリちゃんも悲しむだろうし、絶対に阻止しないと。

「では案内します。ついてきてください。メアリはどうしますか？」

「私はお部屋の方にいます、お母様」

「わかったわ。ではこちらよ」

　そう言って私は女王様についていき、先代の女王様たちが眠っている場所に案内された。

　私は女王様に連れられてお城の地下に案内された。

　螺旋階段を下りていると、次第に空気が冷たくなっていくのを感じた。

「少し……寒いですね……」

「氷が解けないように少し工夫をしていますからね」

　いくら地下とはいえ、断熱機構にしなければ次第に冷気は逃げていくからそういった工夫をしているのだという。

　そして階段を下りきると、厳重に鍵が掛けられた扉の前についた。

「ここが先代たちが眠る場所です」

　そう言うと、女王様は鍵を開けて扉を開いた。

　すると一気に冷気が飛び出してきて、私は少し身震いをしてしまう。

　女王様は特に気にする様子もなく、先代たちが眠る棺に手を掛けた。

「こちらが私の母、あちらが祖母のものとなります。どうぞご自由にお調べください」

「はっはい……」

　私は恐る恐る女王様のお母さんの方の棺を開く。

「えっ？」

　棺を開くと、そこには特に氷に包まれている様子はなく、ただ眠っている女性がいた。

　女王様から氷漬けにされていると言われていたため、てっきり氷の中にいるものと思っていたのだが、どうやら私と女王様の氷漬けの認識が異なっていたようだ。

「どうやら貴女の考えていた氷漬けとは違ったようですね。氷漬けと言っても、氷塊の中に入れているわけではなく、体表面から全身を凍らせているのです。これならば術者の負担を少なくできるとともに、大きさが小さくできるため強力に魔法を掛けることができたのです」

「なるほど……。それで……えっと……触っても……大丈夫ですか？」

「えぇ大丈夫です。さすがに氷が解けるほどの熱を持った行動を取られると困りますが……」

　いくら私でもそこまではしませんよ!?

　でも許可は得たし、さっそく……。

　私はゆっくりと氷漬けになっている肌に触れてみる。

　何故か下着以外服を着ていないまま氷漬けになっているため少し恥ずかしいが、今はその事は気にしないでおく。

　どうやら主な死因はこの胸……というより心臓の位置から背中に掛けて穴を開けられているのがそうだろう。

　身体を少し起こしてみて他の部分も見てみたが、他には傷痕が見られなかった。

「この胸の傷は何による物というのはわかりますか？」

「えぇ、その傷は吸血鬼の貫手によるものです」

「貫手……」

　となるとかなり高いＳＴＲということになる。

　でも貫手で背中まで貫通したとして、こんなに傷口が小さいものだろうか……。

　むしろ背中の傷口の方が大きいように見える。

「もう１人の方も見させてもらってもいいですか？」

「えぇ、構いませんよ」

　私は引き続き、女王様のおばあさんの方も検分した。

　やはりというか、なんというか、こちらも下着以外は身に着けていない状態だった。

　もしかして私が選ばれたのって女だからだったのでは？

　さすがに男の子にこれを調べさせるのはまずいもんね。

　気を取り直して調べてみるが、こちらも死因は心臓の位置に開けられた穴のようだ。

　他に傷痕がないことから、２人は同じく貫手で殺害されたのだろう。

　しかし、こちらも前の方が傷口が小さいように見えた。

　これは一体なんなのだろう……。

「ありがとうございます。おかげ様でお２人の死因はわかりました」

「何かわかりましたか？」

「申し訳ございませんが、吸血鬼の正体を掴む手がかりは……」

「まぁ……そうですよね……」

「ですが、吸血鬼の殺害方法はわかりましたので、対処方法を考えることはできると思います。それで、吸血鬼がどう襲ってきたのかお話を聞きたいのですが……」

「では私の部屋に戻りましょう」

　そして私たちは先代たちが眠る部屋から出て、女王様の部屋に戻った。

「それで襲撃時の話ですね」

「はい」

　部屋に戻った私たちは、椅子に座って新たに用意された紅茶を一口飲み、話を始める。

「女王様が子供の頃とのことなので、細かくはわからないと思うのですが……」

「確かにおぼろげなところもありますが、ある程度は覚えています。そうですね……私が覚えているのは吸血鬼には誰も歯が立たなかったことですね」

「歯が立たなかった？　強すぎたってことですか？」

「いえ、攻撃が効いていない……といった方が正しいですね。護衛の騎士が攻撃しても何食わぬ顔で前進し、母を手に掛けました……」

　耐久力が高いのか物理耐性が高いのかはわからないけど、無敵といったのはないはずだからきっと種があるはずなんだ。

　封印を解いたレヴィみたいに、高ＨＰによる回復量の多さだったりね。

　仮に無敵だったら今回のイベントは成り立たないはずだし……。

　まずはその謎を解く必要があるね。

　しばらく女王様と吸血鬼対策について議論を続けたが、どうにも良い案が出てこなかった。

　女王様も翌日の執務があるため、あまり長引いてしまうと困ると思ったので今日のところは一旦話を打ち切らせる事にした。

　そして私はしばらくこの城にいなければいけないため、私が休憩する部屋として客室を案内された。

「では護衛の件、よろしくお願い致します」

「はっはい」

「それと、貴女の消息はしばらく伏せさせていただきます。勝手な事とは思いますが……」

「いえ、事情が事情ですし仕方ありませんよ」

「ありがとうございます。それとこのお城の物なら好きに使ってくださって構いません。もし分からないことがあれば城の者に尋ねてください」

「わかりました」

「では失礼します」

「はい。女王様も無理をなさらないように……」

「お心遣いありがとうございます。では私に伝えたいことがありましたら、こちらにいる侍女に伝えてください」

　そう言って女王様は私のいる部屋から出て行った。

　私は用意された少し豪勢なベッドに横になり、今日話し合った事を整理する。

　まず女王様の殺害方法、そして狙う部位。

　そして攻撃が何故か効かないという事。

　この攻撃が効かない謎を何とか判明させないと……。

　資料か何かあればいいんだけど、何か手がかりを見つけれればいいんだけどね……。





［相変わらず］吸血鬼イベント専用掲示板Ｐａｒｔ１［イベントが忙しい］




１：名無しプレイヤー


　スレ立て

　情報どんどん書き込んでくれ




　～～～～～～～～～






67：名無しプレイヤー


　各国の方角にダンジョンが見つけられた模様

　どうやら撃破率によって最終日の襲撃具合が変わる模様

　通知をそのまま転記




　プレイヤーが吸血鬼のアジトを見つけました。

　アジトの撃破率によって襲撃時の吸血鬼の戦力が変化します。

　襲撃までの残り時間１４２：21：43

　北のアジト：０％

　東のアジト：０％

　南のアジト：０％

　西のアジト：０％




　これをいかに上げていくかが今回のイベントのポイント




　～～～～～～～～～






１８２：名無しプレイヤー


　二日目終了時点での現在の撃破率

　襲撃までの残り時間96：00：00

　北のアジト：21％

　東のアジト：15％

　南のアジト：17％

　西のアジト：12％



１８３：名無しプレイヤー


　北もう２割か　早えな



１８４：名無しプレイヤー


　＞＞１８３戦闘系ギルドが他より多めに行ってたからな　銀翼とかも北らしいし



１８５：名無しプレイヤー


　でもある程度は効率わかってきただろうし少しは速度上がるだろ



１８６：名無しプレイヤー


　北の一部は人数少し他に割くように話し合ってるらしいしな



１８７：名無しプレイヤー


　でもモンスターがグールとかアンデッド系はちょっと……



１８８：名無しプレイヤー


　臭いが辛い……



１８９：名無しプレイヤー


　ヒャッハー！　汚物は消毒だぁ！



１９０：名無しプレイヤー


　＞＞１８９マジで火系統でそれやってるやついて草生えるんだよなぁ



１９１：名無しプレイヤー


　＞＞１９０こっちでは某神父みたいに銀製武器持ってアーメンって叫びながらやってるやつ見たぞ



１９２：名無しプレイヤー


　＞＞１９１それ神父じゃないと思います（名推理



１９３：名無しプレイヤー


　やっぱり頭おかしいやつはいるんだな（褒め言葉



１９４：名無しプレイヤー


　んで武器の生産具合とかはどうなんだ？



１９５：名無しプレイヤー


　やっぱ吸血鬼関係だから銀武器をメインに鍛冶職が作ってるが、簡易とはいえまだ各国に出す分としては２割あればいい方じゃねえか？



１９６：名無しプレイヤー


　知り合いに聞いたところ、型を作るのと鉱石掘ってくるのと作られた型使って武器作製っていう３組に分かれてるらしい　正直採掘組人足りねえってさ



１９７：名無しプレイヤー


　輸送については各国にワープゲートが現れたから問題はないが生産数だな問題は



１９８：名無しプレイヤー


　まぁ型さえどんどんできればあとは量産可能になるらしいし、銀鉱石集めを手伝ってほしいのが本音だとよ



１９９：名無しプレイヤー


　それにしてもよく都合よく鉄鉱石と銀鉱石が大量に掘れる鉱山が近くにあったな



２００：名無しプレイヤー


　もともとのシチュエーションで配置されてたんだろ　じゃなかったら銀装備なんて揃わねえわ



２０１：名無しプレイヤー


　あとはポーションとかの作製だな　調合関係はどうなっているん？



２０２：名無しプレイヤー


　＞＞２０１そこについては交易都市に所属して売りまくろうとしてたやつらが大量に作ってるから問題ないだろうってさ

　まぁいかんせん少し効果が低めだがな



２０３：名無しプレイヤー


　時間もねえししゃーねえ



２０４：名無しプレイヤー


　復帰ありだし最悪ゾンビアタックだ



２０５：名無しプレイヤー


　ステ下がろうが突っ込んでいくお前ら好きだぞ



２０６：名無しプレイヤー


　そして自爆する模様



２０７：名無しプレイヤー


　＞＞２０６さよなら○さん……



２０８：名無しプレイヤー


　＞＞２０７○ャオズー！



２０９：名無しプレイヤー


　＞＞２０７＞＞２０８この流れでもボケられるお前ら歪みねえなぁ



２１０：名無しプレイヤー


　そういや西の国で女王様から頼まれた吸血鬼捜しってどうなってるん？



２１１：名無しプレイヤー


　＞＞２１０　全然　手がかりすらねえ



２１２：名無しプレイヤー


　＞＞２１０最終日に見つけて討伐っていうのが濃厚そうだけどな



２１３：名無しプレイヤー


　＞＞２１０個人的に全アジト撃破率１００％になったら出現するんじゃないかと予想



２１４：名無しプレイヤー


　んーまぁ情報がないから捜しようがねえしなぁ……



２１５：名無しプレイヤー


　吸血鬼となるとコウモリとかが定番だからとりあえず見つけたら倒すようにはしてるが……



２１６：名無しプレイヤー


　あとは犬か



２１７：名無しプレイヤー


　[image: ]わんわんお！



２１８：名無しプレイヤー


　うるせえ殴んぞ！



２１９：名無しプレイヤー


　犬と言えば犬耳少女とかの亜人まだ見ねえなぁ……



２２０：名無しプレイヤー


　モフモフ！



２２１：名無しプレイヤー


　＞＞２２０セクハラしてＢＡＮされて　どうぞ



２２２：名無しプレイヤー


　仕方ないね



２２３：名無しプレイヤー


　でもまぁ亜人種もどこかにいるんだろう　探さなきゃ（使命感



２２４：名無しプレイヤー


　定番的に考えると森でひっそりとか荒野とかだよな



２２５：名無しプレイヤー


　でも宗教的な迫害とかは聞いたことねえから辺境とかはないと思うんだがな



２２６：名無しプレイヤー


　＞＞２２５そういうのって過去の悪しき風習とかいうことでなかったことにしたりっていうのもあるから一概には言えねえと思うぞ



２２７：名無しプレイヤー


　そんな状態だったらわいが雇って保護する！



２２８：名無しプレイヤー


　俺が結婚してやんよ！



２２９：名無しプレイヤー


　＞＞２２８お前……消えるのか？



２３０：名無しプレイヤー


　＞＞２２９あれは泣いた



２３１：名無しプレイヤー


　おいおい話ずれてんぞ



２３２：名無しプレイヤー


　じゃあ話戻すついでに俺がついさっき入手した情報を１つ　西で吸血鬼探索してた首狩り姫が行方不明



２３３：名無しプレイヤー


　＞＞２３２ふぁっ!?



２３４：名無しプレイヤー


　＞＞２３２どういう意味!?



２３５：名無しプレイヤー


　＞＞２３２わいの記憶ではルカちゃんと一緒のＰＴだった気がするぞ!?



２３６：名無しプレイヤー


　詳しくはわからんが、そのせいでか病毒姫が半狂乱状態になってたっていう話だ



２３７：名無しプレイヤー


　まぁＰＴメンバーが突然行方不明になったらそら焦るわ……



２３８：名無しプレイヤー


　＞＞２３６んで今ルカちゃんの状態は？



２３９：名無しプレイヤー


　＞＞２３８人形姫が落ち着かせてたっていう話だ　今はもう寝てるらしい



２４０：名無しプレイヤー


　海花も実際気が気じゃなさそうなのにすげえな



２４１：名無しプレイヤー


　メンタルが強いからかもな　アリスちゃんに喧嘩売ったぐらいだし



２４２：名無しプレイヤー


　＞＞２４１そのことはもうやめて差し上げろ



２４３：名無しプレイヤー


　とりあえずまた情報はいったら書くわ



２４４：名無しプレイヤー


　頼むわー



２４５：名無しプレイヤー


　アリスちゃん無事だといいなぁ……











「ふぅ……」

「海花様、ルカさんの容態は？」

　ルカのいる部屋から出たあたしに、部屋の前で待機していたセルトがルカの容態を尋ねてきた。

「今は大人しく寝ているわ。落ち着かせるのは少し大変だったけどね」

「会った時にはアリスさんを捜しに行くと言って聞かなかったですしね」

「それも何とか落ち着かせてようやく静かになったのよ」

　急遽ルカからお姉様の消息がつかめなくなったという連絡を受けて、急いでルカの元に行った時にはあの子宿屋から飛び出しそうな勢いだったからね。

　あたしたちが何とか取り押さえて部屋に戻したけど、お姉様を捜しに行くと言って人の話を聞かないんだもん。

　あたしだって内心穏やかじゃなかったけど、お姉様がいなくてルカがこんなだったらあたしがしっかりするしかないじゃない。

　だから何とかルカを落ち着かせて大人しくさせないといけないと思った。

　詳しい話は朝起きたルカにゆっくり聞くことにする。

　こういうのは少し時間を置いた方がいいと思ったからだ。

「それにしてもアリスさん程の方が何もできず行方不明となると、敵はかなりの手練れかもしれませんね」

「えぇ。だからルカを１人で行かせるわけにはいかなかったのよ」

　これでもしルカまで行方不明になったらお姉様に合わせる顔がない。

「だからしばらくはルカと一緒に行動するつもりよ。皆にも単独行動は避けるように伝えて。あとこっちの国で活動する人にも注意するように伝えてあげて」

「わかりました」

　今あたしにできることはこれぐらい……。

　お姉様……どうかご無事でいてください……。



「ルカ大丈夫かなぁ……」

　この国の歴史などが書かれている書物を読みながら、急に１人にしてしまった友人のことを思う。

　１人で私を捜すために暴走していないだろうか。

　寂しくて泣かせてしまっていないだろうか。

　そんなことばっかり考えてしまう。

　だが、連絡が取れないため私が無事ということも伝えることができない。

　私は小さな溜息をつきながら机にもたれかかる。

　そして吸血鬼のアジトの撃破率を見る。

「この調子ならたぶん大丈夫だとは思うけど……」

　とはいっても、やはりこの国側の撃破率は他よりも低い。

　そして吸血鬼がこの国を狙っている以上、他の国とは違う何かがある。

　それを考えると早めにこの国の撃破率を上げておきたいところなのだが……。

「それを伝える手段もないからなぁ……」

　私はここにいること以外何もできないのが悔しい。

　しかし、ここで私がいなくなれば女王様の身も危険になることになる。

　だからここから離れるわけにはいかない。

　私は机にもたれかかりながら考えを巡らせる。

「…………」

「ん……？」

　ふとドアの方から視線を感じたので顔を上げて見てみると、そこにはメアリちゃんがドアと壁の隙間からこちらを窺っていた。

「どうしたの？」

「っ!?」

　私が尋ねるとメアリちゃんはびっくりして顔を隠してしまった。

「別に怒ってないから部屋に入ってきて平気だよ」

「…………」

　私がそう言うとメアリちゃんはゆっくりと顔を見せ、少ししてから部屋の中に入ってきた。

　そして私の対面となる椅子にちょこんと座った。

「それで、どうかしたの？」

「えっと……」

　言いにくい事なのだろうか、指をつっついたりもじもじしたりして中々話してくれない。

　まぁ言いにくい事は言い始めるまで時間掛かるもんね。

　メアリちゃんは意を決したのか、話し始めた。

「その……勝手にこのお城に閉じ込めて不自由をさせているというのはわかっています……。ですが、１つお願いをしたいのです……」

「お願い……？」

「お母様をどうか守ってあげてください！」

「えっ？」

「勝手な事を言っているのは百も承知です！　ですがどうかお願いします！」メアリちゃんは私に頭を下げてお願いしてきた。

　えっと……一体どういうことなんだろう……？

　こんな事にならなくても女王様を守るつもりではいたから、改めてお願いされることでもないんだけど……。

　おそらくメアリちゃんからしたら私は誘拐してきて監禁しているプレイヤーという認識なんだろう。

「メアリちゃん」

「はいっ！」

「別にそんなお願いされなくても女王様をちゃんと守るつもりでいるよ」

「えっ？」

「もしかして……私が机にもたれかかってたのを見て勘違いしちゃった？」

　私が問うと、メアリちゃんは少し顔を逸らして頷いた。

　どうやらあの動作が誤解を与えていたようだ。

　しばらくメアリちゃんと雑談をして緊張を解してあげると、次第に表情が柔らかくなっていきついには笑顔も見せてくれるようになった。

「それでお姉さんは今何を調べているんですか？」

「今はこの国の歴史と吸血鬼の関係について調べている感じだね。でもやっぱり手がかりが見つからなくて……」

「すいません……私はよく知らないので……」

「それは仕方ない事だからメアリちゃんが気に病む事じゃないよ」

　産まれる前の出来事なんだし、よく知らなくて当然だ。

「そういえばメアリちゃん。お城ではお父さんは見えなかったけど、今はどこに住んでいるの？」

「お父様は去年から別の国で過ごしています。それが決まりなので……」

「……その話、詳しく教えてもらえる？」

「はい……いいですけど……？」

　メアリちゃんの話を聞いてみると、どうやらメアリちゃんのお父さん──つまり女王様の旦那さんは襲撃がある一年前にはこの国を離れなければいけない仕来りがあるようだ。

　というのも、何かあって両親が亡くなってしまうと残された次期女王である娘の面倒を見ることができなくなるため、こういった措置が取られたそうだ。

　吸血鬼が狙うのは女王のみ。

　そのため、その旦那は対象ではないためこの国から離れても問題ないらしい。

　とはいえ、大事な時に傍にいることができないのも辛い事だとおもうけどね。

「お父様は入り婿ですが、吸血鬼に関する事情も全部承知でお母様と結婚しています。本当はお父様もお母様を守りたいと考えていますが、決まりですので……」

　話だけ聞くと一見被害者のように聞こえるけど、ある意味１年間姿を隠せるわけだ。

　でももしメアリちゃんのお父さんが吸血鬼だとしたら、メアリちゃんは吸血鬼と人間のハーフということになるんじゃないだろうか？

　今話している限りメアリちゃんに吸血鬼の要素なんて感じられないし、そのような気配は感じられない。

　仮にそうだとしても、わざわざ血を絶やすことなく妻と娘を長年殺め続ける意味がわからない。

　メアリちゃんの話を聞く限り、お父さんは女王様とメアリちゃんのことを大切にしているようだった。

　それが演技だとは考えにくい。

「メアリちゃん。その仕来りができたのはいつっていうのはわかる？」

「えっと……確か最初に吸血鬼に襲われたひいおばあ様の代だったと思います。その時ひいおじい様は大怪我を負ってしまいましたので……」

　余計な被害を出さないようにってことだろう。

「でもそうすると女王様のおばあさんの時って結構な護衛がいたんじゃないのかな？」

「お姉さんのおっしゃる通りです。当時は騎士団も多く護衛についてたとお母様から聞きました。ですが、大事になった分被害も多くなってしまい、おばあ様以外にも多くの犠牲者を出したらしいです……」

「聞いた話だと攻撃が全く効かなかったらしいね」

「はい……50名ぐらいの騎士や侍女たちもいたのですが、騎士団のほとんどが亡くなり、侍女たちも深手をおいました。先ほどいた執事も前回の戦いの時深手を負った者の一人です。他にもその時深手を負った侍女の娘もこの城で勤めています」

「要は秘密を知った者を集めておくということだね」

「はい……」

　あまり外に広げていい情報ではないからね。

　ある程度の情報統制という形で行ったんだろう。

「ですが今回は吸血鬼の襲撃があるため騎士団が動けなくなってしまい、この古城にいるものしか戦力がありません……」

「そこに私が選ばれたということだね」

「はい……。ですが選ばれるにも条件があります」

「条件？」

「はい。まず吸血鬼の情報について何かしらのアプローチを掛けられそうな者。そして腕の立つ者。この２点を満たした異邦人の方ということになっています」

　吸血鬼についてのアプローチと腕か……。

　アプローチはともかく、腕は騎士団との試合ってことか。

　まぁその条件にピンポイントで当てはまったのが私だったってことか。

「でも他にはそういう人いなかったの？　もう私たちが来てから２日は経ったし……」

「私もお城の方にいけないのでお母様の話からしかわからないのですが、特にそういった異邦人の方はお見えになっていないらしいです……」

「そうなんだ……」

　これ絶対アジトの方に意識がいってる感じだよね……。

　運営もそれを狙ってやってるところがありそうだし……。

　アジトが囮ということではないけど、どっちも本命っていうことなんだろう。

　確かに私たち次第でこの国の行く末が変わるって言ってたけどさ……。

「せめて事情を話せれば多くの異邦人の方に協力していただけるかもしれないのですが……」

「でもそうすると吸血鬼が国を襲うって言っているんだよね。それは避けなきゃダメだよ」

　プレイヤーの準備が整っていない今のタイミングで攻められるときっと守り切れない。

　しかも市街戦となると土地勘もないプレイヤー側は動きが取りづらくなる。

　いくら復活できるといってもじり貧になるだろう。

　その結果国が滅びる、といったこともありえる。

　なかなか難しいところだ。

「だからこの古城にいる戦力でできることをやらなきゃ」

「はい……」

「また夜に女王様と一緒に相談しよう。だから今はメアリちゃんの知ってる事を色々教えて」

「はいっ！」

　少しでも情報を集める。

　それが今の最善だ。

　諦めてたまるもんか！

　そして時は刻一刻と過ぎていき、遂に吸血鬼襲撃の日となった。

　通知に記載されていた残り時間ももう30分を切っていた。

　幸い撃破率はどの方角も１００％になっているため、現在イベントに参加しているプレイヤーの数で十分対処はできるだろう。

　でも問題はこっちだ。

　古城の謁見の間の中では、侍女や執事さんたちも皆銀製の武器を持って警戒している。

　前回護衛として戦った執事さんの話によると、深夜０時頃に襲撃されたということだ。

　となると、そろそろということになる。

「アリス様」

「あっ執事さん。どうかしましたか？」

「いえ、襲撃までもう少し時間がありますし、少し休まれてはいかがかと思いまして声を掛けました」

　確かに執事さんの言う通りで、襲撃までまだ十分以上はある。

　しかし、裏をかかれて時間前に来るということは考えられるので少し気を抜くだけにしよう。

「そうだ執事さん、襲撃の時に何か気づいた点とかはありますか？」

　正直執事さんとか侍女さんたちは忙しそうだったし、あまり細かい話を聞く時間がなかったんだよなぁ……。

　古城と本城？　の行き来とかしてるらしいし。

「お恥ずかしながら私は早々にやられて気を失ってしまいまして……」

「それでも生存者はほとんどが大怪我っていう話でしたが……」

「えぇ。ですが私は悔しくてたまりませんでした。陛下をお守りできなかったことを。そして陛下の心の臓をその手で貫いて殺した吸血鬼を……」

「でも、今回はそうならないように頑張りましょう！」

「えぇ。っと、そろそろ時間が迫ってきましたね」

　おっと、執事さんと話しすぎた。




　一先ず自分の確認だ。

　スキルとかの制限は解除されてはいるが、連絡関係の機能の他にアイテムの一部制限。

　アイテムはレヴィとかの召喚石だね。

　たぶんだけど戦闘開始時に解除される……はず。

　これについては私は運営じゃないから判断できないので、隙があれば確認する必要がある。それにしてもさっきの執事さんの発言だけど何かが引っかかった……。

　執事さんは早々に気を失ったって言ってたけど先代女王様の死因を……。

　……まさか……。

　いやダメだ……確信はない……。

　でももしそうだとしたら……。

　考える時間は既にもう無く、タイムリミットは既に１分を切っており侍女たちの呼吸も荒くなってきている。

　女王様は玉座に座ったままじっと目を閉じていた。

　傍ではメアリちゃんが女王様の膝にすがりついている。

　私は通知で時間が減っていくのを見ていた。

　そして時間が０となった瞬間、入口付近の蝋燭の火が消えた。

　私たちは咄嗟に武器を構えて入口のドアの方を向く。

　ちらっとメアリちゃんの方を見ると、侍女の１人に抱えられて隅っこに移動していた。

　メアリちゃんの安全を確認して再度前を向くと同時に、ドアがゆっくりと重たい音を上げながら開き始めた。

　薄暗くてよく見えないが、長いコートを纏った長身の男がドアを開けて謁見の間に入ってきた。

「私の出迎えご苦労。さて女王よ、覚悟はいいな？」

　男が口を軽く開けると、鋭い牙が鈍く光った。

　私たちは女王様を庇うように正面側に展開する。

「おや、これは珍しい。異邦人が紛れ込んでいるとは。しかも呪いがついているではないか」

　まぁ一目見れば気づくらしいしわかるよね。

「まぁよい。異邦人とやるのも一興だろう。こいっ！」

　吸血鬼が構えるのと同時に執事さんと侍女数人が吸血鬼に攻撃を仕掛ける。

　だが剣や短剣が吸血鬼の身体に刺さったと思った瞬間、衝撃波か何かで壁まで吹き飛ばされた。

　吹き飛ばされた人たちは壁に激突した衝撃で意識を失くしていた。

　物理が効かないなら……！

「『アクアショット！』」

　吸血鬼は流れる水に弱いだのとあったため【紺碧魔法】で対抗してみる。

　流石に城内で【紅蓮魔法】は使えないからね。

　だが吸血鬼は魔法を食らっても平然としていた。

　しかも直撃したはずなのに全く吸血鬼が濡れている様子がないのだ。

　私はダメージと回復が逆転しているのかと思い、アイテムボックスから一番効果の弱いポーションを投げる。

　同時に召喚石の状態も確認すると制限は解除されていた。

　だがここで出しても水もない木もない石造りの場所では２人は力を発揮できない。

　出すなら外でだ。

「っふ！」

　投げたポーションが割れて中身を浴びても吸血鬼は平然としており、ダメージを食らった様子は見られなかった。

　もうわけがわからない。

　しかもＨＰゲージすらないとか本当にこれはボスなのか？

　そもそも敵でＨＰがないって一体……。

「どうした？　もう来ないのか？　ならこちらから行くぞ！」

「っ！」

　吸血鬼は残っていた侍女たちを謎の衝撃波で吹き飛ばして私に向かってくる。

　私は構えていた脇差で吸血鬼の素手による攻撃を防ぐ。

　ギリギリだが足で踏ん張って吹き飛ばされずに済んだ。

「ほう、意外に耐えるな。なら少し力を上げてやろう！」

「なっ!?」

　これより力が上がるのはやばいっ！

　もたないっ！

　吸血鬼は私を持ち上げるように少し下から力を入れる。

　そのせいで私は宙に浮かんでしまう。

「ふんっ！」

　そのまま私は壁に吹っ飛ばされてしまう。

「がっ!?」

　幸い打撲にはならずに済んだが、女王様から離されてしまった。

　女王様は椅子から立ち上がり一歩前へ出る。

　未だ十数歩距離はあるが、私が全力で駆けてギリギリ間に合うぐらいだろう。

　だが今度失敗すれば確実に女王様は殺される。

　あの手によって胸を貫かれて……。

　そしてふと吸血鬼の方を見て不審な点に気づく。

「なんであそこだけ水の跡が……」

　その場所は私が紺碧魔法やポーションを吸血鬼に撃ったり投げてぶつけた場所あたりだ。

　水の跡は吸血鬼のいた場所を避けるように濡れていた。

　まるでその空間から弾かれたように。

「空間転移……いや、幻覚……？　でもそれだったら私を攻撃した時には……」

　あれが幻覚で本体は違う場所にいる……？

　でもそうしたらあの水の跡もそうだし、私を攻撃するときにはそこにいないといけない……。

　いや……幻覚関連で１つだけ実体のようにできる技を聞いた事がある……。

　でもそうなると……。

「いや待って……でも……それじゃ……」

　今私は頭をフルに回転させる。

　気になった違和感。

　バラバラになっていた欠片が繋がっていく。

「っ……」

　しかしこれは賭けになる。

　もし私の推理通りなら防ぐことはできる。

　ここで対処は可能かと言えば可能かもしれないが、本体が既に女王様の近くにいたら間に合わなくなる。

　だから私が女王様の傍まで行く必要がある。

　そして吸血鬼の攻撃を防がないといけない。

　チャンスは１度のみだ……。

　私は脇差を鞘にしまい、打刀の紅椿を居合いのように刀の鍔に手を添えて構える。

　吸血鬼は歩むことなくその場に立ち止まり女王様を見据える。

「女王よ、覚悟はいいか？」

「えぇ……」

「だがあの異邦人はまだ諦めていないようだな。おそらくだが最後に盾にでもなるのだろう」

「彼女には悪いことをしました。私事に巻き込んでしまいましたからね」

「っふ。ではあの世で謝罪でもしているのだなっ！」

　吸血鬼が足に力を入れ、床がひび割れる音が鳴ったと同時に私は女王様の元へと駆けた。

　吸血鬼はこちらを一瞬見るが、すぐに視線を女王様の胸元に戻す。

　吸血鬼は確実に心臓を狙う。

　それはわかっていることだった。

　だからっ！

「っ！」

　私は女王様の背後に回って打刀を盾にする。

「なっ!?」

　私の行動に吸血鬼は驚愕した。

　だが吸血鬼も勢いを止めることができず、そのまま爪の生えた手で女王様の胸を貫いた。

　はずだった。

「ぐっ……！」

　ガチガチと打刀と手刀の鍔迫り合いが辺りに鳴り響いた。

「えっ……？」

「貴様……！」

　いつの間にか正面から背後に瞬間移動した吸血鬼が悔しがる。

　そして私は続いて次の手を打つ。

「『昔者むかし、荘そう周しゅう夢に胡蝶と為る。栩く栩く然ぜんとして胡蝶なり。自ら喩たのしみて志に適えるかな。周なるを知らざるなり』」

「何の真似だ！」

「『俄が然ぜんとして覚むれば、則ち蘧きょ々きょ然ぜんとして周なり。知らず、周の夢に胡蝶と為れるか、胡蝶の夢に周と為れるかを』」

「くっ！」

　何かわからず不審がった吸血鬼は、すぐ傍にある椅子を邪魔だとばかりに蹴り飛ばして一度後ろに下がる。

「『周と胡蝶とは、則ち必ず分有らん。此れを之これ物ぶっ化かと謂ふ！』」

　私が歌い終わると、次第に吸血鬼が霧散していく。

　そしてそこにいたのは最初に吸血鬼に襲い掛かって吹き飛ばされた執事さんだった。

「何故貴方が……」

「…………」

　女王様は狼狽えている。

　それもそうだ。

　祖母の代から仕えている執事が吸血鬼の正体だったのだから。

　しばらくの間無言だった執事が口を開く。

「何故私だとわかった」

「襲撃直前の会話で少し違和感があったからね。正直当たっててよかったよ」

「どうやら異邦人の子供と侮っていたようだな」

　当の吸血鬼以外じゃ歴代女王様たちの死因が吸血鬼の貫手だってことは、私と女王様しか知らないはずのことだからね。

　ましてや早々に気絶なんかしてたら余計に知らないはずだ。

　まぁもしかしたらわかるようにヒントを出すようなプログラムが組み込まれていたせいかもしれないけどね。

　正直あれがなかったらわからなかったよ。

　あとは遺体の傷痕が背後からっていうのもあったし、あとは幻覚に合わせて防げばいいだけだ。

「それとさっきの吸血鬼の幻覚。あれって有幻覚の一種でしょ？」

「ほう。そこまでわかっていたか」

　有幻覚は簡単に言えば実体のある幻覚だ。

　だが普通ならば有幻覚は実体以上の力は持たないようなものだ。

　だからあんな非常識な無敵は普通できないはずなんだ。

　だとしたら……。

「でもあんな有幻覚は普通なら作れない。となると、あれには何らかの制限があるはず。私が考えられたのは攻撃ができない代わりに絶対的な防御──あの吹き飛ばす衝撃波ってところかな？　全部あの有幻覚で済むならわざわざ実体で手を下す必要はないからね」

　でもそうすると攻撃をした侍女たちはともかく、その後に飛ばされた侍女や私が一時的にだが飛ばされずに済んだことの辻褄が合わない。

「ほぼ正解と言っていいだろう。あれは触れたものを吹き飛ばすように作った。だがそれは最初だけだ。お前を攻撃する時には既に私がすり替わっていた」

「だから攻撃が止まるのを待っていたってことなんだ……」

　ある意味術中に陥ってしまったのか。

　あれでずっと攻撃を仕掛けていれば入れ替わる隙はなかったってことか。

「だがまさか私の術が破られるとは予想できなかったな。原因は先ほどの歌といったところか。お前だけでなく女王も私の正体に気づいているようだしな。このようだともう幻覚は使えないのだろうな」

　胡蝶の夢を歌ったことで幻覚を封じることはできた。

　でもそれだけなわけがない。

　吸血鬼の恐ろしいところはとても力が強いというところだ。

　つまり得意なのは接近戦……。

　私は打刀を構える。

　それと同時に女王様に後ろに下がるように指示する。

「お前を無視して女王を殺してもいいが……まぁ今頃予定通り眷属たちが各国を侵攻しているだろうし、少しぐらい時間を掛けてもいいだろう！」

「くっ！」

　吸血鬼は真っ直ぐ私に向かってきた。

　私は女王様を巻き込まないように少し横にずれて攻撃を受け止める。

　だが吸血鬼の力は強く、私は押し負けて少し後ろに吹き飛ばされる。

「その程度か！　異邦人！」

「『付加─【紅蓮魔法】！』」

　この際火事とかそういうことを考えている余裕はない。

　私をターゲットにした以上、下手な事をして負ければそのまま女王様が狙われるはずだからだ。

　だから私の持てる力全部であの吸血鬼を打倒する！

「はぁぁぁぁ！」

「がぁぁぁぁ！」

　炎の刀と金属のように硬い素手とで斬り合いを続ける。

　そして鍔迫り合いになったが、吸血鬼が少し距離を取った。

「少しはやるようだな！　ならこれはどうだ！　『クリムゾンランス！』」

「!?」

　吸血鬼は自分の腕を爪で傷つけた。

　だが、傷口から流れ出す血が重力に従ってそのまま床に落ちると思いきや突然槍の形状に変化した。

　吸血鬼はその槍を掴んでこちらに投擲した。

　間一髪横に避けると同時に、背後から破壊音が響いた。

　ぱっと後ろを向くと背後にあった壁が破壊され、外の風景が見えるようになっていた。

「あっ……危なかった……」

　あんなの食らったら一撃とはいかなくても大ダメージだっただろう。

「っち、避けたか……」

　ふといつの間にか現れていた吸血鬼のＨＰバーがほんの少し減っていた。

　先ほど血の槍を投げられる前は確か減ってなかった気がするので、おそらくだがあの攻撃はＨＰと引き換えに使うのだろう。

「ならこれではどうだ！」

　今度は先ほどよりも深く傷を付けてより多くの血を流す。

　しかし、先ほどのように槍の形状にするわけでもなく、そのまま血を床に流している。

　だが床に流れた血はまるで私を目指すようにこちら側に流れてくる。

　私は何かやばいと思い横に跳ぶ。

「『カズィクルランス！』」

「ぐっ!?」

　次の瞬間、床に流れていた血が槍の形状となり私のいた場所に複数突き立った。

　だが、少し広がっていた槍に少し腕がかすってしまった。

「ほう、中々勘がいいな」

「それはどうも……」

　あの血を使う攻撃は厄介だ。

　ＨＰが減る代わりにかなり威力は高いのだろう。

　あの攻撃と高い身体能力……。

　せめてこのどちらかを潰さないと……。

　まぁどっちが潰しやすいかと言えばあの血だけど……。

【溶魔法】で蒸発させる……いや気化して数が増えて余計凶悪になりそう。

【紺碧魔法】で血を薄くする……固まってからじゃどうしようもないかな……。

　って、どっちもこれ対処法ないのでは……。

　いや、血を固まらせなければいいのか。

　えっと血が固まるのは血小板とかそういうのが作用するとかだから……つまり薄めれば固め辛くなる……？

　なら手段は１つ！

　私は壊れた壁から外をチラっと見る。

「避けてばかりでは私は倒せないぞ！」

「そんなことわかってるよ！」

　私は突っ込んできた吸血鬼の手刀を受け流し、その勢いを利用して吸血鬼の背中を蹴る。

「何っ!?」

「はぁぁぁぁ！」

　勢いのまま吸血鬼は外に飛び出し、そのまま落下しようとしていたところを私も飛び降りて追いかける。

　そして上を取った私は打刀を吸血鬼の心臓目掛けて突き下ろす。

　だが、その攻撃は吸血鬼の右腕で防がれてしまった。

「ぐっ！」

「小娘がぁぁぁぁ！」

「がっ!?」

　地面に落ちた勢いも加算して一気に貫こうとしたが、それを察知したのか私は横に蹴られて湖の中へと落ちていく。

　吸血鬼も回避行動までは取れず、そのまま古城への道となる置石の上へと落下した。

「くそっ小娘め……予想以上にダメージを負ったか……」

【落下耐性】のスキルがないためか、吸血鬼は少なくないダメージを負っていた。

「っち……小娘を見失ったか……。だが逃げるなどという愚行は起さんだろう……」

　吸血鬼はキョロキョロと周りを見てどこから来ても対処できるように構えている。

　だが、少し待っていても湖から出てくる様子がないことに、まさか溺死したのではと気を緩めた瞬間。

　吸血鬼の足に蔓を絡みつかせた。

「植物の蔓……っ!?」

　吸血鬼が自身の足に絡みついたものを認識した時にはもう遅かった。

　植物の蔓に捕まった足を引っ張られ、湖の中へと引き込まれた。

　私は吸血鬼が湖の中に引きずり込まれたのを確認し、土壁から離れて吸血鬼の方に接近する。

　予想通りというかやはりというか、吸血鬼は水の中での活動は苦手なようだ。

　足に絡みついた蔓を引きちぎろうとするが、なかなか千切れないでいた。

　私はその隙を狙うように、【水術】で上がった水中での移動速度を利用して吸血鬼を斬りつけてすぐさま離れる。

　逆に捕まってしまってはこちらが危うくなるため、一撃離脱を繰り返すつもりだ。

　あとはこのチャンスでどれぐらい削れるかだ。

　さて、第２ラウンド開始だ。



　かれこれもう１時間は経ったのではないだろうか。

【水術】スキルのおかげで十分ちょいは潜れるようになっているし、息継ぎの回数は減ってはいるがこちらは常に移動しっぱなしだ。

　いざという時のために隙あらば息継ぎをする必要は出てくる。

　吸血鬼も水中から逃れようと暴れたりもするので拘束から逃げられたりもされる。

　その都度別の方法を使って水中に引きずり込むのだが、さすがに１時間も続けていたらこちらの手札もなくなってくる。

　一度やった方法で拘束しようとすると感づかれて避けられるんだもん。

【重力魔法】で動き鈍らせて捕まえたり、【霧魔法】で視界奪って捕まえたりと色々工夫しているのだよ、こちらも。

　とはいえこちらは一撃離脱の攻撃で一度のダメージは微々たるものだけど、何度もやっているおかげで吸血鬼のＨＰも半分以上減っている。

　てっきりレイドボス扱いかと思って冷や汗かいたけど、ＨＰの減少具合から最初の時に銀翼と討伐した狼のボスみたいな扱いっぽいね。

　まぁ強さは全然違うけど……。

　本来なら真っ向勝負で勝つ、というコンセプトなんだろうけど、私の場合は奇策で足を掬いながら戦うって方法しか取れないから……。

　ショーゴとか団長さんとかなら平地だったら関係ないんだろうけど、私の場合は森がメインだからね。

　まぁないものねだりしても仕方ないんだけどね。

　って、そんなこと考えてる間に吸血鬼が拘束を解いて水中から逃げてしまった。

　もう水中での他の手が浮かばないし……。

　仕方ない、上で戦うしかないか。

　私は水中から出て置石の上に上る。

「小娘が！　うっとうしい事ばかりしおって！」

「こっちとしてはあれだけやってまだ死なないっていう方が驚きなんだけどね」

「純血種たる私はあのような事では死なん！　だが陸に出てきたということはもう手札は尽きたようだな」

「さぁどうだろうね？」

　私は打刀を構えて前に出る。

　吸血鬼も置石はそこまで広くないため、私の攻撃を正面から防ぐ。

　人１人が歩けるぐらいの広さなため、１つの置石に２人は乗ることができない。

　だからこういう場では小柄な私の方が戦いやすい！

　吸血鬼も下手に動いて水中に落ちるとまた捕まりかねないので正面から受け止めるしかない。

　引きずり込まれる、逃げ場がない、この２つのプレッシャーを与える事で相手の動きを少しでも鈍くする。

　そうしていなかったら私は既に死に戻りしていただろう。

　おかげで城の中にいた時よりも攻撃が掠ったり当たるようになってＨＰを削れるようになった。

　まぁこちらも避けきれないこともあるから、たまに掠ってＨＰも減ってきてるんだけどね。

　とはいえもう残りは２割近くになった。

　でもここで集中力を切らしたら殺られる。

　だからこそ集中しないといけない。

「ふんっ！」

　吸血鬼も焦りからか攻撃が少し不用心になってきた。

　まぁ血で魔法を使おうとしたらその隙に水中に引きずり込まれるから肉弾戦しかできないようにしたのもあるんだけどね。

　私は無防備に伸ばしてきた手を掴んで全体重を掛けて巴投げをする。

　ＳＴＲは劣っているようだけど、全体重掛ければ人１人ぐらい投げられる！

「何ぃっ!?」

「はぁぁぁぁぁ！」

　少し後方に投げ飛ばした吸血鬼を追撃するため、すぐさま起き上がって吸血鬼の上を取って打刀を突き下ろす。

「舐めるなぁぁぁ！」

「っ！」

　吸血鬼は刀を両手で挟んで白刃取りの形で止めている。

　私も上からなので力は掛かるが、ＳＴＲが劣っている分拮抗してしまう。

　ガチガチと音が小さく鳴り響きながらもこの均衡は続く。

　１分か、それとも10分か、どれぐらい時間が経ったかわからないが、少しずつ刃が吸血鬼の身体へと近づいていく。

「ぐっ！」

「がぁぁぁぁ！」

　あと少し！　あと少しで！

　私は気を緩めることなく力を入れ続ける。

　その甲斐もあってようやく吸血鬼の身体に刃が突き刺さろうとしていた。

「こんのぉ小娘がぁぁぁぁぁ！」

「あがっ!?」

　刀が突き刺さった瞬間の一瞬の私の気の緩みか、防御する必要がなくなったため吸血鬼が全力で攻撃できるようになったためかはわからないが、私は吸血鬼に思いっきり蹴り飛ばされていた。

「げほっげほっ！」

　まさかの対岸まで飛ばされた私は即死こそしなかったが、ＨＰをかなり減らされていた。

　草木がクッションになったおかげか、何とか生き残ったが、吸血鬼はそんな私の事情など気にも留めず目の前に現れた。

「小娘なかなかやってくれたな……！」

　吸血鬼は私の服の胸元を左手で掴み、無理矢理上半身を起こすように持ち上げる。

「まさか異邦人如きにここまで追いつめられるとは予想していなかったぞ」

「それは……どうも……」

「だがそれもここまでだ！」

　吸血鬼は私を殺そうと右手を上にあげる。

　だがこのままのこのこやられる私じゃない。

「『付加─【溶魔法】！』」

　私は【紅蓮魔法】より熱量の高い【溶魔法】を打刀に付加する。

　それを吸血鬼の近くの水面に突き刺す。

　その瞬間、衝撃波と水蒸気の煙が辺りにまき散らされた。

「なんだっこれは!?」

　そう、私は【溶魔法】を付加した事によって超高温となった金属を水の中に入れたのだ。

　つまり、水蒸気爆発を起こしたのだ。

　突然の水蒸気の霧と衝撃波で吸血鬼は私を離してしまう。

「───」

「小娘めぇぇ！」

　吸血鬼が腕を横に振って霧を晴らそうとするが、何にも当たらず腕は空を切るだけだった。

「はぁぁぁぁぁ！」

「なっ!?」

　私は状況判断で一杯な状態の無防備な吸血鬼に刀を振り下ろす。

　だけど浅いっ！

「ぐっ！　くそがっ！」

「がっ!?」

　吸血鬼の振り回した腕に当たり、私は再度地面に倒れる。

　そして水蒸気が霧散し、お互いの姿が確認できるようになり、倒れながら吸血鬼の方を見ると吸血鬼のＨＰは１割近くとなっていた。

「っち！　止めを刺そうとしたらこんな目に遭うとは……」

　吸血鬼は斬られた部分を片手で押さえて立っていた。

「このまま止めを刺してもいいが……また何かされても厄介だ。お前は後回しにして先に女王だ！」

「!?　待て……っ!?」

　吸血鬼は私に止めを刺さず、その場を去って古城にいる女王様の元へと向かっていった。



　くそっ！

　あの小娘にしてやられた！

　いくらアレを用意するために力を使っていたとはいえ、異邦人の小娘１人にここまでやられるとは思わなかった。

　だが、あそこまで痛めつければ私を追っては来れないだろう。

　ムキになって大局を誤ってはいかん。

　ここは女王を先に殺してその後小娘を殺す。

　チラッと後ろを見るが、小娘が追ってきている様子はない。

　私の勝ちだ！

　置石を思い切り踏み、もう少しで城の中に入れる。と思った瞬間、目の前に何か大きな物体が現れた。

　その何かは私へと近づいてきて、触れた瞬間私は押し戻された。

「がっ!?」

　押し戻された私は、置石とその何かに挟まれて押し潰される。

　なんだこれは。

　一体何が起こった。

　両手でその何かを押すが、力が拮抗しているのか中々押し返せない。

　そして次の瞬間には、シュルシュルと蔦が伸びてきて私の身体を再度拘束する。

「馬鹿なっ!?」

　あの小娘は追ってきていなかった。

「ギュゥゥゥゥゥッ！」

「なっ!?」

　拘束された後、私を押さえていた何かが正面から退いて目の前を見ると、そこには青い鱗をした龍が鳴き声を上げていた。

「水龍だと!?　何故ここに!?」

　そしてハッとする。

　まさか。

　まさかまさかまさかまさかまさか！

　あの小娘、この水龍を切り札として最後まで取っておいたというのか!?

　切り札を使う前に力尽きる可能性もあったにも拘わらず！

　私が気を緩めたこの時を狙って!?

　そのためのあの霧の爆発か!?

　あの隙に水龍に指示を出したというのか！

　だがこの程度の事などっ!?

　私が力を入れようとしたのを判断し、水龍は再度私をその巨体の尻尾で押し潰す。

　しかも潰しすぎないギリギリの力で。

「蜥蜴風情がぁぁぁぁ！」

　まるで遊んでいるような事をしおってからに！

　舐めるのもいい加減にしろ！

「『故かれ、其の神かむ避さりし伊邪那美の神は』」

　なんだ!?

　この声はまさか！

「『出雲の国と伯はは伎きの国との堺の比婆の山に葬はふりき』」

「ぐっ!?」

　私は暴れてこの拘束から逃げようとするが、蔓と水龍の尻尾による二重拘束のせいでうまく逃げることができない。

「『是ここに伊邪那岐命イザナギノミコト、御み佩はかしませる十拳とつかの剣つるぎを抜きて、其の子迦具土神カグツチの頸を斬りたまひき！』」

　小娘が何かを唱え終わったのか、水龍が私を押さえつけていた尻尾をさっと退かした。

　そして次の瞬間には、蔦が私の身体を起こすように動いた。

　身体を起こされた私のすぐ目の前には、小娘が置石の上を走りながら刀を抜く瞬間の姿が映っていた。

「『火ヒ之ノ迦具土神カグツチ！』」

　その言葉を発すると同時に小娘が刀を鞘から抜くと、刀身が城の中で戦った時とは違い何かが燃えているような臭いを発する炎を纏っていた。



「『火之迦具土神！』」

　私のＭＰが一気に持っていかれる。

　それに私ももう手札がない。

　だから！

　これで決める！

　私は吸血鬼の直前で思い切り踏み込み、燃え盛る刀で吸血鬼を一閃して後ろに通り過ぎる。

「こっ小娘っ……がぁぁぁぁぁぁ！」

　私が刀を鞘にしまうのと同時に吸血鬼の身体が炎に包まれた。

　火之迦具土神。

　効果は不死といった特性を持つ相手に対して特攻効果を持つ。

　吸血鬼は不死、ということなので止めにこれを選んだ。

　後ろを向いて炎に包まれている吸血鬼を見る。

　残りわずかであったＨＰも無くなり、吸血鬼が倒れると炎も消えた。

　私のＭＰが切れたせいかもしれないし、敵のＨＰが無くなったからかもしれない。

「み……ごと……だ……」

　小さくだが、吸血鬼は言葉を発した。

　死体が残る【狩人】スキルの効果かもしれないが、吸血鬼はＨＰが無くなってもまだ生きていた。

　私は鞘に納めた打刀を再度抜く。

「安心……しろ……じきに……消える……」

「…………」

「だが……私が……倒された……事によって……召喚した……モンスターが出て……くるぞ……」

　その宣言と同時に、通知が鳴り響いた。

　私はその通知をすぐさま確認する。




　─ＩＮＦＯ─

　吸血鬼が召喚した超大型モンスターが四国家の中間地点に現れました。

　プレイヤーの皆さんは協力して撃破してください。




「さぁ……どうする……？」

「貴方こそ何言ってるの？」

「なに……？」

　私は腰に手を当てて吸血鬼に対して言う。

「あまり異邦人を舐めないでね」

　チラッと掲示板を見たが、お祭り状態でどこが倒せるかとか色々と書かれていた。

　場所にもよるが、４ヶ国の中間部分だし、たぶん被害は大丈夫でしょう。

「くっ……フハハハハハ！」

「何がおかしいの？」

「いや……人間と見て……侮っていたのだなと……」

「それよりなんでこの国を狙ったの？　今の王族は事件を起こした時とは違うのに……」

「それを……話したところで……何か変わるか……？」

「それは……」

「では私なら変わりましょう」

「「女王（様）っ!?」」

　いつの間にか女王様が近づいてきていた。

「なんでここに……？」

「少し……話させていただいてもいいですか？」

「はっはい……」

　私は２人から少し離れる。

　すると小さくなったレヴィがネウラを背中に乗せて近づいてきた。

「キュゥ！」

「お母さん、大丈夫だった？」

「うん。２人ともありがとね」

「ずっと呼ばれてなかったのに急に呼ばれて何かと思ったらびっくりしたよ」

「キュゥ！」

「隙があったのあれぐらいだったからね……」

　水蒸気爆発を起こした時、２人を呼び出して指示を出しておいたのだ。

　レヴィにはお城側で足止め、ネウラは離れて【植物魔法】で足止めをね。

　私は２人の頭を撫でてあげる。

　残るは大型モンスターだけど……大型モンスターはちょっと無理かな……？

　さすがに疲れた……。

　あとは他のプレイヤーに任せよう。

「アリスさん」

　話が終わったのか、女王様は私を手招きする。

「もういいんですか？」

「えぇ。聞きたいことは全て聞けましたから……。それに……」

　それに……なんだろう？

　まぁ王族と吸血鬼との秘密なんだろう。

　下手な詮索はしない方がいいだろう。

「小娘……」

　ふと吸血鬼が私の事を呼ぶ。

「すまんがもう身体が動かん……。首に着けているアクセサリーを外してくれんか……？」

「これ……？」

　火之迦具土神の炎に焼かれても燃え尽きなかったアクセサリーを慎重に外して鑑定してみる。




　真祖のネックレス【装備品】

　闇属性耐性（大）

　種族：吸血鬼のみ装備可




「これを私にどうしろって？」

「ふっ……さぁな……」

　えっと、ボス報酬ってことなのかな？

　でもあの言い方的に何か違う気がするなぁ……。

「では私はもう消えるとしよう……。女王……頼んだぞ……」

「えぇ……安心しなさい。必ず約束は守りますから」

「ふっ……違えたら黄泉より戻ってくるからな……」

　吸血鬼の身体が次第に灰になっていく。

　それを私たちはじっと見つめていた。

　そして吸血鬼の全てが灰となった後には、その塊と１つだけ指輪のようなアイテムが残った。

　鑑定してみても効果も何もない、ただのアイテムだったが、私はそれを女王様の許可を得て拾った。

「っ!?」

　終わって気が抜けたのか、私はそのまま地面に倒れこんだ。

　周りでレヴィやネウラが何か言っているようだが、何を言ってるかもわからず、私は意識を失った。



「んっ……」

　どうやらいつの間にか気を失っていたようだ。

　目を開けると、ここ数日見ていた天井や部屋の風景ではなく、陽の光が部屋の中を照らし、家具なども全く異なっていた。

「……どこ？」

　首を傾げて身体を起こしてみると、すぐ横でルカが横になっていた。

「おっおおう!?」

　どうやら私はベッドで寝ていたようだ。

　それにしても何故ここにルカが？

　私がイマイチ状況を把握できないところにメアリちゃんが部屋に入ってきた。

「あっアリスさん、目が覚めたんですね」

「メアリちゃん……？　ここは……」

「はい、本城の山城の中です。古城からアリスさんを運びました」

「そっか……って、吸血鬼たちは!?」

「全て異邦人の方々が討伐してくれました。戦闘に参加した騎士団の方に若干の被害はありましたが、吸血鬼の規模に比べたら些細なものです」

「そっか……」

　なら一先ずは安心だね。

　それにしても私の方の戦闘が終わったからって気を失っちゃうとは……。

　反省しないと……。

「ところでルカはどうしてここに？」

「はい、アリスさんのペットがお母様に事情を話してルカさんをこちらまで案内しました。その後は……えっと……」

　ちょっと待って。

　なんでメアリちゃんそこで頬赤らめるの。

　一体何があったの。

「えっメアリは何も見てませんからっ！」

「むしろ何があったか教えてほしいんだけど!?」

「そっそんな恥ずかしい事メアリの口からはとてもっ……」

「恥ずかしい事だったの!?」

　ルカ……あなたって子は寝てる私に一体何を……。

「いっいくら女性同士だからと言って、抱きついたりするのはどうかと思います！」

「……えっ？」

「そっそういうのは愛する殿方や家族にしかしてはいけませんのに……」

　メアリちゃんは身体をモジモジさせて恥ずかしそうに話す。

　ここで私は１つ勘違いをしていた。

　はっきり言って私は一般人で、メアリちゃんは王族だ。

　つまり気軽なスキンシップといったことは王族としてはあるまじき行為であり、そういう事をするのは家族や婚約者に対してだけなのだろう。

　だからメアリちゃんはルカが私に抱き着いてきたのを恥ずかしい事と言ったのだろう。

　おそらくだが、メアリちゃんは王族としての立ち振る舞いなどの教育を優先されていたのだろう。

　母親である女王様が亡くなった場合、国を動かすのはメアリちゃんになるからだ。

　だからそういったスキンシップについてや、夫婦の営みといったことは大雑把にして詳しい事は後回しにされていたのだろう。

「ふふっ」

「なっ何かおかしな部分がありましたかっ!?」

「ううん。でもこれからは女王様にちゃんと教われるね」

「えっ？」

「だってもう吸血鬼はいないんでしょ？　ならメアリちゃんがすぐ女王になるわけではないでしょ？」

「えぇ……」

「だからルカが私にやったこととか、色々女王様に教えてもらえばいいんだよ。その時間はもう一杯あるもんね」

「はいっ！」

　おっ、やっとメアリちゃんが笑ってくれた。

　やっぱり子供は笑顔が一番だよね。

「んんっ……」

　っと、話し声でルカが起きたようだ。

「ルカ、おはよう」

「おはよ……」

　どうやらまだ寝ぼけているようだ。

　身体を起こして私に抱き着いてうーうー言ってる。

「２人とも起きたようですし、そろそろお母様の元に参りましょう」

「女王様の元に？」

　一体何の用だろう？

「たぶん褒美……？」

「褒美？」

「吸血鬼退治の……上位は……お城に呼ばれて……貰える……」

「そうなんだ」

　ルカが眠そうに目を擦りながら身体を私に預ける。

「私は上位じゃなかったけど……アリスとのＰＴ補正もあって……気が引けるけど貰えた……」

「ちなみに何貰ったの？」

「んーと……状態異常耐性が付く指輪貰った……」

「ってことは少しスキル枠に余裕ができそうだね」

「うん……」

　結構良いもの貰ったねルカ。

　でも私は特に本隊の方には参加してないし、上位ってのはイベント全体でってことだろうから私は含まれてないと思うんだけど……あれかな？

　女王様護衛できた報酬ってことかな？

「ではアリスさん、ついてきてくださいませ」

「うん。ほらルカ、そろそろ起きて」

「んー……」

　寝ぼけながら歩くルカを道中支えながらメアリちゃんの後ろを歩く。

　移動中周りを見ていると、気のせいか城内の人が少ないように感じた。

「ねぇメアリちゃん。なんか城内の人少ない気がするけどどうかしたの？」

「はい。今城下では吸血鬼を無事撃退できたため、お祝いの宴を行っています。なので最低限の兵士以外皆さん出ているのです」

「ってことは他のプレイヤーたちも？」

「はい。各国も宴をしているという報もありますし、今頃異邦人の方々も参加していると思います」

　んっ？

　ってことは他の人は参加してる中、私は寝てたってこと？

　美味しい物残ってるかなぁ……。

　そんな私の不安をメアリちゃんは察したのか、説明を続けてくれた。

「ご安心を。宴は今日一日行われますので、この後向かえばいいと思います」

　夜までとはそれは嬉しい情報だ。

　ではこの後行くとしますか。

「では２人とも少しお待ちください」

　謁見の間の扉前に着くと、メアリちゃんは一言断って先に部屋の中に入った。

　しばらくすると、メアリちゃんが部屋から出てきて私たちを中に案内する。

　謁見の間では、最初に女王様に会った時と異なり、近衛兵の数もかなり少なくなっていた。

「お母様、お２人を案内致しました」

「ご苦労様。メアリ、こちらへ」

「はい」

　私たちは頭を下げて膝をつき、女王様の命を待つ。

　メアリちゃんが椅子に座ったのを女王様が確認し、私たちに声を掛ける。

「二人とも、面おもてを上げなさい」

　女王様の命で顔を上げてよいと言われたので上げると、先ほどまでは緊張して気づかなかったが、女王様の傍にメアリちゃんとは違った金髪ロングのお人形のような女の子がいた。

「まずは今回の件について感謝を述べたいと思います。私だけでなく、メアリの未来まで守ってくださったこと大変感謝しております」

「いっいえっ！　当然の事をしただけです！」

　おおぅ!?

　女王様からそんなこと言われても気が利いた返し方なんてわからないよ!?

「それとそちらのルカさんにもアリスさんの事で要らぬ心配を掛けました事、誠に申し訳ありませんでした」

「そっそんなことは……あわ……あわわ……」

　ルカのこの様子から、報酬の時は本当に報酬の話しかしなかったのだろう。

　めっちゃガクブルしてるし……。

「お２人ともそんなに緊張しなくても大丈夫ですよ。お母様もあまりお２人をいじめたらいけませんよ？」

「あらメアリ、私はただ感謝と謝罪をしているだけよ？」

「でしたらあんな言葉遣いしなくてもよいではないですか」

「だって２人があんな畏まってしまうんですもの。私もつい言葉遣いがああなってしまったのよ」

　えっ？

　一体何が……？

　私とルカはお互い顔を見て何が何やらわからなくなっていた。

「ここにいる近衛兵たちは皆お母様の事情を知るものたちです。だからそこまで畏まらなくて平気なのですよ」

「でもメアリちゃん最初に……」

「あれはお２人がどのように対応するのかを私は見ていなかったので、少し見てみたかったのです」

「ってことは……」

「はい、異邦人の言うドッキリ大作戦です！」

　誰だメアリちゃんにそんな作戦吹き込んだやつ!?

「まぁおふざけもこれぐらいにしましょう。ではアリスさん」

「はい」

「こちらの紙に記載されている中からお好きな物を１つ選んでください」

　侍女の１人が女王様から紙を受け取り、それを私に渡す。

　どうやらアイテム名が書かれた紙のようだ。

「ルカさんにお話を聞いて、アリスさんの欲しがりそうな物をリストアップしたものです。もしリストになくてこういったのが欲しいというのであればおっしゃってください」

「はい……」

　能力アップ系の装備品にハウジング関係のアイテム……それに何か国宝みたいな名前の武器もあるんですけど!?

　しかも性能高いし！

　リストを見ているとふと視線を感じたのでそちらを見てみると、女王様の傍に座っている金髪ロングの少女がこちらを見ていた。

「女王様、その子は……？」

「そういえば紹介していませんでしたね。この子は……ブルート──アリスさんが倒した吸血鬼の娘です」

　女王様がそう言うと、私と少女はびくっと反応する。

　私は驚いた表情をし、少女は何か悲しそうな表情をした。

「でもなんでここに……」

「ブルートとの約束でしたから……。アリスさんが気を失った後、ブルートから聞いた地点にこの子が住んでいたのです。そしてブルートの遺言通りに保護したわけです。ですが……」

「何かあったんですか？」

「見ての通りこの子は少し顔色が悪く、話を聞いてみたところここしばらく食事を取っていなかったらしいのです」

「食事を!?」

「はい。ブルートが動けなかった事もあり、この子も下手に動けば異邦人に見つかるということもあったため残っていた食料で食いつなぐしかなかったようです」

　吸血鬼探索で色々歩き回っていたプレイヤーは多い。

　吸血鬼──ブルートもその事を理解してあの子に大人しくしているよう指示したのだろう。

「でも何故その子は今回の襲撃時に動かなかったんですか？」

「この子は今回の襲撃とは無関係なんです」

　無関係？

　どういうことだろう？

「ブルートから今回の件について聞きました。今回事を起こしたのは過激派の吸血鬼だったのです」

「過激派？」

「はい。過去にこの国から逃れた吸血鬼の一族の内、復讐を誓う過激派と、旧政権が倒れ一族を弔い罪を償ったということで水に流して平穏に暮らそうとする穏健派がいました。しかし、長い年月が経ち過激派を段々と抑えられなくなってきた穏健派は、このままでは一族全てが排除されてしまうという危機感を感じ、１つの賭けを行いました」

「賭け……ってまさか！」

「はい。異邦人に過激派を排除してもらうという賭けです。そしてそのために穏健派のブルートが過激派を説得して時間を稼いでいたのです。どうやら穏健派に神託のようなものがあって、１００年以内に異邦人が多く現れるという事を知っていたらしいです」

「だからここ最近になって……」

　そして実際に私たちプレイヤーは現れた。

　神託というのは運営からのお知らせのようなものだろう。

　今回のイベントのために行動を起こさせるための……。

　確かに過激派を抑えられなくなった場合、いずれ全てを討伐しなければならなくなるだろう。

　だが、今回のように過激派だけを倒せば穏健派は静かに暮らしているだけで何もしてこないだろう。

　ある意味大を生かすために小を殺すということだ。

「そして今回、計画通りというのでしょうか……。過激派は全員倒され、穏健派が襲ってくることもないでしょう」

「めでたし……というわけにはいかないですね……心情的に……」

「そうですね……。元はと言えばこの国が起こした問題です。責められる謂れはあれど、向こうを責める道理などないのですからね……」

　どちらが正義でどちらが悪だという簡単な話ではない。

　だが、どちらかが滅びるまで争いを続けるのは間違っているとは思う。

　だからこそどこかで折り合いをつける必要がある。

　今回の事件も、ここで折り合いがつけばいいけど……。

　そう思って吸血鬼の少女の方を向くと、椅子に座っているにも拘わらず何やらフラフラとしていた。

　そしてそのまま身体が前に倒れそうになったのを見て私は少女の元に駆ける。

「危ないっ！」

「アリスっ!?」

　床に倒れそうになった少女の身体を何とか受け止めることができた。

「大丈夫？」

「はぁ……はぁ……はぁ……はぁ……」

　受け止めてみて少女の呼吸が荒い事に気づいた。

　私はハッとなって女王様に尋ねた。

「女王様！　この子に食事は!?」

「……食べないのです……。軽いものから何やら用意させましたが……警戒して口に入れようとしないのです……」

「そんな……」

　父親であるブルートを人間に殺されて信用できないのであろう。

　料理を用意されても毒殺されるのでは、と言った懐疑心から食事を取ろうとしないのだろう。

　とはいえ、このままでは死んでしまうかもしれない。

　いくら不死性の高い吸血鬼と言えども、食事を取らなければ弱っていく一方だ。

「何か手は……この子に毒なんて入ってないって信用してもらえる方法……」

　生もの……はだめだ、毒を塗られてると思われる……。

　でも調理してあるものなんて余計ダメだし……。

　いや、１つ大丈夫なものがある！

　私は脇差を抜いて刀の先っぽで指の先を少し斬った。

　斬った先から血が少しずつ垂れていく。

　吸血鬼の少女は血の匂いに反応したのか、目を開いて私の指先に視線を動かす。

「これなら大丈夫だよね？　毒が入ってたら私は生きてないし、血なら何より匂いで判断できるよね？」

　少女は少しずつ顔を指に近づけ、舌をゆっくりと伸ばしてきた。

　少し経って口に血が垂れている指を含むと、夢中になって舐め始めた。

　しばらく夢中になって舐めていると血が出なくなったのか、顔を上げて私を見つめる。

　私はドレスの左肩を少しはだけさせて噛みやすいように素肌を少し晒す。

「まだ飲み足りないんでしょ？　いいよ」

「…………」

　少女はゆっくりと私の左肩に口を近づけ、カプっと小さな牙を立てた。

　周りを見ると女王様やメアリちゃんたちは驚いており、近づくにも近づけない様子だった。

　って、結構がっつりＨＰ減り始めてるけど……この子もこちらをチラッと見ながら吸ってる様子だし、ちゃんと気を使ってくれてるのだろう。

「アリスっ！　ポーションっ！」

「大丈夫だからじっとしてて。この子も気を付けて吸ってるから」

　とは言ったものの、血を吸われる感覚ってもっと痛いかと思ったけどなんだか気持ちいい気が……。

　献血とは違う感じでなんか……こう……。

　って危ない危ない……変な扉開けるところだった……。

　少女も満足したのか、血を吸うのをやめて口を左肩から離す。

　ＨＰはどうやら２割ほど残っているが、『貧血』と出ているので少し目が回る……。

「ごめんなさい……」

　突然抱えている少女が口を開いた。

　一瞬戸惑ったが、安心させるために話をする。

「大丈夫だよ。君もちゃんと私の事気にして血を吸ってたでしょ？」

　私が尋ねると少女は小さく頷く。

　私は何かを思い出したようにアイテムボックスから２つのアイテムを取り出す。

「これは……？」

「君のお父さんが遺した物だよ」

「お父様が……？」

　私は少女にネックレスと指輪を渡す。

　そして私は少女の顔を見て話を続ける。

「女王様から聞いていると思うけど、私が君のお父さんを殺した異邦人だよ。何か言いたいこととかないの？」

「……ないと言ったら嘘になります……。でも、お父様は一族の未来のために戦うと言ってました。ですので、お父様が亡くなった事は悲しいですが、それであなたを恨むことはありません。……お父様は立派でしたか？」

「うん。自分の意志を曲げる事なく立派に戦ってたよ」

「お父様は強かったですか？」

「とても強かった。あらゆる手を使わなかったら勝てなかったぐらいに」

「お父様は……お父様に悔いはなかったですか……？」

「それについては私が答えます」

　涙目になりながら問いかけた質問に、女王様が口を開く。

「息を引き取るその時まで、娘のあなたの事を心配していました。できればあなたを一族の争いに巻き込まず、どこか遠い場所で何も知らず平穏に暮らしてほしかったと。あなたの無事を最期まで願っていました」

「お父様……お父様ぁ……」

　私は少女を強く抱きしめてあげる。

　少女が泣き止むまで……ずっと……。
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　しばらくして少女は泣き止み、私の膝の上で大人しくしていた。

「それで、お礼の品はどれにしますか？」

「その……少し言いにくい事なんですが……」

「構いませんよ。遠慮なく言ってください」

「えっと、この子……ではいけませんか……？」

　女王様も吸血鬼の少女も「えっ？」と驚いた声を上げる。

「あっもちろんこの子が嫌でなければですけどっ！」

「いえ……それは構いませんが……」

「なんで私なんですか……？　良いアイテム一杯あるって言ってたのに……」

　なんでかって言われても……どう答えればいいか……。

「さっき私の血を吸ったよね？」

「はい……」

「それで私は危険じゃないってわかってくれた……らうれしいんだけど……」

「えっと……その……」

「女王様たちが信用できないっていうことじゃないけど、やっぱり不安なんだよね？」

「それは……」

　少女はチラッと女王様の方を見る。

「大丈夫ですよ。己の本心を言っていいですよ」

「その……やっぱりこの国の人はまだ……怖い……です……」

「だから一時的にでもいいんで、この子を預からせていただけませんか？　私これでも家持っているので住む場所には困りませんし」

「でもアリスさん、いいのですか？　本来なら私たちがその子のケアや面倒を見てあげなければならないのに……」

「はい、構いません」

「レアアイテムより困っている子優先。さすが私のアリス」

　そしてルカは何故そこでどや顔になるの……。

　って、その前にこの子に許可取らないと。

「えっと、勝手に話進めちゃってるけど、あなたはどうしたい？　嫌だったら嫌って言っていいよ」

「嫌じゃ……ないです……。お姉さん優しいし……」

「じゃあ！」

「はい……お願いします……。えっと……」

「私の名前はアリスだよ」

「ではご主人様……でいいですか？」

　おおぅ!?

　まさかのご主人様呼びだと!?

　これはリアと仲良くできるかも！

「あの……嫌でしたか……？」

「ううん！　嫌じゃないよ！」

「ではご主人様、これからよろしくお願いします」

「うん、よろしくね。えーっと……」

「あっ私に名前はありません。吸血鬼にはそのような風習がなかったので……。お父様は潜入のために名を付けてましたが……。ですのでご主人様がつけてください」

「えっ？　そうなの？　じゃあ……」

　名前ないってお父さんからどう呼ばれてたんだろう……。

　吸血鬼の少女だし、カーミラ……は安直すぎるから……。

「じゃああなたの名前はこれからミラね。よろしくね、ミラ」

「はい、ご主人様！」

　次の瞬間、抱き抱えていたミラが光に包まれ、その姿が消えた。

　代わりに私の手の上には赤黒い石が収まっていた。

「……えっ……？」

「なっ何が……」

「ミラちゃん消えちゃった……!?」

　メアリちゃんがミラが消えた事に驚いてキョロキョロと周りを捜し始めた。

　女王様もいきなりの事で驚いたのか、近衛兵や侍女たちに捜索を命じた。

　そして私は手の中に収まっている赤黒い石をじっと見つめる。

「まさか……ね……？」

　念のために鑑定を行うと……。







　ミラの召喚石【非売品】

　契約者：アリス

　このアイテムは売ることが出来ず、また奪われる事も壊れる事もない。







　実はミラは召喚獣でした!?

　イベントＮＰＣと思ったら実はペットでしたってどういうこと!?

「アリス、とりあえずミラ出そう」

　後ろから見ていたルカが冷静に状況を判断し、私にアドバイスをする。

　そそそそそうだ！

　とりあえずミラを召喚してこの場を収めないと！

　私は慌ててミラを呼ぶ。

「お呼びですか、ご主人様」

「えっ!?　ミラちゃん!?　どこに行っていたの!?」

「はい。こちらの石の中にいました」

「石？　えっ!?」

　私は慌ててこの場の全員に現在のミラの状態を説明した。

　異邦人がモンスターなどをペット──使い魔として石に封じ込めることができる。ということにしてなんとか納得してもらえた。

「それにしてもさすがに驚きました」

「正直私が驚きました……。まさかミラが召喚獣になるとは予想もしていませんでした……」

　普通に家でお手伝いさんとして、いてもらうつもりだったからね。

「でもミラ、なんか緊張しなくなったね」

「その……あの光に包まれてからご主人様の気持ちが伝わってきたようで、なんだか平気になりました」

　えっと……そういうものなのかな……？

「しかし、無事話がまとまってよかったわ。これからもミラの事をお願いしますね」

「はい、その内こちらに来れるようになったらミラに顔を見させてあげてください」

「そういえば異邦人の方々はこちらにはまだ交通網がないんでしたね」

「はい。ですのでいつになるかは分かりませんが、来れるようになったら伺います」

「ふふっ、楽しみにしていますね」

　女王様やメアリちゃんたちに挨拶をした後、私たちは城下で行っている宴に参加した。

　どうやらプレイヤーは24：00に強制的に転移させられるか、帰還用の転移装置に乗るかで元の場所に帰れるらしい。

　私はせっかくなので、夜遅くまで宴に参加することにした。

　ミラにとってはしばらく住んでいた国だし、ぱぱっと帰るのも悪いと思ったからだ。

　その内この国がどこら辺にあるのか見つけないといけないなぁ。

　そのためにも街の情報は集めないと！

　こうして私の吸血鬼イベントは終了し、平穏な日々へと戻っていくのであった。




「んー……」

　イベントが終わり、家に戻ってリアたちにミラの事を紹介した。

　幸い二人はミラの事を歓迎してくれて何事もなく顔合わせは済んだ。

　私はリアとミラの話している様子を見つつミラのステータスを確認した。







　名前：ミラ【未解放】

　─ステータス─

【槍】【血魔法（弱体化）】【漆黒魔法】【影魔法】【吸血】【飛行】【変身】【ＭＰ上昇（弱体化）】【ＩＮＴ上昇（弱体化）】【ＡＴＫ上昇（弱体化）】【ＳＴＲ上昇（弱体化）】

　特殊スキル

【吸血鬼の目】【純血種の支配（未解放）】【吸血鬼化付与】【魅了の魔眼（弱体化）】




【血魔法】：自身の血を様々な形状に操作する。使用するとＨＰが減少する。

【吸血】：相手から血を吸い取り、ＨＰとＭＰを回復する。

【飛行】：ＭＰを使用して自身の影を羽にして飛ぶ。速度は自身の身体能力と変わらない。

【変身】：姿を別の生き物に変える。

【吸血鬼の目】：暗視効果があり、夜特に目が利く。

【純血種の支配】：眷属をつくることができ、眷属を召喚、使役することができる。眷属の上限は本人の技量と眷属の格によって異なる。

【吸血鬼化付与】：対象の血を吸い一時的に吸血鬼化させる。

【魅了の魔眼】：格下の相手を魅了状態にする。ただし発動には触れている相手限定で目を見る必要がある。




　未解放：契約者の血を大量に吸う事で解放される。弱体化も解除される。解放されると契約者にペナルティが科せられる。







「これはまた……」

　所謂魔法戦士という形になるのだろうか。

　レヴィが近距離、ネウラが遠距離、ミラが中距離という形になるのだろう。

　なかなかバランスのいいペット編成になったね。

　そしてこの【純血種の支配】というのが解放時のミラのメインスキルなのかな？

　でも解放可能な時間がわからないから調べないといけないんだけど、眷属をつくるってやっぱり血を吸うってことかな？

　だとすると私は血を吸われたけど特に何もなかったし、やっぱり解放前だと効果がないってことだろうね。

　でも【吸血鬼化付与】は解放関係なく使用可能だし……。

　んーやっぱりミラの意思とかが関係しているのだろうか？

「アリス、どうかした？」

「えっと……ミラのステータス見てたんだけど、ちょっと気になる部分があってね。……んでルカ、どうしたの？」

　ルカは椅子に座ってる私の後ろから抱き着いて顔を私の肩に置いている。

「アリス成分補充中ー……」

「補充って……」

　でもイベント中の大半を１人で過ごさせちゃったし、しばらくは好きにさせてあげることにしよう。

「でもミラの能力は、確認しといた方がいいかもね」

「そうだね。そういう能力把握っていうのは大切だもんね」

　肩に顔を置いているルカの頭を撫でながらどこで確認するかを話す。

「そういえばミラって、日中動けるの？」

「一応家に戻ってくるときは平気そうにしてたし、ＨＰも減ってる様子はなかったけど……」

　平然としてたから詳しく聞かなかったけど、そこは確認しとかないといけなかったよね……。

　私はミラを呼んで確認してみることにした。

「そうですね。特に陽の光に特別弱いということではないです。これでも純血種ですから、雑り者に比べたら弱点は少なくなっています。とはいえ、日中よりも夜の方が動きやすいですね。夜目の方が利きますし」

　しかも空飛べるっていうし、これってまさか……。

「アリスたちって、順調に森の支配者として君臨しようとしてる」

「一瞬考えたけどそういう事は言わないの！」

　見通しの悪い森の中で地面からネウラの蔓が襲い、木の上からはレヴィ、そして空には飛んで攻撃のできるミラ。

　そして多種多様な効果で相手を攻撃できる私。

　うん、私が相手だったら絶対に近づきたくないね。

　しかもネウラの蔓なんて足音と混ざって感知しにくそうだし……。

「これで虫を使えるペット来たら完璧」

「何そのフラグ!?　虫操れるって何!?　蠅だけどベルゼブブとかでも仲間にするの!?」

　これ以上大罪の名を冠するペット手に入れたらどうなることやら……。

「まぁそんなことになったら森でアリスと誰も戦わなくなるね」

「別に森で対人をしているわけじゃないんだけど……」

「そして森を通る時はアリスに通行料を」

「払わなくていいからね!?」

「てへぺろ」

　ルカは少し舌を出してお茶目をアピールする。

　しかもそれが可愛いから何にも言えなくなるという。

　この子計算してやっているのだろうか？

「まぁ話が逸れたけど、ミラの能力解放は血を吸えばいいってことなんだけど、どれぐらい吸えばいいのかな？」

「そこはやってみないとわかりませんが、ご主人様が試したいというのであれば失礼させていただきます」

　ミラも協力的だし、早速やるとしよう。

　私は肩に手を掛けてドレスを開けようとする。

　そこにサイが待ったを掛ける。

「ご主人様。さすがに外から見えるここでそれをされるのはちょっと……。やるなら部屋で……」

　いまいちサイの言っている意味がわからなかったが、リアがフォローして「お兄ちゃんも男の子ですから」と言ってくれたのでようやく意味がわかった。

　いけないいけない。

　よく一緒にいるからそういう気づかいが抜けていた。

　サイに一言謝り、私とルカとミラは部屋に移った。

「さてと……じゃあミラお願いね」

「はい、ご主人様」

　ミラは私の右肩にゆっくりと牙を立てて血を吸い始めた。

　ＨＰが徐々に減っていき、ミラのコクンと血を飲んでいる音が小さく響く。

　私の膝の上に乗っているミラだが、正直言ってかなり小柄だ。

　身長は１２０㎝程しかなく、一般的な小学校高学年の子よりも小さく感じる。

　しかも歳はこれでも14歳というのだから更に驚きだった。

　恐らくだが、あまり食事を取れていなかったのではないかと思われる。

　食事と言っても、食物としての食事はとっていたが、血を吸う機会がなかなかなかったのではないだろうか。

　吸血鬼は血がメインの食事となるのだろう。

　しかし、ミラはあまり血を取れなかった。

　その影響がこの低身長に繋がった可能性がある。

「私も吸血鬼だったらアリスの……」

　ルカがミラを見つめて何か言ってる気がするけど……まぁ気にしないでおこう。

　それよりも今はＨＰの方を確認しないと。

　今は２割程減ってる感じだね。

　そしてＨＰは２割から３割程減ろうとした時に止まり、ミラが口を離した。

「はふぅ……」

　顔を上げたミラは恍惚とした表情を浮かべ、口から少し垂れた血を舌で舐めとる。

　そしてミラは胸を両手で押さえると同時に、身体が徐々に成長していった。

　時間にして数秒だが、ミラは先ほどまでの小柄な体形ではなく、私の身長を超すぐらいに成長していた。

「随分大きくなったね……」

「はい、ご主人様」

　私の膝から降りて立ち上がる。

　髪の長さは小さい時と同様に肩より少し長いロングヘアーぐらいだったが、足や手の長さが１・５倍ぐらい長くなったんじゃないかと思うぐらいに感じた。

　瞳の色は赤いままだが、どこか色っぽさが増したような……。

　っと、そうだそうだステータスを確認しないと。




　名前：ミラ【解放済み】

　─ステータス─

【槍】【血魔法】【漆黒魔法】【影魔法】【吸血】【飛行】【変身】【ＭＰ上昇＋】【ＩＮＴ上昇＋】【ＡＴＫ上昇＋】【ＳＴＲ上昇＋】

　特殊スキル

【吸血鬼の目】【純血種の支配】【吸血鬼化付与】【魅了の魔眼】




　うん、ちゃんと解放されてるね。

　そういえば解放するとペナルティがつくってあったけどなんだろう？

　私はお知らせを確認してみると、そのペナルティの詳細が載っていた。




　─ＩＮＦＯ─

　吸血鬼ミラの能力を解放したため、ペナルティとして現在のＨＰが上限値となります。




　ん……？

　つまり……今私の７割になったＨＰが最大値で、これ以上は回復できない。という事なのかな？

　ということは……ＨＰが減ってる時に解放するとその分も回復できない……？

　ってことは、解放する時は戦闘前にしないといけなくなるのか……。

「活動時間については何もないけどどうなんだろう？」

「すみませんご主人様、そこまではわからないのでこのままで過ごして測りますか？」

「いきなり身体大きくなったけど、もし不調とかあったらすぐ言うんだよ？」

「はい、ご主人様」

　お店の方に戻って大きくなったミラをサイとリアに見せたが、リアはお姉ちゃんができたと言って喜んでいた。

　サイは何故か少し恥ずかしそうにしたけどね。

　しばらく経つと、ミラの姿は元の大きさになったのでその時間を確認すると、どうやら30分程が活動時間なのだろう。

　おそらくだが、ミラの解放時間は私のＨＰの減った割合によるのではないだろうか？

　まぁこの辺は検証が必要だね。



「ふぅ……」

　私は脇差を鞘にしまって一息つく。

　この前のイベントでの戦闘で新技の切っ掛けは手に入れたけど、まだまだ練習が必要だね。

「ネウラ、ありがとね。レヴィとミラも周りの警戒ありがと」

「お母さん、ネウラ役に立ったかな？」

「うん、おかげである程度は使えるようになってきたよ」

　近づいてきたネウラの頭を撫でてあげると、ネウラは嬉しそうに微笑む。

「じゃあレヴィお兄ちゃんとミラちゃんと一緒に処理してくるね」

「うん、行ってらっしゃい」

　さてと、ネウラたちが後始末をしてくれてるし、やることを少し整理しようかな。

　まぁ後ろの方でグチャっとした音とか色々な食事音が聞こえるけど、処理してる最中だし気にしないでおこう。

　とはいえ、特にやることが決まってないんだよねぇ……。

　とりあえず今日のところの練習はこれぐらいにして戻るとしようか。

　ちょうど後始末が終わったレヴィたちが戻ってきたことだし、今日はこの辺にしてログアウトするかな。



「んでアリサ、結局イベント中は何があったんだ？」

「掲示板見たらアリサが行方不明って書いてあって驚いたわよー」

　私の家に集まって３人でワイワイしている中、正悟と鈴からこの前のイベントの事を突っ込まれた。

「あー……」

　そういえば私あのイベントのほとんど行方不明だったんだっけ？

　そりゃ２人も心配するよね。

「ちょっと色々あって……ルカにも心配掛けちゃった。とりあえず怪我とかそういうのじゃないから大丈夫だよ」

「ならいいけどよ」

「ってなると何かのイベントに巻き込まれたってことよね？　アリサの様子からあんまり言いたくなさそうだけど……」

　まぁペットが増えたってのは言い辛いよね……しかも吸血鬼……。

　言うにしても落ち着いてからかなぁ……。

「そういや鈴は古都の西の森の奥のクエって知ってっか？」

「もしかしてあの変なクエストの事？　銀翼でも何組か受けてたわよ」

「変なクエスト？」

「あぁ。たまたま古都の方で依頼受けようと思ったんだよ。そこで一つ気になった依頼があって受けてみたんだよ。それで依頼の場所の古都から西の森の奥ってことで行ったわけよ」

「西の森の奥……」

　西の森の奥って確かエルフの人が言ってた辺りだっけ……？

「まぁそれで森を進んでると、栗色の髪をした12、３歳くらいの女の子が現れたんだよ」

「女の子が!?　モンスター出るのに危なくないの!?」

「まぁ落ち着け。それで女の子に案内されるまま廃村に着いたわけよ。そしたらさ……」

「そしたら？」

「いきなりクエ詳細が出てさ。『？？？を倒せ』って出たんだよ」

「名前がわからなかったってこと？」

「おう。んでそれと同時に女の子が俺たちに攻撃しかけてきたんだよ」

「ってことは、？？？がその女の子ってこと？」

「だと思ってな。気が引けるけど攻撃して倒したんだよ。というかめっちゃ弱かった……」

「私も報告で聞いたわ。なんなら初期魔法１発で倒れたらしいものね」

「えぇ……」

　それは流石に弱すぎなのでは……。

「そんで倒したら女の子が消滅……というより黒い靄みたいなのになって辺りに散ったんだよ」

「実は倒せてませんでしたってオチ？」

「そう思ってしばらく警戒してたんだけどさ、一向に出てこないから諦めて帰ったんだよ。それで次の日もう１回行ったら、また同じ女の子が森の途中に現れて俺たちを案内したんだよ。まぁあとはわかるな？」

「廃村着いたら襲ってきたってことでしょ？」

「あぁ。んで今度は時間まで耐えるとかの類かと思って攻撃防いでたんだよ。まぁ威力も大したことねえからそんなじゃねえけどな」

「てか攻撃ってどんなの？」

「えーっとな……それは……」

　なんでそんな言い辛そうなの。

「あー……確かにあれは聞いて鳥肌が立ったわねぇ……」

「えっ？」

「虫なんだよ。その攻撃方法っていうのが」

「あー……なるほどね……」

　攻撃で虫を飛ばしてきたりしたら大抵の人が嫌がりそうだもんね。

　ショーゴたちも銀翼の人たちも虫が来て焦って多い数を撃ちやすい初期魔法で弾幕張ろうとしたらその１発が当たったというわけか。

「まぁ俺たちの方も仕方ねえから火事にならない程度にレオーネの魔法で牽制してたわけよ。でもよ……」

「いつまで経ってもクエストが進まなかったって？」

「あぁ。もうよくわからねえから切り上げる意味でもう１回倒したわけよ」

「２回倒してもクリアしなかったってのはおかしいよね。もしかして回数制なのかな？」

「それだったら普通残り何回って出るはずだからそうじゃねえと思うんだけどな」

　んー……回数でもなければなんなんだろう……？

　攻撃方法……時間……倒し方……倒した時に黒い靄になって霧散……。

　んー情報が足りないからよくわからないなぁ……。

「とりあえず変なクエっていうのはそういうやつだ。掲示板でも謎のクエってことで何人か挑戦してるが全く情報が出てねえから、アリサもやるなら頑張れよ」

「うん、正悟も鈴も何かわかったら教えてねー」

「っと、さてそろそろ俺らは帰るとするか」

「そうね。だいぶいい時間だし、帰ってお風呂とか入らなきゃ」

「別にうちの家で入って行ってもいいよ？」

「あら？　それなら３人で入ろうかしら？」

「おいっ!?」

「冗談よ冗談。じゃあアリサ、また明日ねー」

「またなー」

　話すことを話し終えたのか、正悟と鈴は私の部屋から出て行った。

「それにしても、進まないクエストかぁ……」

　普通に攻撃してもダメだし、耐えてるだけでもダメ。

　とは言っても何がクエストの進行要因かっていうのはわからないし、手探りしかないかねぇ？

　近いうちに少し調査に行ってみようかな。

　っと、そうだ一回ログインして在庫管理とかしとかないと。

　私はベッドに寝転んでログインの準備をする。



　ログイン後、お店で在庫の管理をしていると、リアが私のドレスの裾を少し引っ張る。

「リア、どうかした？」

「その……ご主人様にお願いしたいことが……」

　リアは自分の服の裾を掴んでモジモジと身体を小さく動かしている。

　一体何のお願いなんだろう？

「実は……時間が空いた時に新しいお薬作ってみたいんですが……その許可をもらいたいんですが……」

「新しい薬って……【調合】で作れるものってこと？」

　私が尋ねるとリアは小さく頷いた。

　急にどうしたんだろう？

　もしかして同じ工程ばかりするのが嫌になったから遠回しに変えてほしいって言ってるのかな？

　リアは一応契約上奴隷の扱いだ。

　主人である私に直接そういったことは言いにくいのであろう。

「リア、レッドポーションばっかり作ってるのが嫌になったら気にしないで言っていいんだよ？　それならそれでリアのお仕事内容を考えて気分転換ができるようにするし」
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「嫌になったとかそういうことじゃないんです！」

「じゃあどうして？」

「その……いつもお世話になっているご主人様に何かお礼をしたいって思ってて……。それで新しいお薬が作れたらご主人様も喜んでくれるかなって思って……。それにご主人様が採ってきてくれる植物も使っていないのがかなり溜まっているので、それを有効活用したいなーって思ったり……」

　段々声が小さくなっていくリア。

　でもリアの伝えたい事はちゃんと伝わった。

　私としてはリアのしたい事は応援したいと思っている。

　でも、【調合】は薬草だけを扱うわけではない。

　毒物だったり有害な物だってたくさんある。

　それをまだ子供のリアにさせるのは安全面から不安がある。

「リアの心意気は嬉しいよ。でも危ない植物もあるってことはわかるよね？」

「それはわかってます！　なので、ナンサおばあちゃんから植物についてお勉強させてもらったり、ルカお姉ちゃんに毒物に対しての耐性を少しずつ付けてもらえるようにお願いしました！」

「ちょっと待って今聞き逃せない事聞いたんだけど!?」

　私は慌ててリアの肩を掴んで食い入るように話をする。

「別にリアがそんな危ない事しなくていいんだよ!?　不満があるなら遠慮なく言っていいからそんな危ない事はしないで！」

「いっ嫌です！　リアはご主人様の役に立ちたいんです！」

「リア……」

　私とリア。

　お互い譲れない事のため、話はいつまでも平行線のままだった。

　そこに畑仕事を終えたサイがやってきた。

「ご主人様、俺からもお願いだ。リアのやりたいようにやらせてくれないか？」

「サイまで……」

「俺だって最初は反対したさ。でもこいつの意志は曲げられなかった。だったら自暴自棄にさせて危ない真似させるより、こっちで安全になるように手を打った方がいいと思うんだ。そのためにご主人様が採ってきた植物について一つ一つナンサおばあちゃんにお願いして勉強させてるし、万が一のために各種類の状態異常回復アイテムは俺らの金で買い集めといた。そしてルカ姉ちゃんに協力してもらって、毒関連の耐性を少しずつ付けてもらえるようにお願いもしてある。もちろんリアが新しい薬を作る時は安全第一にさせるよ。だからリアのお願い聞いてもらえないか？　こいつがご主人様に対してここまで言うことなんて初めてなんだよ」

　サイの言う事は理解できる。

　安全面は確保してるし、いざという時の対処も万全だ。

　それでも私としてはどうしても許可できない……いや、したくないんだ。

　あくまでリアとの契約内容は家事や私の生産活動の手伝いなんだ。

　だから作り方がわかっていないアイテムまで作る義務はないんだ。

「ご主人様……」

「リア……」

「お願いします……。これ以外もう我が儘は言いません……。だから……リアの最初で最後の我が儘を聞いてください……」

　私はこんないい子をどこか追いつめてしまったのだろうか……。

　２人にはなるべく危険がないような事をさせていたいというのは私の我が儘なのだろうか……。

　でもこれはきっと答えが出ないのだろう。

　リアはきっと純粋に私の役に立ちたいという一心で言っている。

　その気持ちは嬉しい。

　だが、それでリアが危険な目に遭ってもいいということにはならないんだ。

　だから……。

「ごめん、リア。少し考えさせてもらってもいい？」

「はい……」

「すぐに決められなくてごめんね……？」

「いえ……。じゃあ……リアは作業に戻りますね……」

「うん……」

　リアが作業場に行くのを見送って私は机に伏せる。

「ご主人様……」

「何……？」

「リアも思いつめたり悪気があって言ってるわけじゃないからさ……。その……なんというか……」

「大丈夫……わかってるよ……。リアは私のためにやろうとしてくれてるんだよね……。感情的には賛成だよ……？　でもね……あんな小さな子にそこまでさせる必要はないって私の理性がそれを譲らないの……」

　理性と感情が頭の中でぐちゃっとなって考えがまとまらなくなる。

　もうどうしたらいいのかがわからない。

「あのさ……リアのやつさ……ご主人様にすっごく感謝してんだよ……。雇用の時もさ……離れ離れになっちまうはずの俺らをご主人様は一緒に雇ってくれたし……。ご主人様は優しいからリアの表情も豊かになったし……。だからあいつも何か恩返しがしたいってたまにぼやいてたんだよ……」

「私は２人が元気でいてくれたらそれでいいんだよ……？」

「ご主人様はそうかもしれないけど、俺らは違うんだよ。俺らがどれだけご主人様に救われたか……。だからリアもあれだけ本気になってるんだよ……」

「それでも私は…………ん……？」

　サイと話していると、何やら外から騒がしい音が聞こえてきた。

　その音は次第に大きくなり、この家の近くで収まった。

　と思いきや、お店のドアが勢いよく開けられ、誰かが室内に入ってきた。

　一体何事かと思ったが、よく見るとその誰かは海花だった。

「おっお姉様ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　海花は私を見つけると、勢いよく抱き着いてきた。

「ぬごっ!?」

　海花に抱き着かれた衝撃でお腹が机に押されて変な声が出る。

「お姉様お姉様お姉様ぁぁぁぁぁ！」

「うごっ……」

「ご主人様……大丈夫か……？」

　いや……無理……。

　私はガクっとしてそのまま机に伏して倒れる。

「って、あれ？　お姉様……？」

　海花は私を揺らすが、何の反応もないことに気づき顔が真っ青になる。

「おっお姉様ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　そしてお店の中に海花の絶叫が響き渡った。



「おっ……お姉様……」

「なに……」

「その……ごめんなさい……」

　床に正座している海花をじっと見つめると、海花は冷や汗を流しながら私に謝罪をする。

　私が足を組みなおしたり、指で机を軽く叩くだけでも海花はびくっと反応し、その都度顔がどんどん青くなっていく。

　まぁ海花も悪気はなかったようだし、この辺で許してあげることにしよう。

「痛かったのは確かだけど、そこまで怒ってないよ」

「ほっホントですか……？」

「それともまだ怒っててほしいの？」

「いっいえっ！」

「それより海花どうしたの？　そういえばイベント終わってからしばらく会わなかったけど……」

　海花の事だからてっきりイベントが終わったらすぐ私のところに来ると思ったんだけど、来ないから不思議に思ってたんだよね。

「実はイベント当日に用事がありまして……。終わってからすぐログアウトしなくてはいけない状況で……」

　確かにイベント中は時間は加速されるからって……。

　１時間ちょいで終わらなかったらどうするつもりだったんだろうか。

「それで今日になってようやくログインできるようになったので来たわけです……」

「そうだったんだ。あっ、そういえば海花ってイベント中ルカの世話してくれたんだよね。ありがとね」

　ルカが少し悔しそうに海花に世話になったって言ってたし、お礼言っとかないとね。

　その事を思い出したのか、海花もハッとしてこちらを見る。

「そうですよ大変だったんですよ!?　あの子お姉様を捜すって言って宿飛び出しそうになったのを必死に止めて、部屋に押し込んだら押し込んだで狂乱状態で話を聞かないのをあたしががっちり抱き締めて落ち着かせてたりしたんですよ!?」

「えっと……ごめんね……？」

　軽く話を聞いたけど、そこまでとは聞いてなかったから正直驚いた。

　道理でイベ最終日私にべったりしてたわけだ。

　仕方ない。

　ここは海花に何かお礼をしないといけないね。

「まぁルカの面倒を見てもらったお礼と言ったらなんだけど、何かしてほしいことある？」

「えっ!?　いいんですか!?」

「言っとくけど変な事はＮＧね」

　なんでもとか言ったら何されるかわかったもんじゃないしね。

「じゃっじゃあ……ぎゅってしてもらっても……いいですか……？」

「それでいいの？」

「はいっ！」

　それぐらいでいいのか。

　てっきり１日狩りとかに付き合ってくださいとかが来ると思ったんだけどね。

　私は両手を広げて海花を招く。

　海花は少し恥ずかしそうに私の胸元に顔を埋めるように抱き着いた。

　抱き着いたのを確認した私は、両手をそのまま海花の背中に回してぎゅっと抱き締めてあげる。

「お姉様の香り……うへへへへ……」

「…………」

　何を言っているんだろうこの子は……。

　匂いフェチとかそういうのなんだろうか……？

「ご主人様……この人やっぱりやべえよ……」

　サイ、気持ちはわからないでもないけど、言わないのも優しさなんだ。

　５分ぐらいしてあげて離すと、海花はなんだか恍惚とした表情を浮かべており、不気味に感じた。

　てか軽く涎が垂れそうになってるんだけど？

　垂れたらちゃんと掃除してよね？

　少し経つと海花はハッとして普段通りになり、垂れかけた涎に気づいて拭いた。

「じゃあお礼はこれで終わりね」

「はいっ！　幸せでした！」

「そっそう……？」

　何がどう幸せだったのだろうか……？

「そういえばお姉様。先ほど机に伏して倒れてた気がしますが、どうかしたのですか？」

「んー……ちょっとねー……」

　第三者への相談ということも一瞬考えたが、あまり大事にもしたくないので言わないでおこう。

　と、思いきやサイが海花に説明を始めた。

「実は俺の妹がご主人様のために新薬を作りたいって言ってるんだけどさ、その事で今悩んでるんだよ」

「妹ってことは……あのカウンターでアイテム販売してくれている女の子ですね？」

「あぁ。それでご主人様は反対してて、妹の方もお願いしてるってところだ」

「安全対策はどうなってますの？」

「まずは知識からってことでナンサおばあちゃんにお願いして勉強させてる。毒とかについてはルカ姉ちゃんにお願いして少しずつそういった症状の耐性を付けてもらえる話になってる。あと、もしそういった症状になった時のために各種症状の薬も用意してある」

「毒を!?」

　流石の海花もその事には驚いたのか、少し困惑しているようだ。

「あなたの妹の覚悟は話でですがわかりました。ですが、もし本当に怪我を負った時、責任を取るのはお姉様っていう事はわかりますね？」

「そっ……それは……」

　海花の発言にサイはびくっと反応して動きを止める。

　海花はああ言ってるけど、二人に何かあったら私は迷わず責任は取るつもりではいる。

　サイのあの様子から、そういった場合も考えてはいたらしいけど、自分たちの責任と言って私に被害が及ばないようにするつもりだったのだろう。

　だが世間からしたら私は従業員に危険な新薬の作製をさせた異邦人、という扱いを受けるだろう。

　本人たちは自分たちの自業自得と主張しても、世間ではそうは取らないだろう。

　それが社会というものだ。

　上に立つ以上、下の者の責任は持つものだ。

　海花もそこを心配して言っているのだろう。

　さすがに犯罪行為をされたら困るけど……。

　まぁそうなるとルカは考えてなかったのかとなるが、ルカはたぶん私がダメと言ったら絶対に手伝わないだろうから、海花の話とはまた少し別問題だ。

　とはいえ、反論ができないサイはそのまま黙ってしまう。

　それを見かねた海花は話を続ける。

「お姉様のお役に立ちたいということは素晴らしい事だと思います。ですが、事故が起こった時にその責めを負う人がいることを理解しなさい。あなたたちはまだ子供なのですから。自分１人の責任ということには必ずしもなるということではないのですからね」

「うん……」

　サイは俯いてしまい、その場でじっと立ったままでいる。

「……とまぁ偉そうな事を言いましたが、あたしとしてはそこまで安全対策を取っているならさせてもいいんじゃないかなって思うんですが、お姉様はどうなさいますか？　お姉様のことですし、有事の際の責任は取るおつもりでしょうし、本当にあの子たちの事を心配しての反対ということは理解しています。ですが、あの子たちの成長する機会を一概に奪ってしまってもよいのかなとあたしは思います」

「成長する機会……？」

「はい。自分のためであれ、誰かのためであれ、何かをなそうとする気持ちは尊いものです。それにあたしたちは所詮一プレイヤーです。あたしたちがいなくなった時、あの子たちはどうなるのでしょうか？　でも、そこで何か技術があればそれで食べていくこともできます。だからあの子たちに成長の機会を与えてもいいのではないですか？　それに安全対策もちゃんと考えているようですし、あの子たちで手に負えない何かがあればあたしたちプレイヤーが処置することもできます。だから、あの子たちのお願いを聞いてあげてもいいんじゃないですか？　お姉様」

「海花……」

　確かに私はずっとこの世界にいるわけではない。

　もし私がこの世界に来れなくなったら、両親のいないサイとリアは二人で生きていくしかない。

　その時に何か技術があればそれを活かして食べていくこともできる。

　しかも薬なんてどこでも需要がある物だ。

　それを作れるということは損にはならないだろう。

　その技術を得る機会を私の我が儘で奪っていいのか……。

　いや、私にそんな権利はないだろう。

「もう全く嫌になるね……」

　私は１人小さく呟く。

　答えなんて最初から決まっていたんだ。

　ただ自分が納得する理由が欲しかっただけなんだ。

　それをまさか海花に教えられるなんてね。

「サイ。リアを呼んでくれる？」

「あっあぁ！」

　私がサイにリアを呼んでくるようお願いすると、サイは急いでリアを呼びに行った。

　少し経つと、リアを連れたサイが戻ってきた。

　リアは作業の途中だったのか、作業着のままで少し緊張しながらこちらを見ている。

「リア、私決めたよ」

「……はい……」

「リアの新薬作りの件……許可する事にした」

「いいん……ですか……？」

「うん。確かに心配だけど、リアの成長の機会を奪うのは私の我が儘だもんね。でも気を付けてね？　何か困ったことがあったら一人で悩まないでちゃんと相談してね？　どんな事でもちゃんと聞くからね？」

「はいっ！」

　嬉し涙なのか何なのかわからないが、リアは涙を浮かべてその場に立っている。

　そんなリアを見た私は、こっちに来るように両手を広げる。

　リアはゆっくりとこちらに近づいてきて、私の胸元にしがみつく。

　そんなリアを優しく抱きしめてあげると、リアは「ごめんなさい……」「ご主人様大好きです……」などと謝罪の言葉と感謝の言葉を泣きながら口にしていた。

　さてと、その内リア用の作業部屋も作ってあげないとね。

　この子が一流の薬師になった時の事を考えて、ね。



　リアの新薬作り騒動……とまではいかないが、そういったことがあった翌日ログインしてみるとリーネさんからメッセージが届いていた。

　内容はログインしたらお店に来てほしいとのことだ。

　一体何の用だろう？

　指示通りにお店に向かい、お店に入るとリーネさんとルカが椅子に座っていた。

「あれ？　ルカも呼ばれたの？」

「ん。話があるって連絡来た」

「さてと、アリスちゃんも来たことだし始めるかにゃ」

　そう言うとリーネさんは従業員に指示して飲み物を持ってこさせた。

　どうやら中身は……紅茶かな？

「ささっ飲んでみてほしいにゃ」

「じゃあ……いただきます……」

　リーネさんに言われた通りに紅茶を飲んでみる。

「……少し甘くて飲みやすい……」

「あんまり渋くない」

　紅茶にも色々種類あるから、そういうのを選んで用意したのかな？

「うんうん。評判は良さそうにゃ」

「それでお話っていうのは？」

「今アリスちゃんたちが飲んだ紅茶、それを売ろうと思ってるにゃ」

「はぁ……？」

　別に私たちに言わないで売り出せばいいんじゃないのかな？

「ちょっと話を飛ばしすぎたにゃ。実は生産職や大手ギルドと連携してプレイヤーイベントをしてみようという企画があるにゃ。目的は新規古参関係なく楽しめるようにっていう感じにゃ」

「そのプレイヤーイベントでお店を出すってことですか？」

「簡単に言えば屋台のような出張店にゃ。とはいっても、ただ生産職が新しい物を出すだけじゃただの市場にゃ。そこで、アリスちゃんたちには戦闘職参加型イベントの目玉アイテムとなるようなアイテムを探してきてほしいのにゃ」

「つまり、運営が用意する報酬を私たちが用意するってことですか？」

「端的に言えばそういう事にゃ。もちろん私たち生産職も丹精込めた逸品を用意するにゃ」

　ようはプレイヤーがアイテムを持ち寄ってそれを景品にイベントをしようってことだよね。

「でも場所はどうするんです？　当てはあるんですか？」

「そこは運営に今相談中にゃ。特設フィールドを用意してもらって屋台の設営はこちらが全部やるとかにしてもらう予定にゃ。とはいっても、まだ企画段階だからまだ先の話なのにゃ」

「だからその間に色々アイテムを見つけといてもらう、ってこと？」

　ずっと口を閉ざしていたルカが口を開いた。

「そういう事にゃ。何か珍しい物を見つけたらこっちに連絡してもらって、一定数以上になれば開催っていう形にしたいのにゃ。イベントを開いてもアイテムがなかったら盛り上がりに欠けるからにゃ」

「ってことは色々と声を掛けてる形なんですか？」

「プレイヤーにも得意な場所があるからにゃ。アリスちゃん然りルカちゃん然り」

　確かに私は森方面の探索をしているし、例えばだけど海だったり山岳だったりと色んな場所を探索している人だっている。

　そういった人しか見つけられないようなアイテムを景品にしたりすればやる気は上がるだろう。

　まぁそれを売ってお金にしたいっていう人もいるだろうから、全てが順調とはいかないだろうけどね。

「わかりました。なら今のところですが、私からは山王鳥の卵を出しますよ」

「おぉ！　料理方面のプレイヤーが喜びそうにゃ！　今のところアリスちゃんしか手に入れられてないっぽいから需要も高いにゃ」

「あの卵を使った料理は絶品。リアとサイが羨ましい」

　一部は保存してるけど、保存しきれない分は使ってるからね……２人の食事とかに……。

「とはいっても、１個だけじゃ奪い合いになるのがオチなので、出品分を少し確保しておきます」

「助かるにゃ。でもいいのかにゃ？　山王鳥の卵はかなり高額で売れるのに出品してくれても？」

「そこまで独占する気はないですし、下手に販売したらしたで何か嫌な予感がしたので……」

　食べ物の恨みは恐ろしいとかそんな言葉もあるし、調理したのを自慢して奪い合いでＰＫが起こる気がしたから……。

　一応私のお店でも数量は少ないけど出してるしね。

「でも有志による募集じゃ、お金欲しさにあまり集まらないと思う。それに戦闘職参加型だと非戦闘職じゃ手に入れられない」

「ルカちゃんの心配も勿論わかってるにゃ。だから半分をオークションに出すっていうのはどうかにゃ？　それなら物によっては値が上がるし、戦闘職以外も参加して手に入れられるにゃ。まぁ運営費ってことで落札価格の１割程貰いたいところにゃんだけどね」

「１割ぐらいならいい」

「それならアイテムも集まりますね。普通に売るよりオークションなら価格も上がりやすいですし、初心者でもお金さえ集められれば落札できる可能性もありますからね」

「まぁあとはオークションだと資金に物をいわせて買い漁るプレイヤーも出てくる可能性があるからそこの対処も考えておきたいところにゃ」

　確かにそこの対処は考えておきたいところだね。

　今思いつくのは落札回数制限ってところだけど、そうするとグループをつくられたりしてそのグループで全部落札とかいうこともあるし……うーん……。

「まぁ対処はこちらで考えておくにゃ。それと目玉アイテムと言ったけど、別にそんな特別珍しいのじゃなくてもいいにゃ。そういうのはオークションの方に回せばいいだけにゃ。だから気になったアイテムがあったらどんどん相談してほしいにゃ」

「わかりました」

「ん。探しとく」

　となると、イカグモさんの糸もそういうのに含まれるのかな？

　正直家の借金が無くなったから結構資金に余裕が出てるし、すぐさまお金に換えなきゃいけないってことではないから出品してもいいんだよね。

　まぁ色々探索して探してみるとしようか。

　リーネさんとのお話も終わり、私とルカはそれぞれ帰路に就く。

　途中で話していた企画の事を考える。

　一先ず私が出品出来る物としては、山王鳥の卵とイカグモの糸と言ったところだろう。

　あとはリアが新薬を作れればそれを出品していいかもしれないけど、この事を伝えると無駄にプレッシャーになってしまうので作れたら話を振ってみることにする。

「とはいえ、これだけじゃなんかあれだしなぁ……」

　どうせならもう少し驚かれるような物を出品したいところだ。

　そうなるとまだ未開拓エリアを探索した方がそういった物は見つかりやすいだろう。

　となると……。

「この前ショーゴが言ってた廃村辺りかなぁ……？」

　ショーゴの話の後掲示板を覗いたけど、不気味がってあまり近づこうとする人もいないし、ある意味ちょうどいいかもね。

　ということで早速行動に移すとしよう。

　私は装備等の確認をしてヒストリアに向かった。

　ヒストリアに飛んだ私はまずギルドホールへ向かって例の依頼を受けることにした。

　話によるとクエスト期間は無期限となっているようだし、受けっぱなしでも構わないようだ。

　それにせっかく向かうのだから受けといて損はないだろう。

　ギルドホールに入ると、ちょうどその廃村について職員と話しているプレイヤーたちがいた。

「だから調査したけどよ、女の子が出たぐらいなんだってよ。それじゃダメなのかよ」

「はい。依頼主はあくまで異変を解決してくれとのことなので、何度も同じように目撃されてしまうようでは依頼達成とはならないのですよ」

「はぁ……わかったよ。また時間が空いたら行くことにするよ」

「わかりました。よろしくお願いします」

　そのままプレイヤーたちはギルドホールから出ていき、頭を下げていた職員は顔を上げると小さくため息をついた。

「はぁ……どうしたものかしらねぇ……」

「あのー……」

「はっはい。何か御用でしょうか？」

「その……さっき話していた廃村の調査のクエスト受けたいんですが……大丈夫ですか？」

「えぇ、大丈夫ですよ。となるとクエスト内容は理解しているようですね」

「まぁ大まかですけど、ここから西の森を突き抜けると廃村があるから、そこを調査して異変を解決してほしいってことですよね？」

「はい、その認識で大丈夫です」

　一応確認してみたが、概ね間違いはなかったようだ。

　っと、そうだ。

　ついでに依頼主について聞いてみよう。

「それと依頼主さんにお話し聞きたいんですけど、どこにいるとかっていうのはわかりますか？」

「あー……それは……」

　依頼主について尋ねると、職員は苦笑いをする。

「もしかして依頼主に話は聞けない感じなんですか？」

「申し訳ありませんが、依頼主の方がそれを拒んでおりまして……。どうもこの件に対して何か思い入れがあるようなのですがその理由は話してくれないのですよ」

「そうですか……」

　何か知っていることがあれば聞いておきたかったけど……。

　でも話を聞けないっていうのなら仕方ないしなぁ……。

「って……依頼主が廃村の異変の調査及び解決を依頼したんですよね？　ならなんで今までその事が伝わってなかったんですか？」

「少し違いますね。街の者が西の森で女の子を見たということが発端で、そこから依頼主から廃村の情報が入ったのです。そしてその依頼主に調査を依頼された、という形です」

　つまり依頼主と異変の発見者は別ということになるのかな？

　となると依頼主は……。

「わかりました。ではこれとは別件で、この街に他所から来た人たちについては教えてもらえたりはしますか？」

「理由をお聞きしても？」

「はい。私はこれからも森を抜けて村や街を探したいんですが、他の土地からこちらに来た方から元いた土地についてお話を聞きたいんです」

「異邦人の方々は街を探していると聞きますが、確かにそれならば他の土地を知っている方のお話は参考になりますね。とはいっても、さすがに個人情報といったものがあるので公にはできません。ですので、そういった方が住んでる場所がどの辺という事なら教えられます。あとはご自分で探してもらう形になりますが……」

「それで十分助かります」

　さすがに名前とかまでは教えてもらえるとは思ってなかったし、地区だけでも教えてもらえるなら御の字だ。

　まぁ少し騙してるところがあるのは心苦しいけど……。

　私は職員に教えてもらった地区で虱潰しに話を聞いてみた。

　エルフの里で聞いた話からすると、廃村になってたのは50年前。

　そしてその廃村ということを知っているということは少なくとも50歳以上の高齢の方だ。

　ならばその高齢の人を探せばいい。

　とは言っても、依頼主は高齢かもしれないというだけで、孫とかが祖父の心残りなんですとかいう話だったらもうわからない。

　しかし、幸いにも聞き込みを続けたところ私の話に該当する人が１人いた。

　そしてその人の家に辿り着き、ドアをノックする。

「……留守かな？」

　しばらくしても返事も返ってこないので留守かと思い、ドアの横に座り相手を待つことにした。

　しかし時刻は昼を過ぎようとしてたため、腹を満たすため手持ちのサンドイッチを食べる事にした。

　サンドイッチをモグモグと食べていると、私が来た道からお年寄りがこちらに向かって歩いてきた事に気づいた。

　私は急いでサンドイッチを食べて立ち上がる。

「おや？　君は……？」

「初めまして。私はアリスと言います。ペカドさんですよね？」

「えぇそうですが……何か御用ですか？」

「はい。少し……お話を聞かせていただきたいのです。……西の森にある廃村について」

　私はペカドさんの顔を見つめて話し掛けた。ペカドさんは予想通り高齢のようで、髪も白髪で顔や手にしわがかなりあった。

　私が西の森の廃村について尋ねると、ペカドさんは明らかに動揺していた。

「いっ一体何の話ですかな？」

　だがペカドさんは平静を装おうとする。

　なので私はその平静を奪うために話を続ける。

「先ほどギルドホールの職員に話を聞いた際、依頼主については秘密という事を説明されました。ですが、どうしても話を聞きたいと思って依頼主である貴方を捜していたわけです」

「何故私が依頼主だと思ったんですか？　この街の誰もが依頼主になり得るのに……」

「実は私、あの廃村について少し話を聞いているんです。１００年程前にその廃村に訪れたエルフから。そこで興味深い話を聞きました。その件の廃村……実は50年以上前から廃村になってたらしいじゃないですか」

「!?」

　おっ明らかに動揺した。

　さすがにそこまで知られているとは思ってなかったっぽいね。

「だとしたら話は簡単です。他所から来た住人。そして高齢の方。この２点で捜せばいいと思ったんです。そして、貴方に辿り着いた、というわけです」

「わっ……私から何が聞きたい……」

　ペカドさんは観念したのか、誤魔化すのをやめた。

「私はその廃村に何が起こったのかを聞きたいんです。何故廃村になったのか。そして、森に現れる少女についてを……」

「なら家に入りなさい……話はそれからだ……」

　ペカドさんは私を家の中に招き、私もそれに従った。

　依頼主を隠したがる状況から、あまり人に聞かれたくないのだろう。

　だが、依頼を出したということは解決してほしいという面もあるのだろう。

　家の中に入ると、ペカドさんは何やらタンスから古ぼけた書物を取り出して机の上に置いた。

「これは……？」

「当時起こった事をなんとなく書いた物です……」

　私はその古ぼけた書物を傷つけないように慎重に開いた。




　○月×日

　最近日照りが続いている。

　作物もうまく育たない。

　どうしよう。




　○月△日

　村長が雨ごいのために人柱を立てるらしい。

　誰が選ばれるんだろう……。




　○月□日

　人柱が決まった。

　まさかあの子が選ばれるなんて……。

　嫌だけど僕にはどうしたらいいかわからないよ……。




　○月◇日

　人柱になると聞いてあの子と話してきた。

　僕は悲しくて一杯泣いてしまった。

　でもあの子は一度も泣かなかった。

　これは自分の役目だから。

　これで村が救われるならって言ってた。

　僕は……どうすればいいんだろう……。




　×月○日

　あの子は人柱として祠に入れられた。

　僕は怖くて家で震えていただけだった。




　×月△日

　あの子を人柱にしたにも拘わらず、日照りは収まらなかった。

　作物も元気がなくなっていくばかりだ。

　大人たちは何やら言い争っていた。




　×月□日

　村に突然死者が出た。

　疫病かわからないが、少なくとも餓死ではないようだった。

　村のおじいちゃんが祟りって慌ててた。

　それを聞いた大人の人たちも何やら焦って祠に向かったのを見た。




　×月◇日

　村の大人たちが祟りの原因はあの子がちゃんと人柱にならなかったからだって言ってあの子の家族全員を祠に入れた。

　あの子の家族が騒いでいた声が耳から離れない。

　嫌だ聞きたくない。




　△月○日

　お父さんとお母さんが村を出ようと言ってきた。

　お父さんはこの村に何か良くないものが来てしまったのかもしれないと言っていた。

　でもこのことは誰にも言わないようにって注意された。

　僕たちは身支度を整えることにした。




　△月×日

　異変が起こった。

　突然大量の虫が村中を襲ってきた。

　僕たちは身支度を整えてたのもあって、すぐに脱出できたけど他の人たちはわからない。

　逃げてる途中村の方から悲鳴が聞こえたりしたけど僕たちも必死に逃げてたからそんな余裕はなかった。




　△月□日

　なんとか森を抜けて違う街に辿り着いた。

　街での手続きはお父さんとお母さんがやってくれた。

　新しい家も何とか用意できた。




　△月◇日

　こっちに避難してきた人の話を聞かない。

　お父さんとお母さんは僕にあの事は忘れるように言う。

　でも僕はあれを忘れるなんてできなかった。







　日記はここで終わっていた。

　私は書物を閉じてペカドさんの方を向く。

「何故この事を言わなかったんですか？」

「怖かったんです……。自分たちだけ逃げ延びたことに……責められるんじゃないかと……」

「そして全てを無かったことにしていたら最近になってその廃村に女の子が現れたと……。そして慌てて依頼を出したということですね」

　ペカドさんは小さく頷く。

「女の子の姿については何か聞きましたか？」

「いえ……」

「女の子は栗色の髪をした12、３歳ぐらいの子らしいです。その子に覚えは？」

　ショーゴから聞いた話を伝えると、ペカドさんは身体を震わせて自分の身体を抱き締める。

「あの子だ……きっと逃げ延びた僕を恨んで……」

　ガタガタと震えるペカドさんの肩に軽く手を乗せる。

「だとしたらもっと前から出現報告があってもおかしくないです。それが今になって現れたということは何か理由があるはずです。それに聞いた話だと女の子は村に案内しているようなんです」

　恨みを晴らすだけならその場で襲えばいいだけだ。

　それをわざわざ村に案内するのは非効率だと思う。

　村に案内する意味。

　これが異変を解決する手がかりになるのではないだろうか。

　とは言ってもまだ情報が足りない……。

　人柱になった少女。とても弱い。倒すと霧散して消える。再度村に行くとまたいる。攻撃をずっと耐えていても何も進行しない。そして森で攻撃せずに村に着いてから攻撃する。

　きっと何か共通点があるはずなんだ。

　倒すのでもなく耐えるのでもない……。

　仮に怨念だとして、村に行くと強くなるわけでもないのに何で村に案内するんだろう……。

　仮に私がその怨念だとして、村に案内させて何をさせたい……？

　村に行くことで何をさせれる……？

　そこで私はハッとする。

「もしかして……」

　その女の子が村に案内させてさせたかった事って……。

「ペカドさん」

「何でしょうか……？」

「その女の子の何か大切な物とかについて何か知りませんか？」

「大切な物ですか……？　大切な物は確か人柱の時に全て祠に一緒に入れる話なので、あっても祠の中に一緒にあると思いますが……」

　んー……大切な物を探してほしい、というわけではないようだ。

　となると……。

　私は立ち上がり、ペカドさんにお礼を言う。

「この度はお話し辛いことを話していただきありがとうございました」

「いえ……。その……私が言えたことではありませんが……どうか……よろしくお願いします……」

　ペカドさんは私に頭を下げる。

　私は微笑み返してペカドさんの家から出て西の森の廃村に向かう。

　ヒストリアから西の森を移動中、ペカドさんに聞いた話を纏める。

　日記の年号を見た限り、廃村になったのはやはり50年以上前の事だった。

　廃村になった原因は、突然虫の大群に襲われ村は壊滅したため。

　ペカドさんたち一家は村を離れる準備をしていたため、なんとか無事だった。

　そして廃村になる前、人柱として少女が選ばれ、効果がなかったため一家も人柱とされた。

　こうなると少女の正体は怨念というのが一番の線なんだけど、それならそれで森にいる時点で襲ってこないのは少しおかしい気がする。

　となると正体は他の何かということなのだが、その何かは予想がつかない。

　そもそも怨念って虫を操れるものなのだろうか。

　テイマーならともかく、ただの少女がそんな多い虫を操れるとは思えない。

　そうなると虫を操る能力と少女はまた別なのではないかと考える。

　例えばだけど、怨念となった少女が死後近くにいた虫を操れるようになったのが発端とかね。

　でも操れるようになったとしても、そこから廃村までの期間が短すぎる。

　こちらの人たちはスキルレベルの上昇率は異邦人に比べて渋い。

　それが村を壊滅させるほどすぐ上がるものなのかが引っかかる。

　もしかして何かが少女の怨念に力を与えた……というのが今のところ考えられることかな？

「っと、そろそろかな？」

　廃村の場所から少し離れた場所にそろそろ着く。

　ある一定の距離まで近づくと少女が現れるというので、私は木から下りて地面をゆっくり歩く。

「お姉ちゃん、こんなところでどうしたの？」

　しばらく歩くと、森の中から目撃情報の栗色の髪をした少女が現れた。

「うん。この先にある廃村に行きたいんだ」

「なら私が案内するよ。ついてきて」

「ありがと」

　情報通り少女が私を案内し始めた。

　まぁ件の少女なので、私は何の躊躇いもなくついていく。

　少女の足に合わせて森を進んでいると、私が何も言わない事が気になるのかチラチラとこちらの様子をうかがっている。

　まぁ普通ならなんでこんな森にいるのか聞いてくるところなのに、何も言わずついてくるからね。

　しかも襲われるっていう話も広まってるのに、武器を構えていないのを見たら余計に気になるよね。

　少女についていくと、森を開いて建物がいくつか立ち並ぶ村に出た。

　そして少女は私から距離を取ってこちらを向く。

「……１ついい？」

「何かな？」

「何で武器も構えないでついてきたの？」

　少女が私に問う。

　今まで出会ってきたプレイヤーたちは、最初は敵対心はなくても武器は構えていたのだろう。

　そして少女が村に着くとプレイヤーを襲うという話は既に広まっている。

　少女もそれを認識しているのであろう。

　だが、私はその話を知っているのだろうにも拘わらず、武器を構えずに大人しく少女についていった。

　少女にはそれが疑問だったのだろう。

「別に君を倒すためにこの村に来たわけじゃないからかな？」

「えっ……」

「君が村に着いたら私たちを襲うっていう話は知ってるよ。でも、襲うなら森の中の方が姿も見えないし、君自身の安全性を考えたらその方がいい。でも君はしなかった」

　少女は私を襲うことなくじっと話を聞いている。

　なので私はそのまま話を続ける。

「どうしてだろうって思ったよ。でも君が姿を現すのは何かあるんじゃないかと考えた。まるで村に来てほしいみたいに……ね。最初は村の中だと強くなるって考えたけど、特にそういうのじゃなかった。じゃあなんだと思う？」

「それを私が答えると思うの？」

「そうだよね。答えるわけないよね。でも私は考えた。姿を現す必要がないのに現す。案内する必要がないのに案内する。まるで何かを見つけてほしいみたいに……」

　私はチラっと少女の顔を見る。

　表情は変わらなかったが、私の話を聞いてから手を強く握っているのが確認できた。

　おそらく私の予想は当たっているのだろう。

　だから私はその予想を口に出す。

「君は……見つけてほしかったんだよね……君自身を。人柱にされてしまった君自身を……。村のために犠牲になったにも拘わらず村は何も好転しなかった……怨まれ……蔑まれ……怨嗟の声を聞き続けた君はいつしか村人を……」

「うっ……あっ……あ……あぁ……。あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　少女は私の言葉を遮り頭を抱えて悲鳴を上げる。

　そして少女の背後から無数の虫がこちらに迫ってきた。

「レヴィ！　ネウラ！」

「キュゥ！」

「うんっ！」

　私はネウラとレヴィを召喚する。

「２人ともあの虫と女の子を足止めして！　女の子は絶対に倒しちゃダメだよ！」

「キュゥ！」

「任せてお母さん！」

　レヴィたちは【体形変化】で身体を大きくし、ネウラに至っては蔓が何本も生えている最新形態になった。

　まぁ虫相手なら食虫植物と化したネウラは天敵だろうしね……。

「ギュゥゥゥ！」

「さぁ食べられたい子からおいで！」

　２人が迫ってくる虫たちを威嚇する。

　虫たちも本能から２人のやばさを感じたのか動きを止める。

　私はその間に村の中に見えている建物に向かう。

「あの様子からすると、あの子自身を見つければこの異変も何か進展するはず……！」

　とはいえ、明かりも何もない建物を一人で見るのは時間的な関係から厳しい。

　なので……。

「ミラ、まだ昼間だけどお願い！」

「大丈夫ですよご主人様。でも急いでる今の状況の移動はご主人様に任せます」

　昼間だが、暗いところを短時間で見るのにはミラの力が必要だ。

　私はミラを呼び出して彼女を抱えて移動する。

　私があの子を見つけるまで頼んだよ……レヴィ……ネウラ……っ！

　レヴィとネウラに足止めを頼み、私とミラは廃村の建物を目指す。

　当然だが人の気配は全く感じられない。

　私以外にプレイヤーはいないようだ。

　チラッと後ろを見るが、うまく足止めをしてくれているのか虫が迫ってくる様子はない。

　とはいえ、時間はそう掛けられないので近くの建物から素早く調べる事にする。

「ふんっ！」

　急いで調べると私が考えたのを察したのか、ミラが一番近くの建物の戸を蹴り破った。

　確かに急いで調べるとは考えたけど、まさか戸を蹴り破るとは思わないよね？

　だが唖然とするのは後だ。

　今はあの子を捜すのが先決だ。

　私とミラが建物に入ると、中からは血生臭く、何やら嫌な臭いが漂う。

「うっ……」

　暗視効果のある【梟の目】に入れ替えて中の様子を見る。

　だが建物の中は赤黒く乾いた血が壁や床を汚していた。

　そして床には白骨と化した遺体の頭部が落ちていた。

　恐らくこの中で襲われたのだろう。

　少なくともここが祠ではないだろう。

　私たちは建物の外に出て違う建物へと向かった。

「ここも……」

　もう10軒以上回ったが、どの建物も赤黒くなった血で汚された壁や白骨死体が落ちていた。

　どうやらペカドさん一家以外に逃げ延びた村人はいないようだ。

　残るは３軒……。

　レヴィとネウラの事も心配だし早いところ戻らないと……。

「あれ……？」

「ミラ、どうしたの？」

　ミラは今まで戸を蹴り破って中を調べていたのにも拘わらず、今調べようとした建物の戸は蹴り破らず普通に戸を開けた。

「この家……血の臭いがしない……」

「!?　ミラ！　中に何かあるか調べて！」

　私の指示でミラも私と別の場所を調べる。

　棚や机に床、目につくところは片っ端から調べた。

　だが、特に重要そうな物は何も見つからなかった。

　それより、物が少なすぎる……。

　もしかしてこの建物はペカドさんの家……？

　ペカドさん一家は荷造りをしてたっていうし、必要な物は持って行ったのだろう。

　だからここにはそこまで物が見つからなかった。

「ミラ、ここはたぶん外れだ。次の建物に行こう」

「はい、ご主人様」

　でもあの家に関しては他と比べて荒された様子が見られなかった。

　まるであそこだけ避けていたみたいに……。

「！　ご主人様！　この家も血の臭いがしません！」

「ならミラ、なるべく中を荒らさないように！」

「はいっ！」

　逃げ延びた一家がペカドさん以外にもあった……？

　いや……たぶんその一家は……。

　ミラに続いて中に入ると、先ほどの建物と違い、中は荒されていた。

　血の臭いがしないと言ってたミラも、内部がこうも荒されているとは思っていなかったらしく驚いていた。

「血の臭いはしなかったのに何故……」

「ミラ……。ここはたぶん……あの子の家だよ……」

　立ち止まるミラを後ろから両手で抱き締める。

　迫害を受けていた吸血鬼一族の一人としてミラは憤っているのだろう。

　人種が違うならともかく、何故同じ村人同士なのにこのような事をしたのかと。

「ミラ……人は些細な事でも争うの……。そしてあの子の時は村に大きな問題が起こってた。それであの子が生贄になったにも拘わらず事態は好転しなかった……」

「だからってこんな事をしていいわけないです……」

　ミラは見てしまったのだ。

　荒されている室内の壁に切り刻まれた呪詛の言葉を。

　ミラは優しい子だ。

　だからこの家の惨状を見て感情移入したのだろう。

　でも今は立ち止まっているわけにはいかない。

　私はミラを抱えて建物から出て残る１つの建物に向かう。

「っ!?　これは……」

　遠くからでは普通の建物のように見えた。

　だが、焼け落ちない程度に抑えられたのか、建物の外側はところどころ煤で汚れていた。

　戸に軽く触っただけでもへし折れてしまうほどだった。

　そして内部は更に酷かった。

　内部は一部を残して真っ黒に焦げており、白骨死体すら残っていなかった。

　恐らく骨も残らない程に焼かれたのだろう。

　それも建物が倒壊しないぐらいに調整されて……。

　他の建物が血塗れに対してここだけ火災となると恐らく……。

「ここが村長の家なんだね……」

　楽には殺さないということだったんだろう。

　焼死は最も苦しい死に方と言われることもあるぐらいだ。

　なんせ肺が焼かれて呼吸ができないのだから。

　勿論溺死なども苦しいと言われているが、どちらが苦しいのかと言われても私にはわからない。

　だが１つわかることは、あの子は村長に対してかなり強い恨みを持っていたということだ。

　そんな村長の家にあの子がいるわけがない。

　ならばあの子は祠から動かされていないということになる。

「でも祠の位置が……」

　一通り建物を回ったが、祠のような建物は見当たらなかった。

　とすると祠は森の中にある可能性が高い。

　でも一体どの方角に……。

　悩んでいる私の裾をミラが引っ張る。

「ご主人様！　ミラが上から見てみます！」

　ミラはそう言うと影を羽にして真上に飛んだ。

　そして周りを見渡したミラが私に向かって叫ぶ。

「ご主人様！　あの方角に何やら建物があります！」

　ミラは腕を伸ばして建物が見えた場所を指差す。

「わかった！　ミラ降りてきて！」

　方角がわかれば後はこっちのもんだ。

　私は降りてきたミラを受け止め、ミラを抱えて見つけてもらった建物に向かって駆ける。

　幸いそこまで離れた距離でなかったが、何故か道が整備されておらず、木でうまく視界を遮られていたので見つからなかったようだ。

　祠と思わしき建物に着くと、ミラが村の建物の中に入った時よりも悲しそうな顔をする。

「ここには……強い死の臭いがします……」

「死の臭い……？」

「はい……。ミラたち吸血鬼は血という一種の魂を食らっています。故に死というものが他の種族よりも感じやすいのです……」

「それがここからはする、と……？」

　ミラは小さく頷く。

　となるとここが例の祠で間違いなさそうだ。

　ゆっくりと祠の戸を開けてみる。

　どうやら何かが襲ってくるといったことはないようだ。

　中は真っ暗で暗視効果があるスキルを持っていなければ何も見えなかっただろう。

　祠に入ってすぐ目の前には大きな穴が開いていた。

　しかもかなり深い穴だ。

　この深さにしたのは生贄となった者が出てこれないようにするためなのだろう。

「じゃあご主人様。ミラがご主人様を抱えて下に降ります」

「あっうん。ありがと、ミラ」

　今度は私がミラに抱えられる形になり、ミラはゆっくりと穴の中に降りていく。

　下まで着いてしまえば今度は私の魔法で上まで登れるからね。

【落下耐性】があるとはいえ、例えば下が針の山とかだったらダメージを食らうし、安全に降りれるのならそれに越したことはない。

　少し経つと下に着いたのか足が地面に着いた。

　軽く来た入口を見上げるが、確かにこれは脱出できない高さだ。

　あの子はここにどんな気持ちでいたのだろうか……。

　暗視効果のある目で周りを見ると、土や埃まみれの木彫りの人形や食器が落ちていた。

　人柱として一緒に供えられた物なのだろう……。

　私はすっと両手を合わせて目を瞑る。

「……さてとっ」

　恐らくあの子はこの穴の中にいるはずだ。

　私は白骨死体の中にあの子と同じぐらいの背丈のものを探す。

　白骨死体の中には大人ぐらいのが何体かいたが、その正体については予想がついたので再度手を合わせる。

「ご主人様っ！」

　どうやらミラが何か見つけたようだ。

　私はミラの元へと向かう。

「この白骨死体……歳も若そうですし、年数も１００年以内のようです」

「ということは、この白骨死体があの子だね」

「恐らく間違いありません」

「なら早くこの白骨死体をあの子の元に……」

「それは困るな」

「「っ!?」」

　突然背後で男の声と何かが歩く音が聞こえた。

　私はミラを庇うように後ろを向いて脇差を抜く。

　声がした方にはカタカタと口元を動かすガイコツがいた。

「せっかく力の溜まってきた依り代を奪われては敵わん」

「依り代……？　この子に何をしたの！」

「何もしとらんよ。強いて言うなら力を貸した程度かのぉ？　その娘、この村に恨みを持っていたのでな。だから力を貸してやったのだよ」

「力を……まさかあの虫は!?」

「左様。あれは我の力の一部よ」

「何でそんなことを……」

「何故……だと……？」

「っ!?」

　その瞬間、ガイコツから怒気のようなオーラが出た。

「我がこの土地をどれだけ護っていたと思っている！　それをこの土地の者は忘れ、都合の良い時しか我を崇めようとしない！　そのような土地の者に我が何をしようと問題なかろう！」

「くっ！　【急激成長】っ！」

　やばいと思った私は白骨化した少女を抱えたミラを片手で抱えて一気に成長する木に掴まって祠を脱出する。

　祠の天井を突き破り、急いで開けた場所に移動する。

　開けた場所に移動できた瞬間、祠の方から爆発音が鳴り響いた。

　ぱっと後ろを向くと、どす黒いオーラを発しながらこちらに向かって歩いているガイコツがいた。

「っち……あのまま祠にいればよいものを……」

「それより、さっき言っていたあの子に力を与えた理由って……まさか……！」

「そうよ！　あの娘にあの力を与え、この土地の生物を操らせ村の者を襲わせた！　愉快だったぞ？　あ奴らが泣き喚き、怨嗟の声を上げていたのは……」

「まがりなりにも土地神なのに……」

「まがりなりではない！　れっきとした土地神だ！」

「土地神ならその土地の人を守るんじゃないの!?」

「あのような奴らなど守る必要などない！」

　ダメだ全く話を聞こうとしない。

　土地神は土地の影響や信仰の影響を受けやすいっていう話を聞いた事あるけど……。

　土地を何とかしようと力を使っているうちに魂が穢れてしまったとかなのかもしれない……。

　そしていつしか疲弊した魂が負の感情を受け止めてああなってしまった……だとすると私にはどうしようもできない……。

「だがいくら困ったとはいえまさか人柱を捧げてくれるとは思わんかったわ。おかげで利用できたわ」

「利用……？」

「あの娘を人柱にしたところで何も起きないとて、怨嗟が溜まるように仕向けられたわ！」

「!?　あなたって人はっ！」

「どういう……ことです……？」

「なっ!?」

　私が顔を横に向けると、人柱となった少女がいた。

　少女はオロオロとしながら土地神の元へと近づく。

「嘘ですよね……？　あれは神様の力が足りなくて……だから何も……」

「…………」

　土地神は何も答えない。

　だが少女は必死になって土地神に問う。

「何も起きなかったのは神様がわざとやったなんて……嘘ですよね……？　それに私の家族も一緒に生贄になったけどそれでも力が足りなくて……」

「もうよい」

「えっ……？」

「茶番はもう終いだ」

「そんな……。だって神様は私を助けて……。この身体も神様がくれて……」

「そういえば記憶を少し弄っておったがそのせいか……。お前の身体などただ虫で繋ぎ合わせて形を保ってるにすぎん。そのような身体で我に近づくでない」

　土地神からの拒絶の言葉。

　少女はその場に崩れるように座った。

「そういえば力を返してもらわんといけないのぉ……」

　土地神は骨の手で少女の頭を掴む。

　その瞬間、少女は苦しそうに叫ぶ。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！　痛い痛い痛いぃぃぃぃっ！　がみざまなんでぇぇぇぇ！」

「お前に少しずつ怨念を集めて力を溜めさせたにすぎん。それを回収しているだけだ」

「ぞんなぁぁぁぁ！　あぁぁぁぁぁ！」

　あまりの光景に私は動くことができなかった。

　だが、その光景もすぐに終わった。

　力を吸い取ったのかわからないが、土地神は少女を投げ捨てる。

　少女は痙攣したように時折反応するぐらいで、小さく何かを呟いていた。

　私はハッとして少女に近づく。

「ごめんなさい……ごめんなさい……ごめんなさい……。───……ごめん……なさい……」

　少女は壊れた機械のように同じ言葉を呟いていた。

　だが、その言葉も無くなり、少女は物言わぬ人形となった。

　そして少女に追い打ちを掛けるように、少女の身体が次第に霧散していった。

　慌てて少女に触れようとすると、触れた部分から霧散していき、もはやどうすることもできなかった。

　霧散して消えた少女のいた場所には、小さなガラス玉のような物が残っているだけだった。

　それを私はそっと手に取る。

「ふむ、50年でこれぐらいか……。まぁよかろう」

　声のした方を見ると、先ほどのガイコツは消えており、代わりに白い着物を着た成人ぐらいの男性がいた。

「やはりちゃんとした身体というのは良いものだ。あの娘も少しは役に立ったようだな」

　土地神の言葉に放心していた私はピクンと反応する。

「さて、更に力を強めるためにどこぞの街でも襲うとするか」

　その言葉に私は強く反応した。

「──ない……」

「小娘、何か言うたか？」

「そんなことさせない！」

　私は下を向いたまま叫んだ。

　だが土地神はそれを聞いて笑い声を上げる。

「ハッハッハ！　小娘１人で我を止めるというのか？　人が神に勝てるとでも思っているのか？」

　その言葉を聞いて私はゆっくりと立ち上がる。

「勝てる勝てないじゃない……。人を不幸にするだけの神様なら……そんなのが神様だっていうなら！　触れる事ができるんだったら……私は神様だって倒してみせる！」

　脇差を抜いて振り返り、土地神に向けてそう宣言する。

　あの少女のような子をこれ以上出さないために。

「神を倒すだと……？　思い上がりも甚だしいわ！」

　土地神が叫ぶと同時に、クエスト発生の通知が届いた。

　どうやらこれが今回の事件の本当のクエストのようだ。




　─ＩＮＦＯ─

　特殊クエスト：穢れし土地神

　荒ぶる神となった土地神を倒し、その魂を鎮めよ。

　クエスト期限：無期限

　※土地神を倒せなかった場合、土地神が近隣の街へと侵攻を始めます。




　土地神の宣言通り、私が止められなかったら街を襲うつもりのようだ。

「小娘２匹で我を止めるなど笑止！」

　土地神が少女同様に虫を操りこちらに向かわせる。

「誰が２人だけだって言った？」

　だが、その虫たちは私とミラの元に届く前に巨大な物に押し潰された。

「なっ!?」

「ネウラたちを忘れてもらってたら困るかな！」

「ギュゥゥ！」

　先ほどまで足止めをしていたレヴィとネウラがこちらに戻ってきて私の側に来る。

「ごめんねお母さん。あの子止められなかった……」

「ううん……ネウラたちが気に病む事じゃないよ……。でも今は……」

「うん……！　あれを倒さないとあの子が浮かばれないもんね！」

「ギュゥ！」

　あの子の事で悲しむのは後だ。

　今はあの土地神を倒さない事には異変は終わらない。

「この下等生物風情がぁぁぁぁ！」

　土地神は操った虫を潰された事に腹を立てたのか、怒りを露わにする。

　とはいえ、少女の能力が虫を操ることだけだったことから、あの土地神の能力の１つはわかっている。

　だがその他の能力についてはまだわからないため、迂闊に出るわけにはいかない。

　戦闘において実力差のある相手には接近戦の方がいいという話もあるが、信仰の落ちている土地神の実力がどれほどなのかというのはわからない。

　しかし、本当に力が戻っているなら虫なんか操らずに自分の手で攻撃すればいい。

　それをしなかったということは、力はまだ戻っていないのかもしれない。

　ならっ！

「『ファイアランス』！」

　私は虫関連のモンスターの弱点である火系統の魔法で攻撃する。

「くっ！」

　土地神は虫を射線上に集めて攻撃を防いだ。

　だが、防御に使った虫はその１／３程が燃えて地面に落ちた。

　いくら土地の虫を操れたとしても、無限にいるわけではない。

　つまり数を減らせばその分あちらの手数も減っていくはずだ。

　私は続けて火系統の魔法で攻撃を続ける。

「ちぃっ！」

　私の狙いに気づいたのか、もしくは下手に虫を減らされるのを嫌がったのか、今度は虫で防御せず回避した。

　だが私の攻撃を避けたところで、こちらは１人ではない。

「なっ!?」

　私の攻撃に気を取られていた土地神は、いつの間にか土地神の近くに回っていたミラの回し蹴りを無防備に食らった。

　ミラの回し蹴りを食らった土地神は、勢いを殺せずそのまま祠があった森の奥の方まで蹴り飛ばされた。

　あの様子だとミラも怒ってるんだろうなぁ……。

　それにしてもミラの一撃であれほど吹き飛んだってことは、やっぱりまだ力は戻っていないのだろう。

　それに土地神だとしたら力の源はその土地の信仰だ。

　その信仰がなくては土地神も力は弱まるはず。

　ではどうやって力を集めていたのだろうか。

　考えられるのは怨念や恨みといった負の感情だろう。

　だがもし恨みが力の源だとして、村を襲った時がピークだったはずだ。

　それ以降は村人から恨みの念といったものは回収できない。

　しかし、土地神は少女から力を奪った時にこう言っていた。

『50年でこれぐらいか』と。

　そうなるとこの50年間に何かしらの方法で力を集めていたのかということになる。

　少女が集めていた力……源……恨み…………まさか……！

　少女が何度倒されても復活する理由は倒された事による恨みを抱かせるため……!?

　それを集めて力に変換していた……？

　つまり少女が倒されれば倒される程、土地神が強くなるというシステムにしていたのかもしれない。

　それがもし正解だとしたら随分悪趣味な事をしたもんだ……。

　もし私の考えが正しかったとして、プレイヤーがそこまであの子を倒した数が多くなかったとしてもミラの蹴り１発食らった後の反応がないのが不自然だ。

　レヴィとネウラは周辺を警戒し、１発食らわせたミラは飛んで上から警戒している。

　だがその考えはすぐに打ち消された。

　突如地面が大きく揺れ始めたのだ。

「何っ!?　この揺れは!?」

「！　ご主人様！　あれっ！」

　空にいるミラの声が聞こえたので、揺れに耐えながら上を見てミラの指差している方を見る。

　するとそこには……。

「何……あの巨大な物は……」

　祠のあった位置に全高30ｍはある腕の太い巨大な人型の土でできたゴーレムらしきものが聳そびえ立っていた。

「この感じ……もしかして……」

「ネウラ？　何か感じたの？」

「気のせいかもしれないけど……周囲の木々や植物の生命力が減ってるような……」

　植物系モンスターであるネウラには周囲の木々の状態がわかるのかもしれない。

　そのネウラが感じた違和感。

　木々の生命力が減っているということは……。

「あれが力を土地から吸ってる……？」

「たぶんそうかも……。でもそんなことを続けたらこの一帯の土地が死んじゃう……」

「土地が死ぬって詳しく言うとどういうこと……？」

「土地が死んじゃうって事は、そこから新たな命が生まれないって事なの……。土も草も生物さえも……」

　所謂砂漠化のようなことと同じなのだろうか？

　いや、ネウラの口調からするとそれよりももっと酷い状態なのだろう。

　しかし、土地から力を吸うなんてことができるのはこの場で一人しかいない。

　つまりあの巨大なゴーレムは……。

「土地神……！　貴方って神はどこまでこの土地の事を恨んで……！」

「ご主人様、あれはもう土地神などではありません。浄化しきれない程の不浄を抱え、ただその土地を憎むだけの存在になってしまいました。かつての私の一族のように……」

　いつの間にか降りてきたミラは私の言葉に自分の考えを付け足す。

「しかし、ネウラ姉様のお話が本当だとしたら、早く倒さないと大変な事になります。ですのでご主人様、申し訳ありませんが血を頂けませんか？」

「……うん、わかった」

　すっと素肌を晒すと、ミラはそこに牙を立てて私の血を吸う。

　今回は急ぐということからか、ゆっくりではなくなるべく急いで血を吸っている。

　前回同様３割程ＨＰが減り、ミラは口を離した。

　そしてミラは能力解放をしたため、成人ぐらいに成長した。

「では私が空から攻撃を仕掛けます。ご主人様やネウラ姉様、レヴィ兄様は地上からお願いします」

「ギュゥ！」

「任せて！」

　そう言うとミラは再度空に上がった。

　私たちもあのゴーレムを止めるため、地上から攻撃を仕掛ける事にする。

「じゃあ私とレヴィが攻撃を仕掛けるから、ネウラはあのゴーレムの足を止めて。木が一杯あるこの森なら、ネウラの力で拘束できるはずだから」

「うん。木々が弱ってる部分に関しては数で何とかカバーしてみる。お母さんも気を付けてね」

「ありがと。じゃあ行くよレヴィ！」

「ギュゥ！」

　私とレヴィは巨大ゴーレムの元に駆ける。

　私は右側、レヴィは左側からだ。

　敵が巨大な分、下手に固まるよりは分散して攻撃した方が被弾する確率は低くなるからだ。

　ゴーレムは私たちが動いた事に気づいたのか、その巨大な腕で攻撃しようとする。

　それをネウラが木々を操ってゴーレムの腕に巻き付かせて動きを止めようとした。

　とはいえ、かなり力が強いのか止まりはしなかったが、かなり減速はした。

　私はその攻撃を避け、そのままゴーレムの腕の上に乗る。

　目指すは頭部！

　腕の上を走っていると、進行上に私の身長と同じぐらいの人型のゴーレムが腕から生えてきた。

「邪魔っ！」

　私は【切断】スキルで見えている線をすれ違い様に斬って前に進む。

　幸い小さなゴーレムはそんなに硬くもなく、動きも鈍かったので簡単に斬る事が出来た。

　恐らく能力のほとんどをこの巨大ゴーレムの作製に回しているのだろう。

　とはいえ、これがもっと期間が経っていたらこんな簡単にはいかなかっただろう。

　このタイミングでこの事件に関わっていて本当によかった。

　でなければもっと大事になっていただろう。

「でもいくら弱いって言っても……」

　私の前には多くのゴーレムが立ち並んでいる。

　その数は優に20は超えていた。

　だが、その数は次の瞬間には半分に減らされた。

　空を飛んでいるミラからの援護射撃がゴーレムを襲ったのだ。

　いくら能力解放していたとしても、まさかの１撃で倒すことに驚いたが、攻撃した痕をよく見ると血で濡れていた。

　そういえばミラってＨＰ減らす代わりに威力の高い【血魔法】使えるんだったね。

「でもこれなら行ける！」

　ミラが数を減らしてくれたおかげで、突破しやすくなった。

　だから私は全力で駆け抜ける。

　進行上どうしても倒さないと進めないゴーレムだけを倒して私はそのまま巨大ゴーレムの頭部へと向かう。

　後ろから無視したゴーレムが私を追おうとするが、すぐさまミラの射撃で粉々にされる。

　このまま頭部まで順調と思いきや、巨大ゴーレムは残り片方の腕で私が乗っている腕の肩部分の付け根辺りを狙って殴った。

　すると付け根部分が破損し、私が乗っている腕全体にヒビが広がり、次の瞬間にはバラバラに崩れた。

「自分で腕を壊して落とすなんてっ！」

　とはいえこのまま大人しく落下したら頭部に行くまでに時間が掛かってしまう。

「ギュゥ！」

「レヴィ!?」

　レヴィの声がする方を向くと、レヴィがこちらに尻尾を振ってきた。

　どうやらあの尻尾を足場にして飛べということなんだろう。

　全くレヴィも無茶苦茶な事させるなぁ。

　でも……！

「レヴィありがとっ！」

　私は落下しながら体勢を変えて、こちらに振られたレヴィの尻尾を思いっきり踏み込む。

　レヴィの振りと私の強化された脚力を利用し、勢いよく空に飛ぶ。

　そして落下している土壁を次々に足場兼加速装置として利用して巨大ゴーレムの肩部分を目指す。

　まぁ土壁を蹴って移動するのは以前タウロス君がやってた真似だけどね。

　巨大ゴーレムの肩に乗れた時にはＨＰは５割を切っていた。

　勢いもあったため、さすがにタウロス君のように無傷とはいかなかった。

　とはいえ、ここまで来ればあとはこっちのものだ。

　私は自分に重力魔法を掛けてから巨大ゴーレムの頭部に乗り、てっぺん部分に手を置く。

「『チェンジグラビティ』！」

　私が自身に掛かっている重力を入れ替えた瞬間、巨大ゴーレムは自身の重さに耐えられなくなり、ゆっくりと膝をつき、そのまま全身を地面に倒した。

　一方巨大ゴーレムに乗っていたはずの私は……。

「ふぅ……。ミラありがと」

「倒すなら倒すと言ってください。てっきり私が狙撃するものと思っていたんですから」

　倒れる前に巨大ゴーレムを蹴り飛ばして上に飛んだ。

　そこをミラにキャッチしてもらったわけだ。

「それで、ここからどうするんですか？」

「勿論追撃するよ。力が足りてなかったから土地の力を奪ったぐらいだし、そこまで余力があるとは思えないからね」

「では私が先に攻撃します。ご主人様は止めを。なので少し手を離してしまうので腰辺りに掴まっててください」

　私はミラの言う通りに腰辺りを掴んでぶら下がる。

　ミラは腕を爪で引っ掻いて血を空中に散らす。

「『ブラッドレイン』！」

　空中にまき散った血が硬化し、矢のように巨大ゴーレムを目指して落下して巨大ゴーレムの周囲を貫く。

　更にミラは血を流して今度は三つ叉の槍の形状にした。

「ふっ！」

　ミラはその槍を巨大ゴーレムの頭部目掛けて思い切りぶん投げた。

　ぶん投げた槍は、見事頭部に命中して風穴を開けた。

　私はその光景を見て、もうこれミラ１人でいいんじゃないかなぁと考えてしまったが、それは仕方ないだろう。

　やっぱり空を飛べるっていうのはそれだけでも有利なんだなと改めて実感した。

　とはいえ、ミラたちばかりに任せてもいられない。

『チェンジグラビティ』の効果が切れたのか、巨大ゴーレムが身体をゆっくりと起こそうとする。

　だが身体中穴だらけになっており、ヒビも全身に広がっていた。

「じゃ、ミラいってくるね」

「行ってらっしゃいませ、ご主人様」

　私はミラから手を離して落下する。

　落ちる前にミラが私が攻撃しやすいように位置を考えて移動してくれたおかげでちょうどいい位置に落下できそうだ。

　私は打刀の紅椿を抜く。

「『付加─【重力魔法】！』」

　私が唱えると打刀が黒い靄モヤを纏う。

　そして巨大ゴーレムが立ち上がり、ちょうど中心の位置に私は落下している。

「はぁぁぁぁぁぁぁ！」

　打刀を振り、巨大ゴーレムに切っ先が刺さり、そのまま重力に従って落下しながら斬っていく。

　ミラの攻撃によりボロボロになった巨大ゴーレムは、打刀を止める程の強度が残っていないのか、引っかかることなく刀を通した。

　地面まで着いた私は、振り返り打刀を横に振ってから鞘に仕舞う。

　それと同時に巨大ゴーレムは斬った部分から黒い靄が広がり、そのまま仰向けに崩れるように倒れた。

　地揺れと大きな音を立てて倒れた巨大ゴーレム。

　斬った部分はまだ黒い靄が広がっていたが、次第に全身が砕けて原形を留めなくなると靄は消えていった。
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「お疲れ様、お母さん」

「ギュゥ！」

「少し疲れました……」

「皆もお疲れ様」

　ミラも成人モードから少女モードに戻り、少し疲れた顔をしている。

　結構血を使わせちゃったし、家に戻ったら血を少し吸わせてあげよう。

　さてと……。

「くそっ……神たる我が何故こんな……っ！」

　瓦礫と化したゴーレムの残骸の中から土地神が這いずり出てきた。

　土地神はこの場から離れようと地を這いずりながら私たちのいる位置とは逆に進む。

　もちろんそんなのを見逃すわけはない。

　私は土地神に当たらないように【紺碧魔法】を放ちつつ近づく。

「何逃げようとしてるのかな？」

「こっ小娘がっ！」

「散々人間を下に見てたくせにその人間に負けた気分はどう？」

「お前らなんぞ我が力を取り戻していればっうごっ!?」

「五月蠅い」

　私は地を這っている土地神の頭を踏む。

　どこぞのドＳだとか思われるかもしれないけど、結構私は怒ってる。

「頼むっ助けてっ！」

「……何を言ってるのかな……？」

「へっ……？」

　私は頭を押さえつけてた足をすっと退ける。

　土地神は助かったと一瞬安堵した顔をするが、それはすぐさま否定される。

　私は土地神の頭をさっきよりも強い力で踏みつける。

「がっ!?」

「そう言っていた村人たちに貴方は何をした？」

　村人たちは死ぬ間際助けを求めただろう。

　それをこの土地神は笑い飛ばしていた。

　そして今度は自分がその立場になったから助けてくれ？

　ふざけるな。

　自分が殺られる覚悟もないのに村人を殺しておいて、その上人柱となった少女の心までも弄んだ。

　そんなやつに慈悲なんて与えてやるわけがない。

　私はすっと打刀を鞘から抜く。

「やめろっ！　神殺しになるぞっ！」

「だから……？」

　それが何だというの？

　こいつを逃がす方がよっぽど罪が重い。

「やめっやめろぉぉぉぉぉっ！」

「地獄で殺した人たちに詫びるんだね」

　そのまま私は打刀で一閃する。



　私は霧散していく土地神を尻目に少女の白骨死体のところに戻る。

「ネウラ、その遺体ってお墓作るまで大丈夫かな？」

「んと、ずっと冷たいところにあったのを急に日に晒しちゃったこともあって少し欠けてる部分もあるけど、たぶん大丈夫だと思う」

「なら村人のお墓も一緒に作っちゃおうか」

「でもお母さん、この土地の生命力が結構無くなっちゃってる感じがするから、年月が経つとお墓参りに来た人が迷っちゃうと思うよ？　仮にも土地神がいたから荒れずに済んだところはあるけど……。せめて精霊か何かがいれば少しは変わると思うけど……」

「ってことはこの土地に生命力が戻らないと荒れ果てるだけって事？」

　ネウラは小さく頷く。

　とはいえ、土地神に吸われた生命力もどうやって戻せば……。

　ある意味土地を復活させるみたいなものだけど……。

　土地を復活させるような魔法なんて……。

「あっ……」

　もしかしたらいけるかもしれない。

　とはいえ、そんなことができるかわからないけどやってみるだけやってみよう。

　私は減ったＭＰをポーションで全て回復させて準備する。

　スキルの入れ替えに村の中心部への移動と準備のためにやることは色々あった。

　それに土地神が力を吸っていたため急がないと完全に霧散してしまう可能性もあった。

「そういえば……あの子が消える時に残ってた物だし、きっと大切な物なんだよね……」

　私はあの少女が霧散した時に残った小さなガラス玉のようなものを、白骨死体の上に置く。

　さて、これで準備は終わった。

「じゃあ私はこれから詠唱に入るから、３人は周りの警戒をお願い」

　私は頼もしいペットたちにお願いし、呼吸を整える。

「『よみがえる。そう、あなたはよみがえるだろう』」

　過去に聞いた事のある交響曲。

　曲の内容が少し気に入って一時期かなり聞き入ってたのを思い出しながら続ける。

「『私の塵よ、短い憩いの後で。あなたを呼ばれた方が不死の命を与えてくださるだろう』」

　一文一文丁寧に、祈るように歌う。

「『あなたは種蒔かれ、ふたたび花咲く。刈り入れの主は歩き、我ら死せる者らのわら束を拾い集める』」

　この地で散った魂たちが捕らわれる事のないように。

　ただそれだけでいい。

「『おお、信じるのだ、わが心よ、信じるのだ。何ものもあなたから失われはしない。あなたが憧れたものはあなたのものだ。あなたが愛したもの、争ったものはあなたのものだ』」

　人柱となった少女。

　自分が何のために生贄になったのかわからず恨み悔やんだ少女。

　だからこそあなたに伝えたい。

「『おお、信じよ。あなたは空しく生まれたのではない。空しく生き、苦しんだのではないと』」

　どうかあの子に安らぎを。

「『生まれ出たものは、必ず滅びる。滅びたものは、必ずよみがえる。震えおののくのをやめよ。生きることに備えるがよい』っ！」

「!?　お母さんっ！」

　歌の半分ぐらいが今の私の限界だったのか、私はその場で崩れ落ちそうになる。

　そこをなんとかネウラが支えてくれたおかげで倒れずには済んだ。

　自分のステータス状況を見てみると、ＭＰは空になっており、ＨＰも半分程減っていた。

　しかし減っているということは何かしら効果があったのだろう。

　歌っている最中は気づかなかったが、蛍のような小さな光が辺りを照らしていた。

　その光は木々や土に吸い込まれ、一瞬光ると何もなかったかのように無反応となった。

「これ……土地に生命力が戻ってる……気がする……」

「じゃあ成功ってことでいいのかな……？」

　成功したなら成功したで消耗した甲斐があった。

「ごっご主人様っ！」

　気が抜けて後ろに寝っ転がった私にミラが慌てて声を掛ける。

「ミラ、どうしたの？」

「あっあれをっ！」

「あれ？」

　私は起き上がってミラの指差した方を見ると、少女の白骨死体を寝かせていた場所に光が集まっていた。

　一体何事かと思って焦ったが、小さくなったレヴィが私にすり寄ってきたのを見ると害のあるものではなさそうだ。

　七つの大罪の一角であるレヴィは悪意を感じる事ができるのかもしれない。

　そのレヴィが何も感じていないということは大丈夫なのだろう。

　しばらくすると、少女のいた場所が大きく発光し、私たちは咄嗟に目を瞑る。

　発光が止んだのか、眩しくなくなったのを感じてゆっくりと目を開けると驚くべきことが目の前に広がっていた。

「これはまた……」

「これもお母さんの力……？」

「キュゥ！」

　レヴィたちが驚くのも無理はない。

　何故なら少女の白骨死体があった場所には、骨ではなく肉体を得た少女が横たわっていたのだから。

「一体これは……」

「んっんぅ……」

　私たちが驚いていると、少女がゆっくりと目を開けた。

「ここは……」

　少女は顔を傾けてこちらを見る。

「…………」

「…………」

　まだ意識がはっきりとしていないのか、寝たままゆっくりと周りをキョロキョロと見ている。

　そして今度は自分の身体を触り始めた。

　顔、腕、身体、足といった具合に確かめるように触っている。

「あれ……？　私……なんで……？」

「えっと……」

「!?　貴女は……」

「ごめん私も状況をよくわかってないんだけど……君ってさっきまで私たちと戦ってた……子……だよね？」

「うん……。私の記憶が正しければ……そう……だと思う……」

　私たちはお互いの顔を見て、一体何がどうなっているのか理解が追いつかなかった。

「えっと……とりあえず改めて自己紹介していいかな？　私はアリス。君の名前は？」

「私はフェイト……。でもなんで……」
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　計らずも死者蘇生したということなのだろうか……？

　でもそんなことができるならあの詠唱はかなりやばいものになると思うんだけど……。

「んー……それは私も……ってミラ？　何してるの？」

「いえ……ちょっと匂いが……」

「匂い……？」

　鼻がいいミラは何かに気づいたのだろうか？

「ちょっと……血飲ませてくれますか？」

「え……？　まぁいいけど……」

　フェイトはすっと腕をミラの方へと伸ばす。

　ミラは伸ばされた腕を優しく掴んで指先を少し噛む。

　一瞬フェイトが痛がったが、ミラはすぐ口を離して口に含んだ血を確かめるように味わう。

「これは……」

「何かわかったの？」

「少なくとも彼女は人間ではありません。ですが、アンデッドというわけでもありません……。これは一体……」

　人間でもゾンビでもないけど肉体がある……？

　他に肉体があって人間っぽいのってなると……精霊……？

　でもそうなるとエルフの里の門番のシルフみたいには見えなかったけど……。

　ということは受肉している精霊みたいなもの……？

　ダメだよくわからない……。

　そんな頭を抱えている私の裾をネウラがクイクイっと引っ張る。

「お母さん、あの子からこの土地の生命力と土地神の力だったものを感じるけど、それと何か関係あるかな？」

「でもあの子がいた場所には白骨死体ぐらいしかなかったけど……」

「キュゥ！」

「レヴィお兄ちゃん何か気づいたの？」

「キュゥ！　キュゥゥ！　キュゥキュゥ！」

「うんうん。えっと……レヴィお兄ちゃんが言うには、あの子の死体の上にガラス玉みたいなのをお母さん置いたでしょ？　もしかしたらそれに反応したのかもだって」

　えっ？

　あのガラス玉に？

　でもあれには特に何も変わったところはなかったような……。

　仮にそれに反応したところであのガラス玉だけに力が宿ったところで素体がないんじゃ形にはならな……。

　ん……？

　素体……？

　そういえば黒花も人形を作る時は核が必要とか言ってたような……。

「白骨死体……ガラス玉……力が宿る……素体……土地の生命力……土地神の力……ってまさか……!?」

　そう、機械人形やゴーレムなどを作るのに必要な素材は大きく分けて２つ。

　コアとなる核と身体だ。

　つまりフェイトの場合、アリスの歌の効果によって核となるガラス玉に力が宿り、それを置いていた白骨死体が身体となった。

　だが身体は骨ではなく、土地の生命力と土地神の力の影響により一種のアストラル体に変化した。

　なおフェイトがアストラル体──精霊となったのはこの場でアリスが土地神を倒してすぐに行ったためである。

　余談だが、元々ガラス玉にはフェイトの意識は残っていた。

　本来ならばそのガラス玉を核にして機械人形などといった形にすることで、フェイトを疑似的に蘇生することは可能であった。

「えっと……とりあえず君は……精霊ってことでいいのかな……？」

「そう……なの……？」

「たぶん……」

「でももしそうだとしたら……私が……精霊様……」

　フェイトは少し顔を赤らめて嬉しそうにする。

　神様を信じてたってことはそういった精霊も信仰しているということだろう。

　その信仰対象である精霊に自分がなれたのだ、喜びもするだろう。

　まぁ経緯はかなり悲劇だったけど……。

「じゃあこの土地は君に任せれば大丈夫かな？」

「あっ……」

「どうしたの？」

「その……私……。っ……貴女についていきたいんだけど……ダメ……？」

　最後の方が消え入りそうなぐらい小さくなったが、突然の提案に少しフリーズする。

「えっと……この土地に残らなくていいの……？」

「だって私色々悪い事しちゃったし……。だから罪滅ぼしを……。それに私みたいな事に遭う子を助けたいって思ったんだけど……」

「気持ちはわかったけど、君がいなくなったらこの土地荒れちゃうんじゃないかな？」

「それについてなんだけど、神様の力の一部がこの土地に宿ったっぽいから私がいなくても大丈夫……だと思う……。なんだったらたまにこの村に寄ってほしいなーなんて……」

「寄るのは簡単だからいいけど……本当にいいの……？」

「しつこい女は嫌われるわよ！　私がいいって言ったからいいの！」

　この子こんなに強気な女の子だったんだ……。

　いや、一度死んで浄化されたとかあって吹っ切れたとかなのかな……？

「だから！……その……よろしく……」

「……うん。よろしくね、フェイト」

　フェイトがすっと手を伸ばしてきて握手を求めてきたので、その手をぎゅっと握る。

　するとフェイトの身体が突然眩しく光った。

　あれ……？

　これってまさか……。

「やっぱり……」

　案の定私の手の上には綺麗なガラス玉のような物が収まっていた。

　恐る恐るそのガラス玉を【鑑定】してみると……。







　フェイトの召喚石【非売品】

　契約者：アリス

　このアイテムは売ることが出来ず、また奪われる事も壊れる事もない。







　…………どうしよう……。

　気が付いたらペットが四人になっていた。

　何を言っているかわからないと思うけど私も何が起こってるのかまったくわからない。

　何をどうしたらペットが４人になるのかな？

　ととととりあえずフェイトを出さないと！

「えっと……フェイト出てきて！」

「んっ……」

　フェイトは先ほどまでと同様に茶色の革の衣服を纏って現れた。

「フェイト、気分はどう？」

「何ともないわ」

「そう……よかった……」

「ふんっ……全く……」

「どうかした？」

「なっなんでもないっ！」

　フェイトはふんっとそっぽを向く。

　なんかツンツンしているような……。

　最初に会った時は無邪気な感じだったけどあれは作ってたのかな？

　となると、今のこれが素ってこと？

　んー……気難しい……。

　そう思ってると、フェイトがそっぽを向きながら照れくさそうに話しかけてきた。

「貴女……私のために悲しんでくれたんだよね……。敵だった私に対して悲しむなんてお人よしにも程があるわよ……」

「あはは……よく言われるなー……」

「でも……そんな貴女だからついていきたいと思ったの……。だから……」

　彼女はくるりと振り返って飛び切りの笑顔を振りまく。

「ありがと、お姉ちゃん」

　気が付けば私はフェイトを抱き締めていた。

　何なのこの子。

　リアやサイとは違うこの可愛さ。

　しかもお姉ちゃんって呼ばれるなんて新鮮すぎるんだけど。

「ちょっちょっとぉ！　離してよっ！」

　おっと、つい興奮してしまった。

　私はフェイトを離すと、フェイトはまたツンツンした態度に戻ってしまった。

　これがツンデレ……！

　海花とはまた違う感じのツンデレだ。

「じゃあ古都に戻るけど、フェイトやり残した事はない？」

「うん。簡単にだけど後の事は任せたし大丈夫」

「ならこれで依頼は達成かな。ペカドさんにも報告しないと」

「ペカド……？　何でその名前が……」

　私がペカドさんの名前を出すと、フェイトは驚いたような表情をする。

「そっか……フェイトはペカドさんが生きていた事知らなかったんだね……」

「だって……ペカドは……あの夜に死んだはずじゃ……」

「ペカドさんたち一家はその事件当日逃げ延びたんだよ。たまたま荷造りをしてたのが幸いしてね」

「……そっか……ペカド……生きてたんだ……。よかった……」

　ペカドさんが生きている事を聞いて嬉しそうに胸を押さえるフェイト。

　それはまるで愛しい恋人を想うようだった。

「でも……ペカド……私を見たら怖がるんじゃないかな……」

「……本当に怖がってるなら、この村の捜査なんて依頼しなかったと思うよ」

「でもあんな事があったら忘れたいはずなのに……」

「私も何で依頼を出したのかがずっとわからなかった。最初はフェイトの事と村に起こった事を隠しているのが怖くなって何とかしてほしいから依頼を頼んだのかなって思ってた。でも今のフェイトの事見てたら何となく依頼した理由が分かった気がする」

「えっ……？　それは何……？」

「ふふっ、なんだろうね」

「おっ教えなさいよー！」

「じゃあペカドさんに直接聞いてみる？」

「うっ……。それは卑怯よ……。でもペカド鈍感だから私があれをあげた意味なんてわかんないだろうし……。そもそもペカド自身が私の事を……なんてあるわけないし……一体なんなのよ、もう……」

　フェイトは頬を膨らませてぷんぷんしているが、自分が気づかないだけで本当は気づいているのだろう。

　でもそれを私が言うつもりはない。



　古都に着く直前、フェイトは召喚石の中に戻ってしまった。

　恐らく恥ずかしいのとどんな顔をして会えばいいのかわからないんだろう。

　ともかく依頼の報告として、まずはペカドさんのところに向かうことにした。

「あれ？　ペカドさん？」

「あぁ……貴女ですか……」

「その花は……」

「あぁこれですか……」

　ペカドさんの家に向かう途中、たまたまペカドさんを見かけた。

　そしてその手には黄色いバラが丁寧に７本程包まれていた。

「これからどこへ？　家の方向とは違うようですが……」

「えぇ……ちょっと少し……」

「……もしよろしければついていってもいいですか……？」

「……そうですね、構いませんよ……。依頼を受けた貴女も無関係ではないですからね……」

　依頼を受けた私にも関係あること？

　よくわからないが、私は大人しくついていく。

　しばらく歩くとそこには墓地が広がっていた。

　その墓地に入り、１つの小さな墓に手に持っていた黄色いバラをそっと置く。

「失礼ですがお墓にバラってどうなんですか？」

　普通ならば菊とかカーネーションといったのが多いのに何でバラなのだろうかと思ってつい尋ねてしまった。

「これは人柱になった彼女が最期に私に渡した花なんですよ……。なのでこの花が好きだったのかなと思って供えているんです……」

「そうなんですか……」

　私とペカドさんはその墓に手を合わせてお祈りをする。

「では私は家に戻ります……」

「はい。もう少しここでお祈りしたらお伺いしてもいいですか？　ご依頼の件でお話ししたいことがありますので」

「えっ……？　あっはい……。わかりました……」

　ペカドさんは驚いた表情をするが、すぐに表情を戻して墓地から去っていった。

　私は周りを見て誰もいないことを確認してからフェイトを呼び出した。

「んでフェイト、この黄色いバラはフェイトの好きな花なの？」

「違うわよ……。はぁ……やっぱりわかってなかった……。まぁ期待はしてなかったけどね……」

「期待……？」

「なんでもないわ。……それよりお姉ちゃん……１つお願いしたいことがあるんだけど……」

「ん……？」



「あぁ……来ましたか……」

「失礼します」

　私はペカドさんの家をノックする。

　するとペカドさんが私の顔を確認するとドアを開けて中に案内してくれる。

「どうぞ……」

「ありがとうございます」

「それで……お話というのは……」

「はい。ではお話しします」

　私は椅子に座って廃村で起こった出来事を全て話した。

「そうですか……土地神様が……」

「はい。もう穢れ神となってしまった以上どうすることもできなくて……」

「いえ……他の街に被害が出なくてよかったです……。それに彼女ももう苦しまずに済みます……」

「そうですね……」

　フェイトからしたら勝手に成仏させるなって怒ってそうだけどね……。

「それで彼女から貴方に１つ言伝があります。お聞きになりますか？」

「彼女から……？」

「では……『ペカド。貴方の事だから私が最期に渡した黄色い７本のバラを律儀にお供えしてるんでしょうね。でもそんな何度もお供えしてたら花も可哀想だわ。だからあと１回でお花をお供えするのは終わりにして。それで最後の１回は……赤いバラを５本でお供えして。いい！　絶対本数と色を間違えないでね！』との事です」

「はっはぁ…………でも彼女らしいです……」

「本当に仲が良かったんですね」

「まぁ彼女が私にちょっかい出してばっかりでしたけどね……ははは……」

　しばらくペカドさんと雑談をして、私もそろそろログアウトして寝る時間が近づいているためこの辺でお暇させていただくことにした。

「ではご依頼の件、ギルドの方でもご報告させていただきます」

「はい。……本当にありがとうございました……」

　ペカドさんは私に深く頭を下げてお礼を言う。

　その後ギルドの方に顔を出し、依頼の件で少し詳しく職員と話し、確認の意味で翌日廃村を他の者が見て確認するということで話は終わった。

　やることが終わった私はエアストの家に戻ってサイとリアにフェイトの事軽く紹介してからログアウトした。

　そして寝る前にフェイトが渡した黄色いバラと赤いバラの意味を調べてみようと思って調べてみた。

　その意味を知った私はくすっと少し笑ったが、すぐさま笑うのをやめてその２つの花言葉をじっと見ていた。

　死ぬ間際に渡した黄色いバラ。

　フェイトはペカドさんに笑っていてほしくてこれを渡したのだろうか。

　そして死後渡すように指示した赤いバラ。

　やはりフェイトはペカドさんの事を……いや、これは無粋だね……。

　私はそっと画面を閉じて布団に入る。



　画面にはこう映っていた。




　７本の黄色いバラの花言葉：ひそかな愛、笑って別れましょう

　５本の赤いバラの花言葉：あなたに出会えて本当に良かった、死ぬほど恋い焦がれています




　と。








ヒストリアから西の森についてのスレＰａｒｔ１




１：名無しプレイヤー





　西の森で変な噂が立っているのでそのための情報交換スレ

　次スレ作成　＞＞９８０




　～～～～～～～～～






49：名無しプレイヤー


　試しに行ってみたら女の子に襲われました。

　でも一発殴ったら倒せました。

　なんじゃこりゃぁぁぁぁ!?



50：名無しプレイヤー


　＞＞49え？　それでおしまい？

　他にはなかったのか？



51：名無しプレイヤー


　＞＞50さすがに拍子抜けだったからしばらく待ったけど何も起きなかったわ



52：名無しプレイヤー


　１回こっきりで終わるミニイベントみたいなもんか？

　だとしても１発で倒されるイベントモンスターって……



53：名無しプレイヤー


　幼女に暴行するとは紳士の風上におけませんな



54：名無しプレイヤー


　＞＞53敵対ＭＯＢぐらいは許してやれよ……



55：名無しプレイヤー


　幼女モンスターと言えばオートマタも敵として出てくるのか……



56：名無しプレイヤー


　さすがに幼女に手を上げるのは……



57：名無しプレイヤー


　※なお相手は容赦なく殺しに来る



58：名無しプレイヤー


　悲しいけどこれって戦いなのよね




　～～～～～～～～～






92：名無しプレイヤー


　【速報】翌日行ってみたらまた同じ女の子に遭遇　なお村に着いたら同様に攻撃された



93：名無しプレイヤー


　えっと……とりあえず条件を満たさないと繰り返される系イベントって事でおｋ？



94：名無しプレイヤー


　条件とは何ぞや……



95：名無しプレイヤー


　＞＞94パターンとしては一定時間耐える、一定ダメージを与える、何かを見つけるの３つが濃厚だが……



96：名無しプレイヤー


　そもそも情報が少ないんだが……

　依頼も依頼で調査しか書かれてねえし



97：名無しプレイヤー


　＞＞96依頼主に聞くってのは？



98：名無しプレイヤー


　＞＞97その依頼主についての情報が非公開なんだよ　おかげでヒントも何にもねえ



99：名無しプレイヤー


　それ依頼主が情報出さねえとわからねえやつじゃ……（白目



１００：名無しプレイヤー


　まさか依頼主をノーヒントで捜せっていうやつか……？（白目



１０１：名無しプレイヤー


　仮にヒストリアの住人が出したとしよう。

　さて人口いくらだっけ……（白目



１０２：名無しプレイヤー


　無理ゲーすぎんだろｗｗｗｗｗ



１０３：名無しプレイヤー


　聞き込みするしかねえかねぇ……



１０４：名無しプレイヤー


　そもそも教えてくれるんですかねぇ……



１０５：名無しプレイヤー


　依頼主を捜すことを依頼しよう（提案



１０６：名無しプレイヤー


　それ依頼主はギルド職員しかわからないから無理なのでは……（白目



１０７：名無しプレイヤー


　悪戯好きなプレイヤーが嘘ついてきそう……



１０８：名無しプレイヤー


　＞＞１０７まじでありそうだから怖いんだよな



１０９：名無しプレイヤー


　名探偵誰か連れてきて（真剣



１１０：名無しプレイヤー


　小さくなった死神と怠け者の高校生と関西弁のどれがいい？



１１１：名無しプレイヤー


　＞＞１１０殺人事件がおきそうなのでそいつらはＮＧ




　～～～～～～～～～






４３０：名無しプレイヤー


　情報まったくねえなぁ……



４３１：名無しプレイヤー


　現在判明している情報

　・攻撃すると霧散

　・耐えてても変化なし

　・もし倒してしまってもまた現れる

　・村の中を捜索しようとしても攻撃してくるので無理（大人数で抑えてもみたが虫が小さすぎて逃げられて襲われる



４３２：名無しプレイヤー


　虫の天敵ってなんだっけ……？



４３３：名無しプレイヤー


　＞＞４３２虫によって全然異なるからどれ　ということは一概に言えない



４３４：名無しプレイヤー


　強いていうなら火だが、あんな森で火なんて使ったら火事になるわ



４３５：名無しプレイヤー


　土魔法で壁作っても逃げられたしなぁ……



４３６：名無しプレイヤー


　成長したペット使ってみたが１匹だとあんまり効果なかったしなぁ……



４３７：名無しプレイヤー


　もうお手上げやー



４３８：名無しプレイヤー


　せめて依頼主がわかれば情報集めてなんとかいけそうなんだがなぁー



４３９：名無しプレイヤー


　ふぁっ!?



４４０：名無しプレイヤー


　＞＞４３９どうした？



４４１：名無しプレイヤー


　わい今ヒストリアの城壁の上にいるんだけど、村の位置あたりでビル９～10階ぐらいの大きさのゴーレムが現れた



４４２：名無しプレイヤー


　ふぁっ!?



４４３：名無しプレイヤー


　どういう意味？



４４４：名無しプレイヤー


　誰か謎解いたのか!?



４４５：名無しプレイヤー


　＞＞４４１なんか遠く見えるスキル持ってねえのか！



４４６：名無しプレイヤー


　＞＞４４５すっすまん……そういうスキルはねえんだ……

　でもなんか飛んで戦ってる様子はうっすら見える



４４７：名無しプレイヤー


　ちょっと待て遠く見えるスキル持ってる俺が向かう　場所どこだ



４４８：名無しプレイヤー


　やっぱこういうやつは１人はほしいな



４４９：名無しプレイヤー


　＞＞４４７西側の城壁の上だ



４５０：名無しプレイヤー


　あいよ　急いでいく



４５１：名無しプレイヤー


　それにしても巨大ゴーレムかぁ

　村に封印されていたのが出てきたとかそんなんかな？



４５２：名無しプレイヤー


　実はあの村は古代に封印されていた研究の産物が何かの切っ掛けで復活した

　女の子はそれを知らせようとしていたのだ

　とかいう設定？



４５３：名無しプレイヤー


　それだったら村を探索している最中に攻撃してこないと思います



４５４：名無しプレイヤー


　んー……いい線いってると思ったんだけどなぁ……



４５５：名無しプレイヤー


　あれっ？　ゴーレムの片腕ぶっ壊れた？



４５６：名無しプレイヤー


　盗撮男ー！　早く行くんだー！



４５７：名無しプレイヤー


　もう少しだから待ってろや！



４５８：名無しプレイヤー


　おっこっち向かって走ってきてるやつがいる　あいつが盗撮男か？



４５９：名無しプレイヤー


　名前が盗撮男で通ってて草



４６０：名無しプレイヤー


　日ごろの行いだからね　仕方ないね



４６１：名無しプレイヤー


　悲しいなぁ……



４６２：名無しプレイヤー


　うるせー！　今見てんだから静かにしろや！

　えっと、どうやら戦ってるのは【首狩り姫】っぽい

　あの特徴的なドレスに銀髪は間違いないだろ



４６３：名無しプレイヤー


　やっぱ森が好きなんすねぇ……



４６４：名無しプレイヤー


　もう（森の事件は全部）あの子１人でいいんじゃないですかねぇ……



４６５：名無しプレイヤー


　てかなんだ羽生やして飛んでるやつは

　なんか黒っぽい物飛ばして攻撃してるけど……

　さすがにあれまではわからねえなぁ



４６６：名無しプレイヤー


　【首狩り姫】の愉快な仲間に誰か増えたのか？



４６７：名無しプレイヤー


　そもそも羽をはやしてるってどういうこっちゃ



４６８：名無しプレイヤー


　羽を生やすようなスキルがあるのかねぇ？



４６９：名無しプレイヤー


　風系統の魔法で飛ぶことは可能だけど、羽を生やすってのは聞いたことねえなぁ



４７０：名無しプレイヤー


　ってマジかよ!?

　崩れ落ちてる腕の破片空中で蹴って移動とかうっそだろｗｗｗｗ



４７１：名無しプレイヤー


　あれは虚空○動!?



４７２：名無しプレイヤー


　知っているのか雷（ｒｙ



４７３：名無しプレイヤー


　【首狩り姫】は忍者だった可能性



４７４：名無しプレイヤー


　木の上登って枝蹴って進んでるし多少はね



４７５：名無しプレイヤー


　やっぱあの子特殊すぎんだろｗｗ



４７６：名無しプレイヤー


　あっ　ゴーレム倒された　いやなんか自分から倒れた感じか？

　よくわかんね

　んでその後羽生やしてるやつが何か降らして攻撃してんな

　誰か聞いてきて（他人任せ



４７７：名無しプレイヤー


　＞＞４７６嫌です（きっぱり



４７８：名無しプレイヤー


　お店に行けばさりげなく聞ける可能性



４７９：名無しプレイヤー


　＞＞４７８可能性の獣に殺されそう



４８０：名無しプレイヤー


　＞＞４７９ユニコオオオオン！



４８１：名無しプレイヤー


　＞＞４８０ＮＴデストロイしてて　どうぞ



４８２：名無しプレイヤー


　なんか起き上がろうとしたゴーレムを【首狩り姫】が斬ったら黒い靄が広がった　何を言ってるかわからねえと思うが俺も何を言ってるかわからねえ



４８３：名無しプレイヤー


　霧散したんだろ（適当



４８４：名無しプレイヤー


　闇の炎に抱かれて消し飛んだんだろ（適当



４８５：名無しプレイヤー


　心の闇が膨らんだんだろ（適当



４８６：名無しプレイヤー


　＞＞４８３＞＞４８４＞＞４８５こいつら適当すぎぃ！



４８７：名無しプレイヤー


　とりあえずもう反応ないっぽいし終わりっぽい



４８８：名無しプレイヤー


　とりま盗撮男おつ



４８９：名無しプレイヤー


　おつ



４９０：名無しプレイヤー


　でもあんな巨大ゴーレムが出て倒されたんだがクエクリアってことかね？



４９１：名無しプレイヤー


　……でもあれを今度は俺らが倒す番なの……？



４９２：名無しプレイヤー


　んー……そうとも言えねえかもしれねえぞ



４９３：名無しプレイヤー


　＞＞４９２どういうこっちゃ？



４９４：名無しプレイヤー


　可能性で言うだけだが、１回しか発生しないクエストとかってあるんだよ



４９５：名無しプレイヤー


　１回だけってそれ平等じゃなくね？



４９６：名無しプレイヤー


　確かにクエストの発生場所が超高難易度の場所とかだったら不公平だけど、今回の場所は誰でも行けるような場所だ

　だとすると誰にでもクエストを行えるチャンスはあるってことだ



４９７：名無しプレイヤー


　つまり早い者勝ちってことか？　それは平等じゃなくね？



４９８：名無しプレイヤー


　誰でも受けられると限られた人しか受けられないはまた違うんだよ

　まぁこういう議論は平行線だからどちらが正しいとは言えないんだけどな

　とりあえず今回の場合は女の子が何度も出現してることからそういう可能性があるかもっていうだけだ



４９９：名無しプレイヤー


　んー何となくはわかったが、それ考えるとクリアできた【首狩り姫】だけが得したって事だよな？



５００：名無しプレイヤー


　得かどうかはわからねえぞ　依頼の報酬もそんなに高くねえし、むしろ廃村なんだからロクなアイテムなんてないだろうし

　マジで古代遺跡とかがあるなら別だけど



５０１：名無しプレイヤー


　とりあえず城壁の上から見た感じそういった遺跡っぽい入口は見当たらねえな

　てか村の辺りが今度は光り始めたんだが

　めっちゃ綺麗



５０２：名無しプレイヤー


　遠く見えるスキルなくても光ってるのわかるわ

　でもすぐ消えた



５０３：名無しプレイヤー


　なんかホラーゲーム的な展開思い出した

　女の子１人　廃村

　これだけでもホラー要素やん

　絶対何かあの村にあっただろ



５０４：名無しプレイヤー


　たっ確かに……

　祟りとかで死んだ村人の怨念が……とか……



５０５：名無しプレイヤー


　……お前らそんな話があったとしてまた受けたいと思うか？



５０６：名無しプレイヤー


　＞＞５０５生言ってすんませんでした！



５０７：名無しプレイヤー


　＞＞５０５さっきまではずるいとか言ってたけど、確かに廃村で女の子の幽霊（の可能性）って考えるとホラー展開なんだよな……

　気分的にはそんな何度も女の子の幽霊を出すような事はしたくねえわなぁ……



５０８：名無しプレイヤー


　きっと閑話みたいな小話のようなクエストだったんだ！

　そうだきっとそうだ！

　何度もやる必要はない！（ガクガクブルブル



５０９：名無しプレイヤー


　やっべこれから寝る時間なのにホラー聞いちまった……



５１０：名無しプレイヤー


　全ての元凶は＞＞５０３＞＞５０４だな（責任転嫁



５１１：名無しプレイヤー


　とっとりあえず解決したならそれに越したことはない　いいな？（ガクブル



５１２：名無しプレイヤー


　リアルダイブシステムでホラーを体験するのはまっぴらごめんです（真顔



５１３：名無しプレイヤー


　これにて事件は解決！　閉廷！



５１４：名無しプレイヤー


　きききききっと【首狩り姫】辺りから情報出回ってくるやろ（震え声



５１５：名無しプレイヤー


　ガチホラー物だったら感謝しないとな……



５１６：名無しプレイヤー


　ホラーはフィクションだからいいんだよ

　リアルはＮＧ

　何を言ってもＮＧ







　どうもー。

　清く正しくディセ新聞でお馴染みのディセでーっす！

　さてさて、今回のネタは皆さんが気になってる事を書くつもりです！

　ＭＭＯＲＰＧをやってる人ならば誰もが気になる『最強』の文字！

　まだ正式リリースして半年も経ってませんが、ゲーム内ではもう半年が過ぎましたし、ここいらで一度ランキングでも作ろうと思ったのですよ！

　と、いうことで早速取材に街頭アンケートを取ってくるとしましょう！



「……はぁ……」

「おい、なんかディセさん疲れた顔してねえか？」

「行く前は超テンション高くて五月蠅かったのにな」

　そこ！

　麗しい乙女に五月蠅いとはなんですか！

「んで何かあったんすか？　最強ランキングの調査してたんですよね？」

「えぇ……まぁ……」

「ん？」

　同僚二人はお互いの顔を見て首を傾げる。

　まぁそうなりますよね……。

「もう……最強ってなんだかわからないです……」

「「は……？」」

「いやだって！　普通最強って言ったら腕自慢関係になるじゃないですか！　何をどうしたら生存特化が最強になるんですか！」

「いやまぁ生き残れば勝ちともいうし……」

「でも生存特化なプレイヤーなんて……あっ……」

「何か気づいたのか？」

「いや……俺の勘が正しければなんだが……」

　どうやら彼も気づいたようですね。

　えぇそうですよ！

　私の頭痛の種はそれなんですよ！

「たぶんディセさんが言ってるのって【不沈棺】の事なんじゃないかなって……」

「……あぁ……」

　どうやらもう一人も理解したようですね。

　私も彼女については少しは知っています。

　とは言っても直接会った事はないので噂程度の事ですが……。

　まぁ事の発端は今から少し遡ります。



「はーい！　アンケートのご協力ありがとうございまーっす！」

　よしよし、アンケートは順調順調。

　私は最強と言っても地形とかも影響あると考え、地形別に最強の候補をアンケートしていたわけです。

　平地、森、水の中、洞窟、火山、氷山、山といった今見つかっている地形でですね。

　とまぁ森と水の中は大体私の予想通りでしたね。

　森は【首狩り姫】でお馴染みのアリスさんがダントツのトップ。

　そして水の中では【人魚姫】のライラックさんに、次点で【熱血漢】のダンさんの接戦でしたね。

　ですが、ダンさんは女性に対する免疫が少ないようなのかライラックさんに対して苦手意識を持っているため、そこが勝敗を分けたようですね。

　やはり第１陣というアドバンテージなのか、第２陣の名前はあまり挙がっていませんね。

　ですが、第２陣でも海花さん辺りの二つ名勢はちょいちょい名前が挙がっているんですよね。

　平地でも海花さんの名前も挙がってますし、森でも挙がってました。

　とはいえ相手が悪すぎますねぇ……。

　平地だと銀翼の方々の名前以外にも【高速剣】のアルトさん、更には【爆裂】のウェンディさんなどのソロプレイヤーの名前も挙がってて激戦区です。

　その他の場所もやはり有名どころの名前が挙がってますし、やっぱり二つ名勢はそれだけ注目されているんですね。

　ですが、ここまでは街頭アンケートでの結果。

　これからはその二つ名勢から直接聞ける時間です！

　勿論アポは取ってありますし、時間が合う皆さんにはお願いして一つの場所に集まってもらっています。

　それを何グループかに分けてお話を聞くわけですよ。



「では本日集まっていただきありがとうございますー！」

　そして今私の前にはそうそうたる二つ名勢が揃っています。

「さて皆さんにも予定とかもありますでしょうし、ささっと進めていきたいと思います！　では最初の質問です！」

　Ｑ：平地で一番強いと思うプレイヤーは誰？

「平地か……また難しいな……」

「平地となると広域殲滅魔法とかが使える人かしらね～？」

「リンかなー？」

「ウェンディさんかエクレールさんかしらね～」

「アリス。それ以外譲れない」

「ルカっ！　あなた真剣に答えなさいよ！　っと、あたしは【暴風】辺りの広域魔法勢だと思うわ」

「陸の事はあまりわからないわねぇ……」

「闘技イベントも出なかったから俺もあんまりわかんねえなぁ。てか女多すぎじゃね……」

「私はリンさんを推します」

「私もリンさんですかねぇ」

　ふむふむ、やはり広域魔法を使うリンさんやウェンディさん、エクレールさん辺りって感じですね。

「では次の質問です」

　Ｑ：森で一番強いと思うプレイヤーは誰？

「「「「「「「「「アリス（【首狩り姫】／お姉様／さん）」」」」」」」」」

「…………」

「はい、満場一致ということで決定ですね。ささ、次行きましょうー」

　アリスさんが何とも言えない顔をしてますが、ぱぱっと進めてしまいましょう！



「では地形別はこれぐらいですね。では最後に最も強い人は誰か聞きたいと思います」

　私が最後の質問をすると、皆さん悩んでしまいました。

　まぁ当然ですよね。

　地形という条件があったから多少は決めやすかった部分もありますが、今度はその条件がない。

　そうなれば簡単には決まりませんよね。

「最強……か……」

「どの定義を以て最強かっていう話なのよね……」

「倒れないってのはある意味最強になるのかしら～……」

「倒れない……最強……」

「あの人……嫌い……」

「ちょっ!?　しっかりしなさい！　ってお姉様までっ!?」

「生理的にあの方は無理ですわ……」

「流石の俺もあれにはドン引きだったぜ……」

「何度爆発させたことか……」

「皆さん物騒ですね……。まぁ私も人の事言えませんが……」

　……あれ？　なんか皆さんの様子が……。

「えっと……皆さん……？」

「あぁすまない。ちょっと最強と聞いて嫌な事を思い出しただけだ……」

「嫌な事……ですか……？」

「なんであの人首何回も斬ってもすぐ復活するの……？　意味が分からない……」

「私なんてアレニアの能力完全解放して何度も殺ったのに喜んでた……怖い……」

「お姉様もルカもしっかりしてください！　確かにあれは得体のしれない化け物ですが、きっといつかは倒せるはずです！」

「「ホントに……？　ホントにそう思う……？」」

「うっ……」

　何故だかアリスさんとルカさんの目が暗黒面に堕ちそうな感じの暗い感じの目になってますが一体何が……。

「あー……ディセさん」

「はい、アルトさんなんでしょうか？」

「恐らくここにいる皆さんが同じ目に遭ってると思うのですが……」

「はぁ……それで原因は一体……」

「えっと……あの様子からすると実は私たち全員【不沈棺】にＰＫを挑まれてまして……それでその……」

　ＰＫを挑む？

　ＰＶＰじゃなくて？

「文字通りＰＫです。理由はＰＶＰだと１デッドで終わってしまうからなんです……」

「へ……？」

「彼女の二つ名である【不沈棺】。彼女は文字通り『決して沈まない棺』なんですよ……」

「つっつまり……？」

「彼女……持ってるスキルが異常なくらいに死亡してからの復活系統に傾いているんですよ……。死亡時教会に戻らずにプレイヤーとモンスターがいない近くの場所で復活する【死体回収】に、復活時ＨＰを回復する【黄泉返り】といった具合に……。その他にもそれ系統のスキルを……」

　なっ何その特殊なスキル!?

　えっ？

　つまりそれって……。

「文字通り倒しても倒してもすぐ復活するんですよ……。首を斬られようとバラバラにされようと燃やされようと塵にされようと何をされても復活するんです……。ですが弱点はあるんですよ……？　復活できないイベント系では死亡したら終わりですからね……。ですがそれ以外だと……」

「え……えーっと……それ迷惑行為とかセクハラ関連でＢＡＮできないんですか……？」

「あくまで彼女はこちらに実害は与えてないんですよ……。単に私たちの攻撃を食らいたいだけなんで……」

「えっ……？」

　粘着的な攻撃をするんじゃなくて攻撃を食らいたい……？

　……もしかして……。

「……彼女って……ドＭなんですか……？」

　アルトさんは小さく頷く。

「ですがそれを差し引いても【死体回収】なんてすぐ復活できるスキル誰でも欲しがると思いませんか……？」

「えぇ……確かに……」

　街に戻らずに復活できるならとっても良いスキルですよね？

「でも……その【死体回収】スキルの装備条件が痛覚制限最大の50％であることっていうのがあるんですよ……」

「なっ!?」

　ということはその痛みを常に感じながら復活していると……？

「それは……とっても厄介ですね……」

「はい……。しかも彼女……二つ名が付いた人に片っ端から挑んで攻撃を食らって喜んでるんですよ……。ですが一度挑んだ相手にはもう挑んでこないので、ある意味二つ名が付いている人たちからは洗礼という形で収まっているんです……」

「なるほど……」

　それで全て納得した。

　何故死亡時からの復活系統にスキルが傾いているのかを。

　ただ単に敵からの攻撃をより受けたいがためだけにそういった復活系スキルを取っているのだと。

　確かにこれでは通報はできない……。

　あくまで彼女は攻撃を食らっているだけなのだから……。

　抱き着いてセクハラをしているわけでも粘着的に付け回しているわけでもない。

　ただそれだけに通報内容としては不十分なのか……。

　もしこれでＢＡＮならば、ＰＫをしているプレイヤー全員ＢＡＮという形になるかもですしね……。

「それで最初の話に戻るわけですが……」

「えっあっ、はい」

「最強って……やっぱり何度でも復活して襲い掛かってくる人だと思うんですよね……」

　アルトさんが急に虚ろな目をし始めた。

　これはやばいと思って私は急いで取材を切り上げることにした。

「でっでは皆さん！　本日は取材に付き合っていただきありがとうございました！」

　私は取材のお礼を言ってすぐさま移動する。

　この後に入っている別のグループからも嫌な予感を感じながら。

　結果としては別のグループも同じ返答だった。

　最強は誰かという質問になると、皆さん虚ろな目をして【不沈棺】と答えた。

　一部の方は「次こそあのアマぶち殺してやる」とか狂気に満ちていましたけど……。

『最強』って……一体なんなんでしょうね……。



「ふぅー……」

　やっぱり平穏な日常が一番だよね……。

　つい最近、嫌な事件があったからね……。

　しかもディセさんの話からすると皆同じ目にあったらしいし……。

　あの人はホントに意味が分からない……。

　なんで首斬られて喜んでるのか……本当になんなの……。

「お姉ちゃん……大丈夫……？」

「大丈夫じゃないかも……」

「もうっ……」

　フェイトがふわふわと浮きながら私の心配をしてくれており、私が大丈夫じゃないと言うと、呆れながらもフェイトはそっと私の頭を撫でる。

　照れ隠しなのかツンツンなのかはわからないけど、基本的にはフェイトは優しいんだよね。

「ご主人様、お茶が入りました」

「ミラありがと……」

　ミラからお茶を受け取り一息つく。

　それにしても私の家も人増えたなぁ。

　店内で働いているサイとリア、そしてその補助をしているレヴィ、ネウラ、ミラ。

　そして最近仲間になったフェイトともう一家族並みの人数だ。

　そういえばリアの新薬の作製の調子はどうなんだろう？

　でも下手に聞くのもプレッシャーになっちゃいそうだから聞くに聞けないんだよねぇ……。

　まぁのんびり待つけどね。

　だから今日はのんびりと……。

「アリス、今暇？」

「お姉様、今お暇ですか？」

「…………」

　のんびりと……なんだっけ……？



「んでどうしたの？」

　席に座って何かあったのかを２人に聞く。

「プレイヤーイベントでちょっと」

「はい。そのことで少し相談がありまして……」

「相談？　出品するアイテムが見つからないから手伝ってとか？」

「いえ、そういう事ではないんですが……」

　出品アイテムじゃないとしたらなんだろう？

「お姉様……その……あたしたちと一緒にバンドしませんか？」

「は……？」

　急にどうしたのこの子？

　アニメか何かに感化でもされたの？

「海花がダンジョン潜ってたら、初心者バンドセットってアイテム手に入れた」

「それでせっかくなので、プレイヤーイベントの時にやりませんかっていうことなんですが……」

「一応海花、ネットアイドルだから歌は歌える」

「歌はってどういう事よ！　踊りもできるのよ！」

「我流じゃん」

「うぐっ！」

　えーっと……とりあえず音楽セットのアイテム手に入れたから、私たちでやってみたいということ……？

「でも私そんな音楽スキルなんて持ってないんだけど……」

「そこについては大丈夫です！　アイテムにそれぞれのスキルが付いてますのでスキルが無くても楽器演奏できます！」

「スキルないとリアルセンスになるから難しい。でもアイテムがスキル持ちだからいける」

　なら大丈夫なのか。

「それでそのバンドセットって何があるの？」

「えっと、演奏セット……つまりマイクスタンドやスピーカーとかですね。あとはギターにベースにドラム、キーボードもありました」

「でも私たちいても３人。バンドだとギター、ベース、ドラムでギリギリ」

「その辺よくわからないから任せるけど……海花って歌いながら弾けるの？」

「うっ……」

　あっこれは弾けないパターンだ。

　たぶん歌うので精一杯っていう感じだね。

「ご主人様」

「どうしたの？　ミラ」

　ミラが服の裾をちょんちょんと引っ張る。

「ミラ、ピアノなら弾いたことがありますから何かお手伝いできますか？」

「いいの？」

「はい。ご主人様のお役に立ちたいので……いいですか……？」

「なら私は蛍集めて飛ばすわ！」

「キュゥ！」

「ネウラは……えーっと……」

　なんか皆やる気すぎない？

「ペットに演奏させるという発想はなかったですね……。なら黒花辺りに残り一枠をお願いすれば……」

　海花が１人ぶつぶつ考えている。

　あと１人必要か……。

　なら……。

「海花」

「はい、お姉様どうしました？」

「最後の１枠については私に任せてくれる？」

「えっ？　お姉様誰か伝手でもあるんですか？　もしかして【暴風】や【高速剣】にお願いするんですか？」

「ううん。ちょっとね」

　これもいい機会だろうし、試してみて損はないだろう。

　あとは持続時間だね。

「ではお姉様にお任せします。それと練習ですが、ある程度早めにやっといた方がいいと思うんですが……」

「あと誰が何を担当するか決める」

「正直言ってお姉様がドラムやるのが最適だと思うんですが……」

「ちなみに何で？」

「反応速度と器用さと動きの速さ的に適材」

「ドラムってそういうのが必要なの……？」

「「さぁ？」」

　こらこら……。

　ドラマーの人に怒られるような発言を……。

「キーボードはミラちゃんとして、ルカはギターとベースどっちがいい？」

「低音の方がいいからベース」

「ではお姉様、ギター担当の方をよろしくお願いします」

「わかった、相談してみるね」

「なら１人で練習できるようにアイテムも渡しておきますね」

　そう言うと海花は私にギター、ドラム、キーボードのセットを渡す。

　それを見たミラが弾きたそうにしてるため、早速キーボードを実体化させる。

「ひっそりと生活している間はあまりそういう事が出来なかったので感激です！」

　ミラはキーボードに手を掛けて軽く弾き始める。

　確かミラには【楽器】関連のスキルはなかったはずだし、これでスキルが無くても演奏できるのか判断できる。

　するとミラは本当にスキルがないのかと思うぐらいに器用に弾いてみせた。

　ミラが弾いた曲は分からないが、とても綺麗に弾けていたと思った。

「お粗末様でした」

「ミラ凄いね。あんなに弾けたんだね」

「いえ、あのキーボードにスキルが付いていたおかげで上手く弾けました。それにしてもあのピアノ凄いです」

　ミラは謙虚に言っているかもしれないが、こちらからしたら予想外の人材だ。

「あたしの子たちにもスキル拡張で【楽器】関連付けようかしら……」

「アレニア……楽器弾けない……ショボーン……」

　うん、さすがに蜘蛛に楽器を弾かせるのは無理だよね。

　アレニアが擬人化したらわからないけど……。

　まぁ無理だと思うけど。

「ともかくこれでキーボードは大丈夫そうですね！」

「それで海花、曲はどんなのにするの？」

「えっ？　えっと……あたしが向こうで歌ってるような曲をやろうかなと……」

　つまり今ミラが弾いたような曲とは違うジャンルって事ね。

「それでその曲の楽譜とかはどうなるの？」

「あっ」

　おいそこ忘れちゃダメなとこでしょ。

「ちょっちょっと待っててください！」

　海花は慌ててＧＭコールをする。

「えっと……──で……──なんですが……──って……」

　あの様子からすると交渉してるのかな？

　そもそも楽譜をＤＬできればいいけどそういうのって可能なのかな？

　下手すると運営を挟む形になるから、良くて課金ってことになると思うけど……。

　問題は楽譜一枚にいくら掛かるのだろうか……。

「はい……えっ！　本当ですか！　はいっ！　ありがとうございます！」

　おっ終わったようだ。

　でも海花なんか喜んでない？

「終わりました！」

「うん。で、どうだったの？」

「今問い合わせたところ、やっぱりこっちでも音楽をやりたい人はいるだろうと予想していたのか、いくつかの音楽会社とは契約済みだったそうです。それでヘッドギア購入金額にその音楽の使用料等も含まれていたらしく、契約しているところや著作権が関係ない物については運営経由ですが取り寄せ可能とのことです」

「運営経由ってどういうこと？」

「えっと、運営に取り寄せたい楽曲を送ると、お知らせメールに楽譜が付与されて届くとのことです。それで取り寄せ可能かどうかを判断してくれるとのことですし、ホームページの方でも使用楽曲を検索できるようです」

　そういえばホームページあんまり見てなかったな……。

　見てもお知らせぐらいだしなぁ……。

「ともかく、これで一通りの問題は解決ですね！」

「なら後で演奏予定の曲決まったらメッセージで送って。あと使えるのか検索はしといてね」

「わかりました！」

「アリスの演奏楽しみ」

「あんたも演奏するのよ！」

「っち……」

　……ホントルカと海花って仲良しだなぁー……。

　っとまぁ私もちゃんと交渉しないとね。

　って言ってもうまくいくと思うけどね。

　交渉については。

「ところでお姉様、さっきから気になっていたのですがその栗色の髪の女の子はどなたなんですか？」

　バンドについての話が終わり、他愛無い話をしていると海花がフェイトの事が気になっていたのか聞いてきた。

　うーん……正直に言っていいものか……。

　私はフェイトに目配せをすると、別に気にしていない様子なので言う事にした。

「この子はフェイト。最近私の仲間になってくれた子だよ」

「ちょっと！　膝の上に乗せる必要はないでしょ！」

　紹介のためにフェイトを膝の上に乗っけると、フェイトはぷんぷん怒り始めてしまった。

　どうやら人前では恥ずかしがり屋なようだ。

「……なんか最初の頃の海花を見ているよう」

「あっあたしはあそこまでツンツンしてなかったわよ！」

「アリスに喧嘩売ったのに？」

「うぐっ……それは……」

　私から見てもあれはツンツンしてただろう。

　人に道聞くのだって偉そうにしてたしね。

「それでその子の能力は？」

「それにしてもその子人間？　機械人形オートマタという感じでもありませんし……」

「えーっと……」

「構わないわ。お姉ちゃんが信用してる相手ならいいわ」

「わかった」

　私はフェイトから許可をもらったので、２人にフェイトのステータスを見せる。




　名前：フェイト

　─ステータス─

【虫操作Ｌｖ１】【大地魔法Ｌｖ１】【加護Ｌｖ１】【浄化Ｌｖ１】【土地活性化Ｌｖ１】【隠密Ｌｖ１】【浮遊Ｌｖ１】【状態異常耐性Ｌｖ１】【ＭＰ上昇＋Ｌｖ１】【土地神見習いＬｖ１】

　特殊スキル

【信仰Ｌｖ１】【配下作製（神）Ｌｖ１】




【虫操作】：自分より格下の虫を操る。

【加護】：対象者に様々な加護を与える。与えられる加護は使用者の力によって異なる。

【浄化】：毒などの状態異常などを浄化する。

【土地活性化】：ＭＰを使用して土地を活性化させる。

【浮遊】：浮くことができる。高く浮く場合はＭＰを使用する。

【土地神見習い】：土地神になるまでの過程であり、これが付いている限り見習いのままである。

【信仰】：信仰具合により能力が上昇する。

【配下作製（神）】：格下の神を配下にする。配下となった神の能力は使用者の能力によって変化する。ただし配下となった神は契約者の影響や指示は受けない。




「「…………」」

　フェイトのステータスを見せると、２人は唖然とした表情をする。

「お姉様……」

「アリス、その子神様なの？」

「正確には少し違うけど……一応は……」

　フェイトからは最初精霊みたいなものって言われたからそう思ってたんだけど、実際ステータス見ると土地神見習いってなってるから、おそらく土地神ってことなんだよね……。

　でもそのフェイトがあまり土地神としての自覚というのがわかっていないから、実際どうしたらいいのかわからないんだよね。

「神様までペットにするなんて……。お姉様は一体何をしてきたのですか……」

　いや特にそんな大層な事はしてないんだけどなぁ……。

「でも【信仰】なんて聞いたこともないスキルあるし、神様で間違いない」

「そのスキルもどうやってレベル上げればいいかわからないんだよね。信仰と言ってもフェイトにその信仰が集まればいいのか、それともフェイトのいた土地に集まればいいのかがわからないから……」

　正直廃村になってしまったあそこで新たに信仰を集めるなんて恐らく無理だろう。

　本気で集めるならば、私があの場所に新たに家を建てて村をつくる的な事をする必要が出てくるだろう。

　でも安全地帯でもないフィールドにそういった建物を建てられるのだろうか、という問題もあるし、正直難しいところだ。

「なら試しに私たちがしてみる」

「試すって？」

「フェイト信仰」

　そう言うとルカは手を合わせ、南無南無と言いながらフェイトに拝み始めた。

「えーっと……フェイト、何か感じる……？」

「流石に１人で変わるなら神様も苦労しないと思うけど……」

「だよねぇ……」

　１人でわかるぐらい変化があるなら、有名な神様なんてもう世界壊せるぐらいの力あるんじゃないかな？

　まぁ地道にやれってことだよね。

「むぅ……。ならプレイヤー全員がフェイトを拝むようにフェイト教をつくろう」

「いやそれはフェイトが恥ずかしさで悶えるからやめとこうね？」

「今フェイト教に入信すればアリスの膝枕を味わえる」

「何でフェイトじゃなくて私なの？　せめてそこはフェイトの膝枕だよね？」

「いくらフェイトが可愛くても知名度が違う。最初の餌は知名度が大事」

「今ナチュラルに餌って言ったよね？　私って餌なの？」

「しかも膝枕が付いてくる。これはもう入信するしかない」

「入信してもしないからね？」

　いきなり暴走しだしたルカを抑えつつ、どうしたらいいかを考える。

　無難なのは街を回りながらフェイトにお手伝いをさせて、少しずつ感謝と信仰を集めるってのかな？

　フェイトの能力的に、汚染された土地の浄化や痩せた土地を活性化させたりってのが合ってそうだし、そういうのを狙ってみるのがいいだろうね。

「海花は何かアイデアある？」

「アイデアですか？　んー……やっぱりお姉様の膝枕では男性が多くなりすぎてしまうので、女性層の確保のためにお姉様の手料理を披露というのはいかがでしょうか？」

「うん、フェイト教の事はもういいから」

　ダメだこの２人……。

　全く人の話を聞いていない……。

「……お姉ちゃんの知り合いってこういう人ばっかりなのかしら……？　今後が不安だわ……」

　いや、２人が今変になってるだけだからね？

　変なところ心配しなくていいからね？

　全くホント２人には困った……。

　とりあえず、各地の街回りながら色々してみる事にしよう。
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「「歓迎会？」」

「うん、２人のね」

　ミラとフェイトも仲間になってバタバタしていたが、少し落ち着いたので歓迎会をやろうと私は２人に提案した。

「ご主人様のご飯とっても美味しいんだよ！」

「そうなのですか。それは是非食べてみたいです」

「まっまぁ美味しい物が食べれるならそれに越したことはないけど……」

　若干フェイトにツンデレが入ってるが賛成ということだろう。

「それで歓迎会で何か食べたい物ってある？」

　食べたい物を尋ねると２人揃って考える素振りをする。

「食べたい物……以前はその場で食べれる物を日数含めて考えていたからそんな事考える余裕なんてなかったですし……」

「ははは……私なんて不作で食べる物どころか私自身が人柱よ……あはは……」

「フェイトもだいぶ苦労してたんですね……」

「苦労どころか飢餓と衰弱のダブルコンボで死んだし、更には土地神様に頭と記憶まで弄られたし、生きている内に良いことなんてあったかしら……」

　ダメだ……この２人境遇が酷すぎて贅沢なんていう考えが出てこないんだ……。

　しかもフェイトに至っては段々と表情が曇ってきたし……。

　仕方ない……。

「ほらフェイト、ミラもおいで」

　私は２人を手招きしてぎゅっと抱き締めてあげる。

「ご主人様……？」

「お姉ちゃん……？」

「確かに２人とも辛いことがあったと思うけど、これからは一緒に笑い合えるようになってほしいな」

　２人の頭を優しく撫でてあげていると段々と落ち着いてきたので話を進めよう。




「とまぁ何を作るかっていうことだけど、デザート系と主食か副食になる物がいいかなって思うんだけどどうかな？」

「主食か副食ですか……私としては肉というよりはグラタンが食べてみたいかもしれないです。昔１度だけ食べたことがあるのですがとても美味しかったので」

「なら私は甘味の方ね。えーっと……ケーキだったっけ？　なんかふわふわ～っとしてて中に果物とか色々入ってるやつ」

　グラタンにケーキかぁ……。

　両方とも具材によって全然味が変わるから好みを聞いとかないとね。

「良いと思うけど入れてほしい材料って何かある？」

「グラタンの方はカボチャが入っていれば他は大丈夫です」

「ケーキは林檎と後は木の実？　ナッツっていうんだっけ？　それが入ってると嬉しいかも」

「２人ともその材料に何か思い入れがあるの？」

　私がそう尋ねると、ミラは嬉しそうに、フェイトは何やら恥ずかしそうに頬を赤く染める。

「えっと……実は１度食べたグラタンがカボチャのグラタンでして……。お父様が作ってくれたのですが、その時の味が忘れられなくて」

　なるほど、思い出の味って事だね。

　……結構なプレッシャーが掛かってきた……。

「それで、フェイトの方は？」

「それは……えっと……実はペカドと一緒に林檎とナッツを食べたことがあって……それでその……えへへ……」

　何やら急ににやけ始めたが、恐らくペカドさんと何かあったのだろう。

　……ペカドさんのあの様子からフェイトの想いは伝わってなかっただろうけど……。

「あーうん、わかった。林檎とナッツのケーキね」

「何で私の時はそんな棒読みなの!?」

「惚気話かと思ってつい……」

「惚気てないわよ！」

「まぁフェイトの惚気は置いといて、グラタンとケーキってなると材料がちょっと足りないかな？」

　ナッツにチーズとかコンソメとかかな？

　一応ミルクはあるから作れはするんだけど言うほど納得できるようなチーズはまだできてないんだよね……。

「しょうがない、ちょっと買い物行ってこようかな」

「私も一緒に歩いてもいいですか？」

「私もお姉ちゃんと買い物してみたいんだけど……いい？」

「別にそれぐらい構わないよ。じゃあ３人で買い物しよっか」

　せっかくの買い物だし他にも色々買って行こうかな。




「人が一杯ですねぇ」

「やっぱり街は人が多いわねぇ、私の村とは全然違うわ」

　ミラは隠れて住んでたからわかるけど、フェイトに関しては村だもんね。

　そりゃ人口の差は大きいよ。

「せっかくだし少し寄り道しよっか」

　２人とも楽しそうだし買い物だけで終わるのもあれだもんね。




「結構遅くなっちゃったね」

「まぁあれだけ寄り道をしてたら遅くなりますね」

「でも楽しかったわ！」

　なんだかんだ昼前に出て行ったのにお店に戻れたのは夕方を過ぎていた。

　さてと、作りますか。

　私は早速歓迎会の準備をするためにキッチンへと移動する。

「えーっとカボチャのグラタンはそのまま作ればいいよね。問題はケーキをどれぐらいの甘さにするかだけど……」

　まぁそこはフェイトに味見してもらえばいっか。

　ケーキはともかくグラタンは作り方自体はそこまで難しいものではないから並行作業でやろうかな。

　２人とも喜んでくれるといいなー。




「こほん。ではこれからミラとフェイトの歓迎会を始めます」

　料理が出来上がったので順次テーブルへと持っていく。

　席には既にミラとフェイトだけではなく、サイやリア、それにレヴィとネウラも座っていた。

「ご主人様、給仕ならリアもできますのに……」

「いいからいいから、リアもゆっくりしててね」

　リアが働きたそうにしているが、主催者は私なのだからこれぐらいは全部やらなくては。

　それにリアには一杯助けてもらってるもんね。

「って、あんまりのんびりしてるとフェイトの涎が凄いことになっちゃうし、早速食べよっか」

　私も料理を配り終えたので席について手を合わせる。

「いただきます」

「「「「「いただきます」」」」」

「キュゥ！」

　さすがにレヴィにはグラタンとケーキは食べづらいので私がスプーンでグラタンを一口分掬って口元まで持っていく。

「熱いから気を付けるんだよ」

「キュゥ～♪」

　レヴィも美味しそうに小さい舌で舐めてるし、味は問題なさそうだ。

　さて主役の２人は……。

「「ん～！」」

　随分嬉しそうな笑顔で食べているね。

　ともかく満足しているようでなによりだ。




「はふぅ～美味しかったぁ～……」

「はい、とても美味しかったです」

「お粗末さまでした」

「ホントお姉ちゃんって料理上手いのね」

「ここまでとは驚きました」

「２人とも持ち上げすぎでは？」

　そんなに褒めても何も出ないぞー？

「フェイト」

「うん」

　ミラとフェイトはお互いを見合って小さく頷いて一斉に私の方を向く。

「ご主人様」

「お姉ちゃん」

「「これからもよろしくお願いします」」

　そう言って２人は笑顔で私に微笑みかけてくれた。

　それに応えるように私も笑顔で微笑む。

「２人とも、これからよろしくね」

　この出会いは偶然だろう。

　でもこの偶然に私は感謝したい。

　どうかこの２人の行く末に幸多からんことを。

　いや、私がこの２人を幸せにしてみせるんだ。

　私は心の中でそう誓った。









あとがき




　初めまして、naginagiです。

　この度、「Nostalgia world online4～首狩り姫の突撃！ あなたを晩ご飯！～」を御手にとって頂き有難うございます。

　書籍化の声から早二年が経とうとしております。そして今回、なろう原作から続編が続くかどうかが分かれると言われている三巻、それを乗り越えこうして四巻と発売できているのも全て皆々様の応援あってのもので大変ありがたく思っております。そして四巻ですが、ペットが連続登場の巻となっております。にしても二人の加入の流れは若干重いですよね。特にフェイトが。作者としてもああいう流れになった要因はホラゲの零の動画をちょうど見ていたせいかもしれないです。あの作品も結構悲しい終わり方が多かったせいで、自分の作品では重くても最後は明るくしたいなと思って書いたらああなりました。花言葉の流れについてはたまたま見たＭＡＤ動画が原因ですね間違いない。物語も何が要因で作成に繋がるかわからないから面白いものですよね。

　それにしてもミラとフェイト、実に可愛いですよね。ミラは割とイメージつきやすかったと思いますが、フェイトが実に神様チックになっていまして実に良い感じとなっております。挿絵の成長したネウラもとても可愛く、アリスのペットたちもより一層可愛さと強さを兼ね備えてきました。まぁ正体現したらヤバいペットたちなのですけどね。特にレヴィが。

　そして今回もイラストを担当して下さったのは夜ノみつき様です。素敵なイラスト、本当に有難うございました。最後にこの本の出版に携わってくださいましたＴＯブックスの皆様、各関係者の皆様に感謝いたします。皆様の御協力のおかげで無事にこの本を世に送り出す事が出来ました。心から御礼を申し上げます。

　最後にこの本を手に取って読んで下さった方に心から感謝いたします。

　またお会い出来る事を楽しみにしています。


二〇二二年四月　naginagi














　電子版特典SS

　アリスを怒らせる方法










「アリスを怒らせる方法を調べる」

「は……？」

　突然ルカがよくわからないことをほざき始めた。

「ねぇ、今日は銀花についての話をするっていうことで集まったんじゃないかしら？」

「それは方便。アリスの前だったから別の話題にすり替えた」

　確かにお姉様も銀花のことであたしに相談があるってルカが言ったら引きさがったけども……。

「それにしても何でお姉様を怒らせる方法を調べるのよ」

「彼を知り己を知れば百戦殆からず」

　えーっと……確か孫子の言葉だっけ？

「つまりお姉様のことをよく知れば勝てるって？　……何に？」

「アリスを怒らせるギリギリを攻められる」

　何でそんなギリギリを攻めるような事を……。

「最近アリスのペットが一気に増えた。しかも可愛い」

「まぁそれは否定できないわね……」

　ミラにフェイトも可愛らしかったのは確かだし。

「つまり下手をするとアリスがペットに夢中になって私たちが構ってもらえなくなる可能性がある」

「それは一大事ね」

　ルカの発言にあたしは食い気味になる。

　いや食い気味にならざるを得ない。

「ということでアリスのギリギリのラインを見極めて一杯イチャイチャする」

「なるほど、それは良いことだわ。でもお姉様のギリギリのラインと言っても……」

　お姉様が怒る事なんてお姉様の大切な人たちが傷つけられるとかそういうのでしょ？

　他に何があるのかしら？

「ルカは何か思い当たることはあるの？」

「そもそもアリスが自分のことで怒ることなんて見たことないかも」

「あたしもない……あ……でもあれは事故だし……」

　以前お姉様に突撃して痛い思いさせた時は怒らせたけどあれは別物だし……。

「何か心当たりあるの？」

「その……リアが調合したいってお姉様に相談して悩んでた時に突撃して……」

「あぁ、アリスにぶつかったわけ」

「でもあれは怒ったというか誰でも怒るというか」

「直接の危害は誰でも怒るし妥当」

　そうよねぇ……。

　でもそうなると何があるかしら……。

「とりあえずまずはアリスを怒らせた人に聞いてみよう」

　お姉様を怒らせたって……そんな人……。




「で、何で私なのかにゃ？」

「あー……確かに怒らせたことあるわねぇ……」

「だからあの件はもう反省したにゃっ！」

　ルカ曰く、お姉様を怒らせる第一人者のリーネさんの元にあたしたちは訪れた。

「それで、何でアリスちゃんを怒らせる方法を知りたい……っていうのは聞かないでおくにゃ。絶対ろくでもないことにゃ」

　ろくでもないことではないわ。……たぶん。

「で、アリスをどう怒らせたの」

「怒らせたと言っても……スレの件についてはアリスちゃんというより周りが……」

　あー……そういえばスレの件はお姉様というよりも暴風とかが怒ってたって書かれてたわね。

「じゃあリーネさんはお姉様を怒らせてないんですね」

「そもそもアリスちゃんが自分のことで怒るって滅多にないと思うにゃ」

　その意見には同感だわ。

　ってルカ、何使えねえなって顔してるのよ。リーネさんも困ってるじゃない。




「それで私のところに来たって事ね」

　あたしたちはリーネさんがダメだったということで、今度はお姉様の幼馴染である暴風のところへと向かった。

「お姉様の幼馴染だし一番詳しいと思ってね」

「ライバルだけど致し方なし」

「そう言われてもね～……私だってアリスを怒らせるようなことはー……」

　暴風も若干困ったように考え込む。

　まぁ簡単に怒らせる方法がわかるわけ……。

「あっ、１つあったわ」

「それは何？」

「アリスに胸のこと自慢してたら膨れっ面になったからきっとそれで攻めれば怒るわよ～」

　……いやまぁ確かに暴風の胸は大きいというかデカすぎるというか、その胸のことを自慢されたら誰だって怒るっていうか……。

「誰も胸の自慢をしろとなんて言ってないけど」

　あっここにもキレる人間が１人いたわね。

　ルカに胸の話は地雷よね。

　てかルカ、凄い形相よ。

「ま、まぁ私に聞くよりもっと適任がいるわよ？」

　さすがの暴風もルカの形相に気圧されたのか話題をすり替えたわね。

　って、暴風よりも適任って……まさか……。




「んで俺ってことか……たくホントなんなんだよ……」

　いやまぁ確かにお姉様を怒らせそうな男ナンバーワンは幼馴染のこの男ですけど……。

「どうでもいいからアリスを怒らせる方法教えて」

「こっちからすりゃそれこそどうでもいいんだがな……」

　ルカも嫌そうだし、早いところ聞いて切り上げましょうかね。

「正直あなたがお姉様に嫌われようがどうでもいいですから早いところ教えてください」

「つってもなぁ……アリスが怒ることなんて単純だろうが」

「「へっ？」」

「アリス怒らせたきゃ飯粗末にすりゃいいだけだぞ。あいつちょっと残しただけで怒りやがるんだから」

「そんな……ことで怒るんですか？」

「お腹いっぱいだったら残すでしょ」

　残した分は翌日に回すとか普通にありますし、それぐらい普通ですよね？

「アリスにとっちゃ自分で作った料理は全部食べてほしいんだよ。まぁお祝いとかで一杯出されたのは持ち帰って皆で食べたいとかちょっと面倒なところはあるけどな。だから間食とかして残したときはアリスが怒って大変だったぜ」

　てか平然と話していますけど、話を聞いている限りお姉様の手料理をあたかも当然のように食べているんですの？　この男。

「全く、こっちがちゃんと翌日食べるっつってんのにめっちゃ怒ってくるんだから困ったもんだぜ。いやまぁ確かにあいつの飯うまいんだけどな。でもあいつの食べる量って普通より多いからこっちはついてくので精一杯なんだよなぁ……」

　なんか段々と惚気話に聞こえてきたんですけど……砂糖吐きそう……。

　ルカも羨ましそうな妬ましそうな複雑な表情してますし……。




　その後、散々惚気トークのような何かを聞かされ続けたあたしたちは精神的に疲労困憊して帰っていった。

　結局のところお姉様を怒らせるギリギリを攻めるのは無理という結論とともに。
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